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　本学では平成16年から「JICE講座」（「異文化コミュニケーション論」）の講義において、日本国
際協力センター（JICE）から講師を派遣していただき、学生の異文化理解に関してご協力をいた
だいて参りました。「JICE講座」は、佐藤吉文教授（現国際交流部門長）とJICEの山野幸子氏（当
時、北海道支所長）との話合いで始まったものでした。当時は、村山紀昭学長のもと、私は国際交
流・協力担当理事（国際交流・協力センター長）をしており、新しい組織を作り上げるのに一生懸
命の時代でした。「JICE講座」での講師の方々の熱心な授業は、学生の国際感覚を磨く上で大変大
きな効果を与えてくれました。この度、JICEの全面的なご支援をえて、今までの講義を整理し、
講義録としてまとめる運びとなりました。本学としても大変意味のあることと考え、JICEのお取
りはからいに感謝申し上げます。
　また、全国に先駆けて平成17年度から人事交流で、JICE職員を本学の国際交流・協力室長補佐
及びコーディネーターとして派遣いただいています。今までに田中梢さん（平成17年度－平成18
年度）、芳根和子さん（平成19年度－平成20年度）、三好絵美子さん（平成21年度―現在）の３名
の方にきていただいています。本学の国際交流・協力に関して、プロジェクトでの教職員の海外派
遣、JICA等との各機関との連絡調整等で大活躍をしていただいています。今後は、幅広い知見を
生かして、国際化を進める上での戦略的な仕事をしていただかなければならないと考えています。
　さらに、JICEには、本学の運営面に関しては、私が学長に就任した平成19年から松岡和久理事
長に経営協議会委員をお願いしています。年４、５回の経営協議会にはいつも東京から駆けつけて
くださり、日ごろから本学の経営に関して様々な面からご指導いただいています。
　福田元首相が提唱した2020年までに「留学生30万人計画」に沿って、本学は昨年９月にベトナ
ムのフエ大学教育学部と教育交流協定を結びました。この協定締結にあたっては、松岡理事長がベ
トナム大使と会談する機会を設けてくださったことがきっかけとなったものです。
　JICEには本学の国際交流・協力をはじめ、様々な方面で本学の発展に多大なお力添えをいただ
いていますことに深く感謝申し上げると共に、JICEと本学の関係が益々発展することを祈念し、
挨拶とさせていただきます。

学　長　本間　謙二
北海道教育大学

はじめに ご挨拶　─「JICE講座」講義録の刊行に当たって─

4



　北海道教育大学とJICEは、同大学が受け入れを行う様々なJICA研修コースへの研修監理員の配
置を核として、さらに開発教育や「異文化コミュニケーション論」への講師派遣などを通して相互
協力をしてまいりました。とりわけ2004年７月には北海道教育大学との「共同事業に関する協定」
（村山紀昭学長と諏訪龍理事長による調印）を結び、「異文化コミュニケーション論」への講師派遣
は「JICE講座」として定着し、さらに人事交流や「21世紀青少年大交流計画（JENESYS）」、留学
生の派遣と受け入れの拡大をはじめとする国際協力・交流の事業協力へと発展を期待しているとこ
ろであります。
　このたび、北海道教育大学との事業連携のさきがけとなった「JICE講座」を軸に同大学との協
力事業がとりまとめられることになりました。JICEにとりましても自分たちの海外での異文化体
験を体系的に、6 年間にわたって継続的に講義する機会を提供してくださった北海道教育大学に、
講師として参画させていただいている研修監理員、職員とともに謝意を表したいと思います。
　一方、「留学生30万人計画」が政府によって提唱されているなか、北海道教育大学におかれても
現在、本間学長のリーダーシップの下で海外留学生の受け入れと同大大学生が海外留学するための
体制整備に取り組んでおられます。JICEでは、ODAによる開発途上国からの留学生支援業務を過
去10年間、約3000人に対して実施してきた経験を、活用し役立てていただきたいと考えております。
　理数系教育が決して進んでいるとは言えない開発途上国からは、今後一層、北海道教育大学はじ
め日本の教員養成機関に、初等理数科教授法や教材開発に対する協力を求められることが考えられ
ます。
　北海道内に５つのキャンパス（札幌、旭川、釧路、函館、岩見沢）を擁し、併せて同大学附属校
卒業生のネットワークを全国に有する北海道教育大学は、教師および地域の人材育成を大いに期待
されているところであり、私どもも、さらに新しいかたちの共同事業を推進できるように願ってお
ります。

理事長　松岡　和久
㈶日本国際協力センター

北海道教育大学「JICE講座 講義録」
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　「JICE講座」の講義において、今までに日本国際協力センター（JICE）の方々にご講義いただい
ています。国際化が急速に進む中で、本学の学生に世界各国の様々な文化や多文化社会の実例を紹
介いただき、また、その文化の理解、異文化コミュニケーションの重要性など、これからの社会で
生きていく上で大変重要な示唆を与えて下さっていることに感謝申し上げます。また、この度、こ
の6年間の講義をまとめて講義録を作成する運びとなりました。本学にとっても大きな成果であり、
また、様々な国際社会への対応の在り方を考えていく上でも大変貴重な資料となると考えます。
　JICEと一緒に取り組ませていただいている事業として、JICE講座以外もいろいろとあります。
以下でそのいくつかを紹介させていただきます。
　平成20年度「21世紀東アジア青少年大交流計画」（JENESYS）ベトナム第１陣としてベトナム
人高校生20名を受け入れました。本学で10月30日－11月５日の１週間、札幌市及び近郊の施設見
学、高校訪問、大学でのワークショップ、そしてホームステイ等を行いました。大学では、大学の
学生とのグループディスカッションを行ったり、また、岩見沢校で日本の伝統文化日舞、アニメー
ション等のグループに分かれて研修が行われました。
　本年には、平成21年度中国青年代表団第１陣　Ｂ団（教育関係者分団）100名の受け入れを行い
ました。当初、この計画は６月に行われる予定でしたが、新型インフルエンザの影響で、７月30
日―８月２日（北海道）に変更になりました。当初の予定では、こられる方が教育関係者というこ
とで、日本の教育に関する講演と附属小・中学校での授業参観を予定していましたが、学校が夏休
みの時期にかかるため、この計画は不可能となり、また、100名という人数でしたので、結局、校
舎内の見学と小学校２グループ、中学校、高校・大学の合計４グループに分けての教育に関するワ
ークショップを開催しました。どのグループも日本と中国の違い等、大変有意義で活発な討議がな
されました。
　また、昨年度、本年と文部科学省の国際協力イニシアティブ事業でザンビアの基礎教育における
ESD単元カリキュラム、教材の開発に関する案件が採択され、JICEからも阿部剛氏、芳根和子、
三好絵美子コーディネーターにも加わっていただき事業を進めています。おかげさまで、20年度
は文部科学省からも、最高ランクであるＳ評価をいただき、現在も精力的にプロジェクトを進めて
います。
　このように、JICEとの連携のもとに、いろいろとプロジェクトを推進させていますが、ほとん
どの事業で本学はJICEに頼るところが多く、おんぶばかりをしています。何とか、一緒にプロジ
ェクトを立ち上げる等、対等な立場で仕事をしたいと考えていますので、今後ともよろしくお願い
いたします。

センター長　大久保　和義
北海道教育大学国際交流・協力センター

はじめに ご挨拶　─「JICE講座」講義録の刊行に当たって─
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北海道教育大学の
国際教育協力事業について

　本学は、当センターが設立される以前より、国際教
育協力に関する拠点大学として、開発途上国の多様な
教育課題の解決に向け、積極的に国際協力事業に携わ
ってきました。
　1997年から３年間、エジプト国立教育研究開発セ
ンター（NCERD）を実施機関として、「小学校理数
科教育改善」のミニプロジェクトを実施し、専門家派
遣並びにNCERDの算数・理科を専門とする研究員を
中心とした小学校理数科の教師用指導書ガイドブック
の編集を支援しました。2003年からは、そのガイド
ブックを用いた新しい理数科授業法の本格的な定着・
普及を図るためにプロジェクトが開始され、北海道教
育委員会と連携して、エジプトの子どもたちが自ら考
え、答えにたどりつく指導法の実践や教員研修の普及
に努めてきました。その後も2005年から３年間、ス
リランカ学校運営改善プロジェクトに専門家を派遣
し、教師が学習指導案を作成する能力向上のための指
導、公開授業研究会を開催し自分たちの力で理科授業
の改善を進める体制づくりの支援を行ってきました。
　センター設立後、ネパール国別研修「日本の非主流
教育の教訓」コース他、多くのJICA研修コースの受
入を行ってきましたが、2007年からJICA札幌国際セ
ンターとの委託契約に基づき、集団研修「初等理数科
教授法」コースを３年間実施することが決定し、本学
及び附属小学校をベースとした新しい国際教育協力を
スタートさせました。
　本研修は、開発途上国の学校教育改善責任者である

教育行政官、初等教育機関の主任教師、教員養成機関
の担当官を対象に、研修員自身が教材開発と授業検討
を行うことで、自国の児童の学習意欲を促す理数科授
業を構築し、それを学習指導案として表現できる能力
を形成することを目的としています。
　研修後半に約２週間、附属小学校での滞在型研修を
導入しており、実習期間中は理科と算数グループにわ
かれて学習指導案を作成し、それに基づき研修員自身
が教師となって、附属小学校の生徒を対象に模擬授業
を実施します。教育実践の場である小学校で終日研修
を行うことで、理数科の授業をはじめ、視察型研修で
は決して学ぶことができない清掃活動や保護者の学校
への関わりなど学校全体の運営を体得することができ
るといった点で、研修員からも大変高い評価を得てい
ます。これは、附属小学校を併設している本学ならで
はのユニークな受入体制だといえるのではないでしょ
うか。
　また、研修員は、帰国前に自国の状況を考慮しなが
ら、日本で学んだスキルをどのように活用できるかを
検討し、アクション・プランを作成していますが、ほ
とんどの研修員が教師のスキルアップのために「教材
開発、公開授業、授業検討会を自国でも実施したい」
と述べています。帰国後の継続的な支援として、本学
は、2008年度よりラオスとサモアでフォローアップ
事業を開始しました。フォローアップ事業では、附属
小学校の教員が実際現地に赴き、現地でも調達可能な
身近な素材を用いて、子どもたちの思考活動を重視し
た授業とその後の授業検討会の運営指導を行っていま
す。どの国の帰国研修員も熱心に活動に取組んでお
り、ワークショップを開催したいというナイジェリア
の研修員に対しては、JICAのTV会議システムを通し
て、アドバイスをしたこともありますし、今年度は、
サモアの帰国研修員が教育省に働きかけ、正式にサモ
アから要請を受けてフォローアップが実現する運びと
なりました。

北海道教育大学国際交流・協力センター
コーディネーター　
三　好　絵　美　子

北海道教育大学「JICE講座 講義録」
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　その他にも当センターでは、「21世紀東アジア青少
年大交流計画」（JENESYS）、文部科学省国際協力イ
ニシアティブ「ザンビアの基礎学校におけるESDモデ
ル単元教材の開発」の事業を行っています。これらの
事業は全て、本学の教育理念である「先進の人間教

育・行動する教養・高い志の涵養」のもとに取組まれ
ており、これからも北の大地から本学の知見を生かし
た未来に向かう国際教育協力を発信していきたいと思
います。

JICA集団研修「初等理数科教授法」コース
附属小学校での実習

JICA集団研修「初等理数科教授法」コース
研修員による模擬授業（理科：もののあたたまり方）

JICA集団研修「初等理数科教授法」コース
ラオスフォローアップ公開授業（理科：電気回路）

JICA集団研修「初等理数科教授法」コース
ラオスフォローアップ公開授業（算数：式の表し方）
（日本から持参したおはじきを使用しています）

JICA集団研修「初等理数科教授法」コース
サモアフォローアップ公開授業（算数：分数）
（日本から持参したおりがみを使用しています）

JICA集団研修「初等理数科教授法」コース
サモアフォローアップ公開授業（理科：固体の三態変化）

はじめに ご挨拶　─「JICE講座」講義録の刊行に当たって─
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多文化共生社会は
ありえるのか？

　言語学の立場から文化を考えると、多文化共生社会
は論理的にはあり得ない。なぜなら、文化を社会・歴
史・気候・風土と切り離して論じることができない以
上、他国に上陸した瞬間から変容していくのが自然な
ことだからである。カナダも多文化主義を標榜する国
の一つであるが、それは多文化主義という甘い響きで
間違いなく存在する原住民や移民に対する差別をまる
でないかのようにする手品を使っている。
　2000年から１年間バンクーバーに住む機会を得た。
それ以来、バンクーバーにあるサイモン・フレイザー
大学（SFU）の客員教授として７年間ほど日本との間
を行き来していた関係でカナダの多文化主義と継承語
教育に興味を持ってきた。SFUのあるブリティシュコ
ロンビア州は移民の制限をしていない州である。した
がって、SFUのイギリス系カナダ人の教員は、「カナ
ダは移民やマイノリティグループに寛大でいろいろな
文化が共存する中でお互いが学びあい、それが我々の
発展の新しい原動力を生み出す大きなエネルギーにな
っている」というカナダの多文化主義を標榜している
人達が多い。しかし、住んでみるとどうもマイノリテ
ィグループや移民に対して寛大な社会だとは思われな
い。メイン・ヘイスティングという交差点付近には少
なくても100人以上のホームレスがたむろしている。
2010年２月に行われる冬季オリンピックに向けてこ
のホームレスをどこに隠すかを検討しているところで
あり、荒廃した付近の建物を急ピッチでリフォームし
ているところである。このことが移民やマイノリティ

グループを不当に扱っていることにはならないが、同
じ人間をあのまま放置していていいのかという疑問が
残る。
　カナダにあるカルガリー大学（アルバータ州）と
SFU（ブリティシュコロンビア州）は北海道教育大学
の協定校であり、学生交流を15年以上にわたって行
ってきている。私の研究室に両大学の教員養成プログ
ラムの学生が２カ月ずつ所属して教育実習を行ったこ
とがある。２人とも中国系カナダ人でカナダに移住し
てから３代目であった。ところが、２人とも中国語は
全く話せず完全な英語話者であった。この２人の言語
の選択の仕方は、私にとっては衝撃的な事実であっ
た。通常、歴史的にも国を越えても自分たちの子供た
ちに２つあるいはそれ以上の言語を身につけることに
腐心してきたはずである。それが、子どもたちの幸せ
に通じると親は考えたからである。ところが、この２
人にとっては、中国語と英語の両言語を話せることは
決して本人に有利なことではないと考えたのである。
つまり、継承語に対する社会的な差別が存在している
ことを証明している。Cumminns & Danesi（翻訳本
1995, pp25-26）は、「国策として全国的に多文化教育
が学校教育の中に導入されたにもかかわらず、制度上
の差別が残存するため、生徒が継承語の力を伸ばす機
会が妨げられている」と制度上の差別を助長する社会
機構を次のようにあげている。
　● ある州（例：オンタリオ州）では、継承語を授業

の媒介語として使うことが法律で禁止されてい
る。

　● 継承語教育を通常の学校の授業時間内に教えるこ
とへの法的制約がある。

　● マイノリティ言語の児童・生徒の二言語使用や言
語習得が、教育学部の教職課程や教育相談員が履
修する大学院コースで取り上げられていない。そ
の結果、差別を助長する間違った考えが蔓延して
いる。たとえば、家庭では英語をなるべく使うよ

北海道教育大学教授
北海道教育大学国際交流・協力センター
国際交流部門長
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うにとマイノリティ言語の親に学校教師がアドバ
イスしたりする。

まさに、私のところにきたカナダの中国系学生の例が
この実態を証明している。

　この差別構造は、マイノリティ言語を母語とする児
童・生徒の言語の発達に対する次のような誤解を与え
ているとCumminns & Danesi（翻訳本1995, pp25-26）
は言っている。
　● 二言語使用はマイノリティ言語の児童・生徒の教

育上、マイナスの影響を与える。
　● 過程で継承語を使用することは、英語習得と学力

全体の向上の妨げとなる。
等などである。

　以上のような実態があるにもかかわらず、イギリス
系カナダ人やフランス系カナダ人は、アメリカと違っ
てカナダは移民や異文化に対して寛大であると思って
いる。しかし、事実は違っている。アメリカやイギリ
ス・オーストラリアなどと同様にカナダにも先住民・
黒人・アジア人に対して差別をしてきた歴史がある。
Cumminns & Danesi（翻訳本1995, pp25-26）は、「第
二次大戦後、イギリスとの結びつきが徐々に弱まり、
大英帝国の事実上の消滅に伴って、どの程度カナダ人
がアメリカ人と違ったアイデンティティを持っている
かが不明瞭になった。トロパーによれば “多文化主義”
がそのアイデンティティの空洞を埋め、その過程にお
いて移民への過去の扱いが神話化された」のだと言っ
ている。
　そもそも多文化主義に対する定義は専門家の間でも
定かではないが、その言葉には、罪深さが感じられ
る。私は、カナダを批判するつもりはない。少なくと
も、私が住んでいたバンクーバーは大好きな街であ
り、私を受け入れてくれたSFUには心から感謝してい
る。そうではなく、カナダの多文化主義の標榜は、多
くの政治的スローガンに大義名分を与え人種の偏見の
流れを覆い隠してきた罪深さに私の友人たちもそろそ
ろ気が付くべきだと思うのである。

北海道教育大学「JICE講座 講義録」

11



ザンビアにおける
フィールドワーク

■ はじめに

　1992年、神戸から札幌に移住するとともに、フィ
ールドの中心もアジアからアフリカに移りました。サ
ブサハラ諸国の基礎教育に関心をもち、教育行政およ
び授業レベルでの現地調査を続けてきましたが、加え
て、タンザニアでは「ノンフォーマル教育（COBET）」、
ウガンダでは「エイズ教育」と「ノンフォーマル教育
（COPE）」、エチオピアでは「へき地における複式教
育」と「牧畜地域における教育」などと、いくらかテ
ーマをずらしながら、３回、４回と同じ国を訪問して
きました。
　そうしたなかで、ザンビアでは、基礎教育の現状か
ら出発して、フォーマル教育における「女子教育推進
政策（PAGE）」、ノンフォーマル教育としての「コミ
ュニティ・スクール」、そして「ESD教材の開発」へ
と、テーマを少しずつ発展させながら、それぞれの変
化のプロセスを追跡するために、12年間に11回調査
を行ったことになります。
　ここでは、ザンビアにおけるフィールドワークを振
返り、調査研究の結果明らかになったことを、具体的
な事例を取り上げながら、簡潔に記します。

■ 1　ザンビアにおける基礎教育の現状

　1990年にジョムティエンで開催された「万人のた
めの教育（Education for All : EFA）世界会議」以降、

基礎教育の重要性が世界的に強調され、「すべての子
どもに教育を（EFA）」という動きが活発になりまし
た。ザンビア政府は「2000年までに、７－13歳のす
べての子どもたちが、７年間の初等教育を修了する」
という目標を1991年に設定しました。が、目標達成
は難しく、あらためて2002年に「７年間の基礎教育
を無償とする」ことを決定し、「2015年までにすべて
の子どもが（初等教育および前期中等教育の）９年間
の基礎教育を修了する」という目標を確認しました。
この目標を達成するためには、まだ学校に通っていな
い子どもたちをターゲットとして、就学／修学率を上
げる必要があります。未就学は、男子よりも女子、都
市部よりも農村部、とりわけ貧困層の子どもたちに多
いのです。

　1998年に、ザンビアではじめて調査を行ったとき
の目的は、基礎教育の現状を踏まえて、女子教育の阻
害要因を明らかにすることでした。
　基礎教育の現状については、初等学校（１－７学
年）の純就学率が1994年には男子89.3％、女子78.0％、
2003年時点での基礎教育（１－９学年）の純就学率
は男子73.7％。女子70.6％でした。ただし、これはあ
くまでも就学率であり、つまり全員が初等あるいは基

北海道教育大学教授
北海道教育大学附属札幌中学校校長
北海道教育大学国際交流・協力センター
国際協力部門長　

大　津　和　子

小学校の子どもたち
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礎教育の課程を修了したわけではありません。中途退
学者が多いのです。８学年への進級率をみると、
1992年度には男子36％。女子31％であったのが、
2002年には男子43.7％、女子54.8％と、逆転しました。
こうした男子と女子の逆転がなぜ起こったのか、が当
時の私の大きな疑問でした。（これについては後述し
ます。）
　中途退学の最も大きな理由は、当時の調査によると
「進級試験に不合格のため」が最多でした。進級試験
に合格できない主な理由としては、まず、劣悪な教育
環境があげられます。教科書を持っていない生徒が多
く、教室が不足しているため大規模学級で、二部制や
三部制のため授業時数が少ない。教師の一方的な説明
や板書のみに終始する授業が多い、という指導方法の
問題もあります。SACMEQ（Southern and Eastern 
Africa Consortium for Monitoring Educational 
Quality）の結果（2000年）によると、最低限の習熟
レベルに達した生徒は男子28.0％、女子23.1％でした。
　また、欠席が続いて中途退学に至る場合もあります
が、その理由は、男子と女子によって異なります。男
子に多い理由としては「学校に行かないで遊んでい
る」「病気」、女子に多い理由としては「家事手伝い」
「弟や妹の世話」の他に、「生理のため」という理由も
あげられました。貧しい家庭では、生理用品を手に入
れにくく、学校の便所が不足しているため、生理期間
中は止むを得ず学校を欠席するというものです。「妊
娠」「結婚」も女子特有の退学理由です。女の子の結
婚は、本人にとって以上に家族にとって最大の希望で
す。娘の結婚により、親は花婿の家族から家畜や金
銭、農産物などの婚資を受け取りますから、処女性が
高く評価されます。娘を（とりわけ遠距離の）学校に
通わせることによって、望まない妊娠をするかもしれ
ないという不安があるときは、学校やめさせ、早く結
婚させようとします。
　このように、ザンビアでは、基礎教育全般の質が低
い中で、女子の就学／修学率および成績がさらに低い
という現状がありました。

■ ２　女子教育推進政策（PAGE）の進展

　そこでザンビア政府は、1996年に教育政策におい
て初めてジェンダーの視点を明記し、次のような「女
子教育推進政策（Programme for the Advancement of 
Girls’ Education: PAGE）」を打ち出しました。
（1） ジェンダーに配慮した（gender sensitive）カリ

キュラムと指導方法を開発する。

（2）  あらゆるレベルで、男子のための学校と同数の学
校を女子のためにつくる。

（3）  中等学校のレベルで、女子生徒のための寄宿舎お
よび女子だけの学校を増やす。

（4）  女子生徒のための奨学金制度を確立する。
（5）  子どもを退学させる保護者を罰するような法律を

制定する。
（6）  妊娠、出産後の女子生徒の復学を認める。
　学校レベルでは、具体的に次のような方策が実施さ
れました。
a.  啓蒙活動：女子が教育を受けることの重要性を、
ワークショップやマスメディアなどを通じて広く
伝える。

b.  女子クラス：女子生徒が自信や自尊心をもてるよ
うに、女子だけのクラスを編成する。

c.  ジェンダーに配慮した指導法：とくに算数や理科
において、女子の学習意欲を喚起する。

d.  アファーマティブ・アクション：校長、教頭のう
ちどちらかを女性が務め、女子のロールモデルと
なる。

e.  クラブ活動：女子の自主性やリーダーシップを養
うために、クラブ活動を活発にする。

f.  ザンビア教材キット：女子に焦点を当てた学習教材
を活用する。

　こうしたPAGEの方策が、学校レベルで実際にどの
ように実施され、その効果がどのように現れてきたの
かを明らかにするために、数回にわたって現地調査を
行いました。ここでは二つの基礎学校の変化を紹介し
ます。
　Ａ基礎学校は首都ルサカのコンパウンドにあり、
1996年にPAGEパイロット校に指定されました。1999
年の訪問時には、インタビューに関する限り、校長の
応対は声が小さく消極的な態度で、生徒在籍数などに

学校に通っていない女の子

北海道教育大学「JICE講座 講義録」

13



ついての記録が行方不明のため正確な数字が得られ
ず、生徒数約1500名、片親孤児が約４分の１、両親
ともなくした孤児が約４分の１ということでした。１
－９学年の計35クラスに対し10教室しかないので、
午前７時から午後５時までの間に４部制で授業を行っ
ていました。
　同校を2002年に訪問したときには、３年間に次の
ような変化が見られました。第一に、妊娠退学した女
子もいるが、妊娠出産後に復学する女子が現れた。第
二に、家庭では水運びや掃除などの家事を、女子だけ
ではなく男子にも同じようにさせるように、教師が保
護者に呼びかけている。第３に、女子のリーダーシッ
プを育てるために、毎週月曜日の朝礼で役割を与えた
り、聖書朗読の機会を男子と同じように与えている。
　観察した三つの授業のうち、男女混合クラスより、
女子クラスの女子の方がリラックスして発言してお
り、混合クラスでは、教師が男女のバランスを配慮し
て指名していました。成績は、女子の平均点が上昇し
て、男女の平均点はほぼ同じになり、トップクラスに
少人数の女子が進出するようになってきたということ
でした。
　Ｂ基礎学校は農村部にあり、次のような問題を抱え
ていました。第一に、文化的伝統が強く、少し前まで
女子のイニシエーション（通過儀礼）が３カ月間にわ
たって行われていた。最近は、次第に短くなってきた
が、イニシエーションのために学校を欠席し、やがて
勉強に関心を失って退学したり、性体験を急いだり、
その結果妊娠する女子もいる。第二に、貧しい家庭が
多く、女子は学校に行かずに家事や家族の世話をする
ことが期待されている。第三に、貧しい家庭が婚資を
得るために、娘を早く結婚させる。
　この学校は、1998年にPAGEパイロット校に指定さ
れました。2002年に訪問したときには、積極的に
PAGEを推進している様子がうかがわれ、この３年間
でコミュニティに次のような変化が見られたというこ
とです。まずイニシエーションの期間が全般的に短く
なり（家庭によって異なる）、多くの場合、学期の間
の休暇中に行うようになった。そのためかどうかは不
明であるが、早婚が少なくなった。カリキュラムに関
しては、エイズ教育が、理科・保健の中に組み込ま
れ、女子には女性教師が、男子には男性教師が教える
ようになった。性やHIV/AIDSについて教室で話すこ
とに、教師の抵抗感が少なくなってきた。
　授業を観察した三つのクラスでは、いずれも教師か
ら生徒への質問が頻繁になされ、英語の授業では、
「１週間の歌」を全員で数回歌うなど、生徒の学習活

動が組み込まれていました。クラブ活動では、演劇ク
ラブがエイズをテーマにした寸劇を頻繁に行い、女子
フットボール・クラブが新たにつくられ、部員が増え
つつあるということでした。
　以上のように、2002年に訪問した学校（実際には
３校）では、大きな変化が見られました。ジェンダー
に配慮した指導法によって、男子女子ともにより能動
的に授業に取り組み、とりわけ女子クラスの生徒たち
が、率先して質問するなど、学習への意欲が高まった
ようでした。男子のいないクラスでの安心感と、混合
クラスに比べて成績が良いという結果が、自信をもた
らしているようでした。ただ、女子クラスではなく、
混合クラスに編成された女子の問題は依然として残っ
ていました。そもそも女子クラスは過渡的な措置であ
り、いずれは混合クラスでも、女子が安心して学習で
きるように、学校全体を生徒に配慮した学習環境にな
ることを目指していました。“Girls friendly school is 
children friendly school ” が当時のモットーです。
　また、一部の学校で始められているスポーツクラブ
（フットボールやネットボール）は、女子生徒にも自
主性やリーダーシップを育成する場になりました。幼
いときから家事の負担のために、男子ほどには遊んだ
り、自主的な活動の経験がなかった女子にとっては、
自尊心や社会性、協力性や向上心を養う貴重な機会に
なりえます。校長は女子クラブ活動の意義について、
「ルールに従うことを学ぶので、しつけ教育になる。
スポーツに熱中すれば悪いこと（セックス、妊娠、エ
イズ感染）をしないだろう。身体を動かして気分転換
できるので、勉強にも良い結果を生む。また、プロス
ポーツの選手になりたいという夢を持たせることもで
きる」と述べていました。
　こうした女子生徒のエンパワメントは、女性教員が
責任ある地位でリーダーシップを発揮して、女子にロ
ールモデルを提供しうるように学校が変わるととも
に、家庭での家事の性別役割分担を見直し、女子の修
学を支援しようとする保護者や地域の協力、連携があ
ってこそ実現しうるという可能性を、一連の調査を通
じて実感しました。

■ 3　コミュニティ・スクール

　PAGEは、フォーマルな公立基礎学校における女子
教育を推進するための政策ですが、公立基礎学校に行
けない子どもたちの多くは、とりあえずノンフォーマ
ルなコミュニティ・スクールに通いました。コミュニ
ティ・スクールとは、1992年以降、地域の人々や教
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会、NGOなどによって設立、運営され、学費は無料
あるいは低額で、制服や靴も不要です。コミュニテ
ィ・スクールの登録者数は、1996年に6599名でした
が、2003年には17万5784名（就学者数の6.9％）と増
えました。保護者が授業料やその他の費用（PTA会
費、制服、靴など）を支払うことができなくなって、
途中で学校を中退した子どもたち、エイズで親を亡く
した子どもや、幼時からもっぱら家事や家族の世話に
従事している女子にとって、コミュニティ・スクール
は教育を受けることもできる貴重な機会となったので
す。
　コミュニティ・スクールの規模や学校環境はさまざ
まですが、公立基礎学校と比較して、次のような特色
がみられます。
（1） ７年間の初等教育のカリキュラムが４年間に短

縮され、毎日の授業時間（多くは午前中のみ）
が少ないにもかかわらず、一定の成果をあげて
いる。（公立基礎学校は70－100人クラスが多い
のに対して、比較的小規模クラスが多い。）

（2） 学習者の生活に関連した知識やライフスキルの
習得を重視したコミュニティ・スクール独自の
カリキュラム／教材（Skills, Participation, and 
Relevant Knowledge: SPARK）を活用している。

（3） 低い給与にもかかわらず、教師が意欲的で、特
に研修（ユニセフなどが支援）を受けた教師は、
学習者中心の授業方法を目指している。

（4） 生徒と教師の関係がより緊密で、一部ではカウ
ンセリングや家庭訪問も行われている。

（5） コミュニティとの密接な関係のもとに運営され
ている。

　コミュニティ・スクールは、多くの場合、保護者や
地域の住民の労働によって教室が建てられますが、近
くの教会を借りて教室にしていたり、教室もトイレも

ないコミュニティ・スクールもありました。教員資格
を持たない地域住民が非常に低い給与で教えており、
教科書もほとんどない、というコミュニティ・スクー
ルもありました。

　たとえば、首都ルサカから約120キロに位置するマ
ザブカには39のコミュニティ・スクールがありまし
た。訪問したコミュニティ・スクールＣは、町から車
で一時間ほどの村に、1996年に地域の親たちによっ
てつくられました。村にはそれまで学校が全くなく、
最も近い基礎学校まで８キロの距離がありました。
2004年に訪問したときには、男子155名、女子138名
が登録していましたが、約半数がエイズのために両親
または片親のいない孤児でした。（なお、コミュニテ
ィ・スクールに登録していない子どもたちが、この村
にほぼ同数いるとのことでした。）
　教室もトイレもなく、子どもたちはすべて木の下で
地面に座って授業を受けていました。教科書、ノー
ト、ペンは教育省から配布されますが、教科書は３人
に１冊の割合でしか届かない。雨期になると授業がで
きないため、教会の牧師が設計図を描き、親たちが焼
いたレンガを積み上げて教室を建設しつつあり、間も
なく完成する予定でした。教師は男性３名女性１名
で、全員12学年を修了しただけで、教員資格は持っ
ておらず、保護者から集めるわずかな授業料から、公
立基礎学校教員の５分の１という極端に低い給与で教
えていました。
　そうしたなかで、例外的に質の高い教育を行ってい
るコミュニティ・スクールもありました。マザブカの
コンパウンドにあるコミュニティ・スクールＤには、
教室棟が三つと職業訓練実習棟が一つ、水をくみ上げ
るポンプも一つあり、周囲を高い塀に囲まれていまし
た。教室には蛍光灯が２本ずつあり、壁や天井には手
作りのさまざまな教材が貼られていました。図書館も

ビニールテントの教室

教会を借りて授業

北海道教育大学「JICE講座 講義録」
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あり、教育省やユニセフの支援を受けているザンビ
ア・コミュニティ・スクール事務局（ZCSS）から寄
贈された本が並んでいました。　
　2004年時点で、男子314名、女子244名が登録し、
女性校長のもとに教員18名、ソーシャル・ワーカー
とスクール・コーディネーターが１名ずついました。
職業訓練コースは８、９学年を対象として2002年に
始められ、調理、縫製、大工、金属加工のコースがあ
り、それぞれ15名ずつが学んでいました。職業訓練
実習設備はNGOから供与されており、生徒たちがつ
くった家具や衣服、食品などを販売し、コースの材料
費にあてていました。クラブ活動は、アンチ・エイ
ズ・クラブのほか、赤十字クラブ、子どもの権利クラ
ブ、文化クラブなどがあり、すべての生徒がいずれか
のクラブに参加するように奨励しているとのことでし
た。障害児も10名登録しており、毎週月曜日の午後
にコミュニティ・スクールにやってきて、セラピーや
トレーニングを受けていました。
　EFAを達成するためには、フォーマル教育だけでは
なく、ノンフォーマル教育も含めて教育へのアクセス
と質を高めることが必要になり、ザンビア政府はコミ
ュニティ・スクールをも教育省の管轄下におき、教員
資格をもつ教師をコミュニティ・スクールに派遣した
り、教科書を配布するようになりました。
　が、2002年以降の初等教育無償化により、コミュ
ニティ・スクールの位置付けが変化してきました。つ
まり、それまで公立基礎学校に行けない子どもたちに
対して、独自の教育機会を提供していたコミュニテ
ィ・スクールが、公立基礎学校への編入を主な目的と
するようになったのです。
　それにともなって、コミュニティ・スクールでは、
独自の教材SPARKだけではなく、公立学校で使用さ
れている教科書をも併用するようになりました。コミ
ュニティ・スクールで学んだ子どもたちが、公立学校
の授業についていけるようにするためです。他方、公
立基礎学校で使用される教科書が改革され、生活に関
連した知識やライフスキルがしだいに盛り込まれるよ
うになりつつあることは、評価すべきことです。
　EFAを達成するために、なおコミュニティ・スクー
ルの果たしている役割は大きいのですが、やがて、
EFAが達成された時には、質の高い教育を実施してい
る一部のコミュニティ・スクールを除いて、コミュニ
ティ・スクールの多くは消滅していることが予想され
ます。

■ 4　ESD教材開発－質の高い教育のために

　2008年に文部科学省国際協力イニシアティブ事業
に、大学として応募しました。ザンビアでのフィール
ドワークの蓄積を生かして、課題名を「ザンビアの基
礎教育におけるESDモデル教材の開発」としました。
（Education for Sustainable Development : ESD）とい
う概念は一様ではなく、日本では、環境教育を中心と
して国際理解教育や人権教育などが含まれる領域の広
い、いわば傘概念としてとらえられていますが、ザン
ビアではまさしく「持続的な開発のための教育」、つ
まり、人々の生活の質を持続的に向上させるための教
育です。
　ザンビアにおける人々の生活の質を左右する大きな
要因の一つが、水です。多くの地域では、各家庭に水
道がないため、井戸や共同水場から生活用水を運ぶこ
とが、女性や子どもたちの大きな仕事になっていま
す。上水道および下水や汚水の処理が不十分なため
（ペットボトルの飲料水を購入できる一部の家庭を除

校庭にある井戸

水を運ぶ女の子
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いては）、安全な飲料水を得ることが難しく、運んで
きた水に塩素を加えたり煮沸して使用していますが、
今なお下痢が少なくありません。コパベルトなどで
は、銅の採掘処理のために川が汚染され、土壌も汚染
されています。その他の産業汚染や農薬散布による汚
染もあります。また、雨季には大量に降った雨が窪地
にたまって、放置されたゴミとともに汚臭を放ち、コ
レラの原因にもなっています。農村では雨季の大雨に
よって川が増水し、子どもたちが学校に通えないこと
もあります。
　このように、子どもたちの生活に密接に関連した水
をテーマとして、学習者中心（learner-centred）の教
材を開発することにしました。そのためにまず、公立
基礎学校のシラバス（学習指導要領）を分析するとと
もに、ルサカの二つの基礎学校をカウンタパートと定
め、理科と社会科の授業を観察して、「水」に関して
どのような授業がどのような方法で行われているかを
調査しました。そして、子どもたちの生活環境を把握
するために、学校および周辺のコンパウンドにおける

水の状況を調査しました。
　教材開発にあたっては、二つの基礎学校（Old 
Kabanana Basic School,  New Kanyama Basic School）
から各1名のカウンタパート教員に、教育省カリキュ
ラム教育局およびルサカ市教育委員会から各１名の教
育行政官を加えて、ザンビア側は４名、日本側は北海
道教育大学釧路校境智洋准教授、辻宏子准教授、JICE
から派遣された国際協力コーディネーター芳根和子氏
（2008年度）、三好絵美子氏（2009年度）でプロジェ
クトチームをつくりました。（初回のザンビア調査に
はJICEの阿部剛氏にも同行していただきました。）
　ザンビアへの３回にわたる調査を通じて、ザンビア
側のニーズを把握するとともに、カウンタパートの日
本への招聘（学校訪問、授業観察など）を通じて、学
習者中心の指導法の研修を重ねました。2008年度に
は、理科の（現地で容易に入手できる材料を使った）
実験を中心とした教材、および、社会科で活用できる
「水のカードゲーム」を開発し、2009年度は境准教授
を中心に「水のすごろく」を開発しました。これらの
教材を、中標津小学校の山内斉教諭が活用して授業す
る場面を、カウンタパートとともに観察した後、改善
のための討議を行い、今度はザンビアの基礎学校でカ

学校に水を運ぶ女子生徒

教室の前にある
水タンク

「水のカードゲーム」で学ぶ

「水のすごろく」で学ぶ
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ウンタパート教員が同じ教材を使って授業を行い、さ
らに討議を重ねてきました。
　教育省およびルサカ教育局に教材を持参して、実際
に「水のすごろく」をプレイしていただくと、「この
ように、子どもたちが楽しみながら学べる教材はこれ
までになかったので、ぜひ活用したい」と熱望されま
した。これらの教材を、ザンビアの現職教員研修プロ
グラムで全国的に活用するためには、膨大な数の教材
の印刷費用をどこから捻出するかという課題が（現時
点では）残っていますが、このESD教材が、ザンビア
における基礎学校の教育の質の向上に貢献しうると確
信しています。

■ おわりに

　ザンビアで10年前に初めてお会いしたザンビア大
学教育学部長（当時）ルングァングァ教授には、その
後何度もお会いし、学生と一緒にご自宅にも招待して
いただきました。その後、ザンビア大学副学長時代に
は、北海道教育大学長と大学間協定を締結するために
来日されました。2008年にザンビアを訪問したとき
には教育大臣になっておられ、大臣室でハグし合った
ことは嬉しい思い出です。　
　フィールドワークの副産物として、ここ10年ばか
り毎年同行したゼミ学生の成長があります。学生たち
は、現地では調査方法を学ぶとともに、子どもたちに
授業をしたり、一緒に遊んだり、ダンスを教えてもら
ったりするなかで、現地の人たちの温かさに触れ、
「アフリカ大好き」になりました。また、職種の異な
る数人の青年海外協力隊員へのインタビューからは、
将来の進路にかかわる刺激をいただき、世界がうんと
広がったようです。
　そして、なによりも私自身が、アフリカで出会った
人たちから多くのことを学び、ともに充実した時間を
もつことができました。これからも、アフリカ行きは
続きそうです。

カウンターパートとの教材検討会を終えて
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内戦を知らない
多民族・多言語国家
Zambia

■ ザンビアの概要

　ザンビア共和国はアフリカ大陸中部に位置し、世界
三大瀑布の一つであるビクトリアの滝でご存知の方も
多いのではなかろうか。そんなビクトリアの滝は、季
節によって見せる表情が大きく異なり、雨季において

はその水しぶきで着ているものはびしょ濡れ、デジタ
ルカメラはビニール袋に入れての撮影が必要になるほ
どである。一方で、乾季に訪れると落水量はほんの僅
か、滝から崖に様変わりをする。
　ザンビアの面積は日本の約２倍の752,61千㎢、人口
は日本の10分の１である1,294万人と人口密度は世界

阿　部　　　剛
　1980年福岡県福岡市生まれ。熊本大学大学院自然科学研究科数理情報システム専攻修了。大学時代
にカンボジアでボランティア活動（JHP学校をつくる会）、大学院時代に青年海外協力隊（理数科教師）
としてザンビアにて活動した後、熊本県で高校教員として勤務。その後、2008年に㈶日本国際協力セ
ンターに入団、現在に至る。（現在、プロジェクト開発部市谷業務室）

今なお数多く生息する野生動物。73もの民族は内戦を知らず、

人類だけではなく野生動物とも共生を保っている。

乾季のビクトリアの滝雨季のビクトリアの滝
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160位であり、この十分なスペース（そして多民族国
家であること）がこれまで一度も内戦が行われなかっ
た要因の一つとも言われている。一方で平均寿命は約
40歳と世界ワースト３に入るほどで、これは乳幼児の
死亡率が高いこと、そしてエイズに大きく因るもので
あり国家問題にもなっている。

　さて、一般的にアフリカ＝野生動物の宝庫と想像す
る方が多いように、ザンビアには19の国立自然公園が
あり、その周辺では野生動物と住民との共生が行われ
ている。しかし、住民エリアに野生動物が現れ危険と
判断されたときには、仕留めて解体し食べてしまうこ
とがある。象に限らず、キリン、サル等の被害も後を
絶たず、日本でも同じであるように共生についての
様々な工夫・取組みが必要とされている。ちなみに象
の肉は硬く、焼くよりはシチューやカレーとして煮込
んだ方が美味である。

■ ザンビアの言語紹介

　ザンビアは内陸国であるため、東アフリカ（ケニ
ア、タンザニア、ウガンダ等）でよく使われているス
ワヒリ語の普及には時間が足りなかったと言われてい
る。ゆえに、宗主国である英国（ザンビアは1964年10

月24日に英国より独立を果たす）の影響から英語が公
用語として用いられている。73の言語が存在するザン
ビアにおいて、英語は超民族語として大きな役割を果
たしている。73の言語と述べたが、実際は大きく４つ
に分けることができ、例えば「ご機嫌いかが？」をそ
れぞれの言語で表すと、

ニャンジャ語⇒ムリブワンジ
ロジ語⇒ムチュワニ
ベンバ語⇒ムリシャーニ
トンガ語⇒マポナブジ

と大きく異なることが分かってもらえると思う。ザン
ビア人は上記４つのうち最低でも２つ（普通は３～４
言語）を自由に操ることができ、言葉の壁を越えてコ
ミュニケーションをとっている。
　最近ではEducation For All （万人のための教育）の
高まりから英語を話す人々も増えてはいるが、やはり
地方の高齢者や教育を受けていない人々は現地語に頼
らざるを得ない。私が協力隊として活動していた現地
のPTA総会においても当初、英語を用いていたが保
護者から理解できないとクレームが入り、急遽現地語
に変更したほどである。この英語の普及にはやはり上
記に書いたように教育の果たす役割は非常に大きい。

■ ザンビアの教育媒介言語

　ザンビアでは小学校１年生から科目として英語の授
業が始まるが、全科目における教育媒介言語はそれぞ
れの現地語である。そして、小学校卒業後は全ての科
目で英語を用いるため、英語の成績≒他の教科の成績
となっている。例えば計算能力があっても、その前に
設問を理解出来ないという問題がよく起こる。実際の
高校卒業認定試験（National Exam：日本で言うセン
ター試験）を見てもらいたい。

問題： Subtract 0.5625 from 0.6875 (National Exam, 
2004)

　和訳は0.6875から0.5625を引いたときの値は？とな
るが、このsubtractを足すと訳したり、ときにはfrom
の意味を無視して、引く順番を間違えたりする。も
し、この問題が単純に0.6875－0.5625であれば多くの
生徒は解けるのだが、英語の問題指示によりその多く
が混乱し、解答の妨げに繋がっている。
　さて、上記の試験問題だけを見ると、いかにもザン

調査のために解体される象

国立公園近くの道路に現れた野生の象
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ビアの教育レベルは低い！と誤解を与えかねないの
で、ここはザンビアの名誉挽回のためにも他の問題を
紹介したいと思う。

Use the diagram provided to answer the question
(a)  In the diagram, the coordinates of P and Q are 

(2,1) and (4,2) respectively.
     The line PQ is mapped onto the line P1Q1 by a 
reflection in the x-axis.

    Write down the coordinates of P1 and Q1.
(b)  If P1Q1 is then mapped onto P2Q2 by an 
anticlockwise rotation of 90 about the origin, write 
down the coordinates of P2 and P2.

(c)  Describe fully the single transformation which 
maps PQ onto P2Q2.

　ちなみに、これはTransformationと呼ばれる図形の
変形規則の単元からの出題で、日本のシラバスにこの
分野は含まれていない。解法には行列を使う必要があ
るため、日本でもし教えるのであれば理系クラスに限
られるように思える。解答は右記参照。
　さて話が逸脱してしまったが、つまりのところ教育
媒介言語に対する関心は高く、例えば生徒の保護者
は、アフリカ母語での教育の方が子ども達はよく学ぶ
ことができると認める一方で、英語を教育媒介言語に
したいと考えている。その理由は英語を知らないと仕
事につけないからである。一般企業から公的機関ま
で、すべてにおいて英語を必須条件としており、しか
も経済が悪くなればなるほど国外に仕事を求めるため
英語の必要性は益々高くなる。教育は机上のものでは
なく、生活に反映されるものでなければならないと感
じる一幕である。一方で地位を失いつつある母語の擁
護を行うのであれば、現在の憲法やその他の文書の中
に母語の推奨とは記されてはいるが、それらを利用で
きる具体的な機会の提供が必要になる。

第2章　異文化コミュニケーション論 JICE講座
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■ 青年海外協力隊

　青年海外協力隊時代の活動場所は、ザンビアのニン
バと呼ばれる村で、当時の協力隊では珍しいことに水
道・電気・ガスの三種の神器がない辺鄙なところであ
った。そんなニンバライフを少し、紹介したいと思う。

（ア）水道がなければ井戸を使う
　　 井 戸 は200m

離れたところ
に共同用とし
てあり、地域
住民500人く
らいで利用し
ている。雨季
にはコレラが発生することもあり、飲用前に煮沸
消毒もしくは塩素で消毒を行う必要がある。

（イ）ガスがなければ七輪を使う
　　 コーヒーを飲

む ま で に30
分、雨季はス
コールによっ
て七輪の使用
が困難になる
など若干の問
題もあるが、バーベキューのときは七輪でよかっ
たと思えるほど大変美味しく食べられる。

（ウ）電気がなければろうそくを使う
　　 ろうそくの灯

りのもとでの
授業準備は写
真からお分か
りの通り困難
を極めるた
め、陽のある
うちに済ませるのが基本である。夜になると村全
体が真っ暗になり月明かりに頼らざるを得ないた
め、月の満ち欠けには注意を払う必要がある。

　郷に入れば郷に従えの精神なくして、現地の人々と
心を通い合わせることはできない。ゆえに、この何も
無い生活を共にしたことで彼らとの距離を一気に縮め
ることが出来たように感じる。
　さて理数科教師としての活動はその名の通り、数学
の授業を高１～高３の生徒に行うことであったが、現
地の教育システムは１日40分×８コマ、土日休みの週

休２日制で、現地の教員不足、特に理数系の教師が少
ないことから、私の授業数は週35コマを数えることが
あった。それは日本の教員時代の２倍のコマ数であっ
たが、それだけ教員不足は深刻化しており、その主た
る要因は冒頭にも述べたようにエイズである。実際、
ザンビア人の同僚も２年間のうちに２人亡くなってい
る。エイズによる金銭的損害は労働費用の0.5％～10
％にも及ぶ問題となっており、政府及び各企業はエイ
ズ予防（一人あたり＄360/年）を実施することができ
れば、このような人的及び金銭的損失を減らすことが
できると言われている。エイズ問題以外にも、より高
い給料を求めて国外への教員流出も起こっており、国
内での教員の確保が困難になっている。教員のストラ
イキも頻繁に行われ、その場合生徒はただ教室で自習
をするしかない。教員のストライキは禁止すべきとも
思うが、彼らもヒトの子。給料が３ヶ月も支払われな
いのであれば、それも止むを得ないように感じる。
　国の発展に欠かせないのは人的資源であり、そのヒ
トを育てる教育に関してより手厚い支援が必要であ
る。

ザンビアのニンバ高校での授業の様子
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シルクロードの国々
中央アジア
Central Asian Coutries

■ 中央アジアの地理・歴史・民族

　かつて、日本人はシルクロード経由で「西側」の文
化と触れ合った。中央アジアはそのシルクロードの通
った地域である。80年代には、 NHK番組の影響で日
本にシルクロードブームが起こった。そのためか、一
般に日本人のシルクロードへの関心は高いと言えよ
う。最近ではシルクロード一周ツアー等で中央アジア
を訪れる日本人も多い。
　とはいえ、中央アジアは一般になじみの薄い地域で
あり、この地域名を耳にして、末尾がスタンで終わる
国名を冠する国々を想起する人はまだまだ少数派であ
ろう。日本国内での中央アジア関連報道の少なさも、
この地域をつかみどころのないものにしている。さら
には、中央アジアの概念そのものが曖昧であること
が、つかみどころのなさに拍車をかけている。
　ちなみに、各国名末尾の「スタン」という言葉は、
ペルシャ語で国や地域を表す。たとえば「カザフスタ

ン」という言葉は、「カザフ人の国・居住地域」とい
う意味である。キルギス共和国について言えば、国名
に「スタン」はつかない。しかし、国内では「キルギ
スタン」という通称も公認されており、キルギス人た
ち自身も通常こちらの国名を用いることが多い。
　1843年、アレクサンダー・フォン・フンボルトによ
って中央アジアという地理的概念が生みだされた。以
来、現代に至るまで中央アジアの範囲は必ずしも一定
ではない。たとえばユネスコの定義では、中央アジア
はモンゴル全土、中国、インド、パキスタン、イラ
ン、アフガニスタン、ロシアの一部を包括する広大な
地域である。このほか、ソ連時代には、キルギス、タ
ジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタンの４
カ国を中部アジア（Средняя Азия）と呼び、ここに
カザフスタンは含まれていなかった。今日、中央アジ
アとは、カザフスタン、キルギス、タジキスタン、ト
ルクメニスタン、ウズベキスタンの中央アジア５カ国
を指す。これは、厳密にはソ連邦崩壊後に生まれた中

野　村　潤　也
　1970年宮崎県延岡市生まれ。大阪外国語大学ロシア語科卒業。99～2008年、㈶日本国際協力センタ
ー研修監理員として中央アジア・コーカサス地域対象のJICA研修通訳で経営、農業、環境、行政分野
等を担当。JICA調査団同行通訳（キルギス、カザフスタン）等を歴任。2008年北海学園大学大学院経
済学研究科博士課程単位取得退学（経済学修士）。

ソ連邦崩壊後に政治経済体制の転換という困難に直面した

中央アジア諸国。ソ連邦共和国のステイタスから脱却して、

10数年余の間に急速な変貌を遂げている国々である。
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央アジアの新しい範疇である。1991年のソ連崩壊後、
カザフスタンが中央アジア（Центральная    　Азия）
の一員であることを公式に宣言した。以降、中央アジ
ア=５カ国という定義が定着した（本稿でもこの定義
に沿う）。
　中央アジアは広大な地域である。中央アジア諸国全
体の国土面積総計は約400万㎢。これは日本の約10倍
の数値である。一番面積の広いカザフスタンだけで日
本の７倍以上の面積を占める。逆に人口は非常に少な
く、全体で約6,200万人である。人口が最も多いのは
ウズベキスタンで、約2,710万人（08年１月現在）で
ある。
　中央アジアの歴史は多くの民族の興亡の歴史であ
る。シルクロード時代、南部の要所を中心にオアシス
都市が点在し、様々な民族が往来・居住した。北部か
らは遊牧民国家の南下も見られた。このような過程を
経て、しだいに中央アジアの諸民族が形成されること
となる。ロシア革命以降、これらの国々ではソ連邦構
成国としての現在の国境がほぼ確定された。ソ連時代
には強制移住による多民族の人口流入があった地域で
もある。ソ連邦崩壊後、これらの人口の一部は流失す
ることとなる。とは言え、現在でも中央アジア諸国は
多民族居住地域である。かつて旧ソ連邦には100近い
民族が存在していたと言われる。むろん中央アジアに
これら全民族がいた訳ではない。しかし、現在も様々
な民族が中央アジアに居住している。各国で人口の大
半を占める（国によっては半数以上）主要民族は、た
いてい東洋的な容貌をしている。特に、カザフスタン
やキルギス共和国では、日本人そっくりの容姿の人を
見つけることはそう難しくない。

■ 社会・経済情勢

　1991年のソ連邦崩壊後、中央アジア諸国では急激に
経済が悪化した。90年代半ばまで、各国のGDPは激
減、ウズベキスタン以外の４カ国ではGDPが半減し
た。社会主義導入以前の中央アジア諸国に市場経済の
経験がなかったこともその一因である。ソ連崩壊以
降、現在までに国の経済体制は変革されてきているも
のの、市場経済化の度合いや経済発展のスピードは国
によってまちまちである。また、中央アジアは概ね資
源の豊かな地域であるが、各国間の貧富の格差は大き
い。資源の豊富な国は発展し、資源の乏しい国は経済
的困窮にあえいでいるのが現状である。国民一人当た
りのGDPの額は石油・天然ガスなどの資源が豊富な
カザフスタン、トルクメニスタンではそれぞれ6748米

ドル、5052米ドル（07年推計）であるが、その他の国
では数百米ドルに過ぎない。こういった格差は、石油
価格が高騰した99年以降さらに拡大している。特に発
展が著しいのがカザフスタンで、投資が盛んな大都市
では建設ラッシュに沸いており、都市の趣も大きく変
貌している。
　各国の経済構造は一様にモノカルチャー的である。
ソ連時代、天然資源や農産物は生産地で高度加工され
なかった。当時、原料は主にロシア、ウクライナなど
の工業中心地へ供給され、これらの地域で加工され
た。いわゆるソ連的分業体制の名残が今も残ってい
る。企業の民営化の進捗度も国によって差がある。全
体の企業数に占める中小企業の割合も日本に比べ低
い。近年、経済の多角化、経済基盤の強化を目的に中
小企業支援策に熱心な国もある。タジキスタンでは、
中小企業への規制を一時的に緩和する取り組みを行っ
ている。

■ 言語

　旧ソ連時代、ロシア語は構成国の公用語であった。
教育機関でのロシア語教育は必須であったため、現在
でも中央アジアの多くの人々はロシア語を話すことが
できる。通常、民族間のコミュニケーションでは頻繁
にロシア語が活躍する。とはいえ、ロシア語の平均的
運用力は国によって差がある。ロシア語やロシア人に
触れる機会が日常的にあるかどうかも関係する。筆者
の経験的には、ロシア人人口の比較的多い国では国民
のロシア語運用力が高く、少ない国では若干低い傾向
がある。また、現在でも中央アジアの人々の姓の末尾
は～エフ、～オフなどで終わるものが多い。これは、
もともとの姓にロシア語的な姓の末尾を付加したもの
である。ソ連崩壊後、多くのロシア語派生の都市名や
ストリート名は現地のものに変更されたが、未だ残っ
ているものもある。
　タジク語を除く各国語（カザフ語、キルギス語、ト
ルクメン語、ウズベク語）はトルコ語に近いテュルク
語系の言語であり、互いにほぼ不自由なく意思疎通で
きるほど似ている。タジク語のみがペルシャ語系言語
であるが、タジキスタン国内にはウズベク系住民も多
く、ウズベク語を理解するタジク人は多い。余談にな
るが、中国の新疆ウイグル自治区は歴史的に東トルキ
スタンと呼ばれた地域（現在の中央アジアは西トルキ
スタン）である。ウイグル語もテュルク語系言語なの
で、日常会話レベルでは中央アジアのテュルク語系民
族との意思疎通が可能である。筆者はキルギス人とウ
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イグル人がそれぞれの母語で特に不自由なく会話する
のを目にした経験がある。

■ 宗教と食文化

　かつて、中央アジアではオアシス都市住民（印欧語
を母語とするアーリア系住民）を中心に、仏教、ゾロ
アスター教、キリスト教などが信仰されていた。トル
コ系住民の進出がさかんになった９世紀半ば以降、
徐々にイスラム教が信仰されるようになる。ソ連時代
は信教の自由が認められなかったため、公認の形でこ
の地域に宗教が復活したのはソ連邦崩壊後のことであ
る。各国ともにイスラム教（スンニ派）であるが、信
仰の厚さには個人差がある。一般に豚肉は口にしな
い。ラマダン（絶食月）への態度は人それぞれであ
る。戒律を守る人もいれば、そうでない人もいる。同
様に、飲酒についての習慣も比較的緩やかで、特に男
性はウオッカやコニャックなどの強い酒を好んで嗜む。
　料理は羊肉を用いるものが多い。遠方からの客人に
はホストが捌いた羊肉料理がふるまわれる。これはこ
の地域の最も伝統的な歓迎のスタイルで、遊牧民をル
ーツにもつ民族が多いことが影響しているのだろう。
客として招かれた場合、普通の日本人であれば前菜だ
けで満腹になってしまうような歓待を受ける。料理は
各国共通のものもあるが、その国特有の料理も多い。

ロシア風の料理、中国風の麺料理や餃子料理もあれ
ば、ナンに似たパンを食する地域もある。中央アジア
料理は、近隣の民族と絶えず関係を保ってきた歴史を
感じさせるものが多い。ウズベキスタンではプロフ
（ピラフ）が有名で、ウズベク人によると、米の品種
次第でプロフの味も変わるとのことである。また、ウ
ズベク人は緑茶を飲む。このあたりは日本人が身近に
感じるところでもある。お茶を飲むのは中央アジア各
国に共通した習慣である。日本人がおいしく食べられ
る料理も多い。しかし、我々にとっては少々脂っこい
料理が多く、歓待された席では飲酒量もついつい増え
がちなため、食後にお茶が出ると正直ホッとすること
も多い。

■ 日本にとっての重要性

　中央アジアは資源面・外交戦略面でも日本にとって
重要な地域である。日本はソ連崩壊直後から中央アジ
ア諸国に対し様々な分野で支援を行ってきた。
また、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキス
タンの各国は、アフガニスタンと多くの国境を接す
る。今後、アフガニスタン周辺地域安定化に向けて、
中央アジア諸国の果たす役割はさらに大きくなるであ
ろう。
　中央アジアに住む人々は民族の文化に大きな誇りを
持っており、大陸的な善良さと素朴さを兼ね備えてい
る。日本への関心も非常に高く、日本人・日本文化に
深い敬意を持って接してくれる。今後、政治・経済分
野だけでなく、民間レベルにおいても日本と中央アジ
アとの関係発展が望まれる。現在、地理的中心地ウズ
ベキスタンと日本の間に直行便が就航している。ウズ
ベキスタンを起点に他の４カ国に足を伸ばすことも可
能である。機会があれば、シルクロードの景勝地を訪
れ、独特の文化や人々の素朴さに触れてみてはいかが
だろうか。

ウズベキスタンのプロフ（ピラフ）

カザフスタンのベシュベルマク（肉入りのきしめんのようなパスタ） サマルカンド（ウズベキスタン）
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インド洋の真珠
スリランカ
Srilanka

■ スリランカとは「光輝く島」

　「こんどスリランカへ赴任する」と友人に話したら、
「どこにあるの？」と聞かれた。「コスタリカ？」
　皆さんはスリランカが世界地図のどこにあるかわか
りますか？インド亜大陸の先にぶら下がるようにある
小さな島国です。（北緯６度―０度）

　何の形に似ていますか？
 　ヒント１ 果物、ヒント２ 北海道では育たない。イ
ンド洋にこの果物を落としたのがスリランカになっ
た、と言われています。（答は、この稿の終わり）

　では、スリランカとは現地の言葉でどんな意味でし
ょうか？　スリ＝光り輝く、ランカ＝島です。スリラ
ンカの面積は、北海道の８割程度です。人口は2008年
度のデータで、約2,000万人です。正式名は、スリラ

ンカ民主社会主義共和国（旧名はセイロン）。首都は
世界で一番長い名前→スリ・ジャヤワルデナプラコッ
テ。ジャヤワルデナプラコッテは首都をコロンボから
遷した際の首相の名前。あまり長いので、現地の人た
ちは「コッテ」とだけ呼んでいます。コロンボから南
方内陸へ車で20分程度に位置していますが、首都には
議事堂と教育関係の役所が少しある程度で、現在も政
治経済の中心はコロンボ市です。

■ 多民族国家

　スリランカの民族構成は、
＊ シンハラ人（約73％）→紀元前五世紀頃に北イン
ドより移住したと言われている。ほとんどが仏教徒。
＊ タミル人（約18％）→ほとんどがヒンズー教徒。
　　　 スリランカタミル（北部及び東部のタミル人、

高カースト）

水　口　美　知　子
　1949年北海道札幌市生まれ。小樽商科大学商学部卒業。北海学園大学大学院人文学部英米
文化専攻修了。1990年、㈶日本国際協力センター本部において研修監理員として登録。2001年、
北海道支所に移り、現在に至る。2004年－2006年、JICAシニア海外ボランティアとしてスリ
ランカに赴任。著書：「インド洋の玉手箱―シニア・ボランティアの二年間」

インド洋上に浮かぶ島国。

四半世紀に及ぶ内戦から民族融和への道を歩みだした。

子どもたちの笑顔がまぶしい。
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　　　 インドタミル（南インドから紅茶プランテーシ
ョンに連れてこられた労働者たちの子孫）

＊ ムスリム（イスラム）
＊ バーガー（植民地時代にスリランカに来た白人とス
リランカ人との混血）

＊  キリスト教徒（カトリック及びプロテスタント）も
多くいます。

ほとんど単一民族の国である日本との大きな違いです。

■ 仏教文化

＊  スリランカ人の約70％が仏教徒（小乗仏教）→僧
侶への尊敬の思いは、日本人の想像以上です。例―
バスの最前列は聖職者用です。長蛇の列でも僧侶は
優先的待遇で、すぐ接客してもらえます。

＊  目上の人への尊敬の念が強いです。
＊  慈悲の気持が強く、「持っている者」が「持たざる者」
に施しをするのは常識です。

＊  キャンディにある仏歯寺は仏教の中心的存在で、毎
年８月に行われるペラヘラ（列の意味）祭りは有名
です。夜には象に電飾をして仏歯を乗せて（本物は
寺院に安置していますが）町中を練り歩きます。

■ 紅茶文化（植民地の影響）

　イギリスの植民地であった影響で、スリランカ人は
「お茶の時間」を大事にします。但し、食事と一緒に
お茶を飲むことをしません。１日に２回お茶の時間を
持ちます。仕事中でもどこにいてもお茶が優先です。
映画館でも上映時間の半分でブツッと映画が切れて、
急に場内が明るくなり、音楽がなり物売りが入場して
きます。初めはカルチャーショックでした。スリラン
カ人はチャイのような甘い甘いミルク入り紅茶（キリ
テ）が大好きです。
　食事は１日３食カレーとご飯です。カレーといって

もボンカレーを毎回食べるのではありません。カレー
風味のお惣菜とご飯を指先で上手に食べます。野菜、
チキン、ビーフ、えび、フィッシュと豊富なメニュー
で不思議と飽きません。スリランカのカレーは世界中
で一番辛いといわれています。カレー料理には必ずコ
コナッツを挽いたものと、10種類以上のスパイスを使
います。写真のココナッツはキング・ココナッツとい
って、飲料用です。このココナッツを毎日飲むと健康
に良いといわれています。カレー用のココナッツは、
皮がもじゃもじゃしている別のものですが、どちらも
コレステロールが高いです。 

■ 言語

　多民族国家なので民族により使用言語が異なりま
す。言語というのは非常に繊細で、スリランカで26年
も続いた内紛の発端は1956年のシンハラ語公用語化問
題でした。一般には
＊  シンハラ人→シンハラ語、英語
＊  ムスリム→シンハラ語、英語
＊  タミル人→タミル語、シンハラ語、英語
＊  バーガー→英語、シンハラ語　　を話します。
　タミル人がスリランカの社会で仕事を得ようとする
と、シンハラ語を話す必要があります。シンハラ人は
タミル語を話すことができなくても生きていけますか
ら、ほとんどのシンハラ人はタミル語を話すことがで
きません。どの民族にとっても、英語を話すと有利で
す。日本人を含め外国人のドライバーやメイドになる
には、英語を話せる必要があります。1987年にはスリ
ランカの公用語はシンハラ語とタミル語になりまし
た。英語は連結語で、公の場での掲示は、シンハラ
語、タミル語、英語の３言語で表示されています。現
在は小学校でタミル語を教えるようになりました。
　言語は各民族のアイデンティです。全国どこでも日
本語だけで通じる日本人には一番理解しにくいところ
かも知れません。

仏歯寺のペラヘラ祭

コロンボからキャンディ途上のココナッツ売り
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■ 教育

　スリランカ人は教育に熱心です。学歴社会で、卒業
時の成績が一生つきまといますから、熱心にならざる
を得ないのだと思います。驚くかもしれませんが、ス
リランカの識字率は90.7％で、南西アジアの主要５カ
国の中で最も高いです。
　スリランカの教育制度は５・５・２・４制です。義
務教育は最初の10年間です。最後の５年（日本の中
学に匹敵する）を終えた時点でＯレベル（Ordinary 
Level）の資格試験があります。合格すれば二年間の
カレッジ（予備校のようなもの）への進学資格を得ま
す。更にカレッジ修了時に行われるＡレベル（Advanced 
Level）試験に合格すると、大学受験資格が得られま
す。その後、各大学の入学試験を受けることになりま
す。スリランカには国立大学は十一校しかなく、同年
齢の２％しか大学生になることができません。大学生
はスリランカでは超エリートです。スリランカの大学
生の目はぎらぎら輝いていますよ。

■ スリランカ人の特徴

　一般的にスリランカ人は、家族をまず第一に考えま
す。それからコミュニティ→仕事、学業という感じで
しょうか。日本人とは全く逆の流れに近いです。スロ
ーライフな人たちですが、仲間意識が強く、友人のお
葬式があると、バスを仕立ててさっさと大学や職場か
ら消えてしまいます。
　時間的には非常にルーズです。スリランカの社会に
は「納期」がないようです。出来上がったときが納
期？という感じです。反面、他人にも寛容なので、ほ
っとすることもあります。約束していても、急にいけ
なくなり「ごめん」と電話すると理由を聞いたりしな
いでNo Problemとすぐ赦してくれます。大雑把な性
格です。コンサートでも講義でも、開始時間に始まっ
たためしがありません。１～２時間遅れて普通です。
せっかちな日本人が腹をたてると、「今日あなたは体
調が悪いのですか？」と同情されます。

■ まとめ

　日本もスリランカも島国ですから、「井の中の蛙」
という似たような格言があります。しかし、植民地経
験がなく、多民族国家ではない日本にすんでいる私た
ちには理解できない点も多いです。
　スリランカは私たちにとって確かに「異文化」で

す。異なる文化を違う個性として受けいれることが大
切です。そのためにも若いうちに海外に出て、日本を
外から見る事はとても有意義です。
　赴任中の2004年12月26日にインド洋大津波が起こり
ました。スリランカの人たちは政府の援助を待つまで
もなく、慈悲の精神でお互いに助け合っていました。
避難場所のカトリック教会にはあっというまにお弁当
の山ができていました。古着も後で焼いて始末しなけ
ればならないくらいに集まりました。
　LTTE（タミル・イーラム解放の虎）と政府との紛
争が終局を迎えた今、平和構築へ向けて歩んで欲しい
です。誤解しないで欲しいのは、庶民のレベルでは、
シンハラ人もタミル人も皆仲が良いです。タミル人が
すべて反政府分子ではありません。
　カレーを食べ紅茶を飲むときに、スリランカを思い
出してくれると嬉しいです。
 （答「マンゴ」）

参考文献『スリランカ』杉本良男編、河出書房新社、
1998年、『スリランカ　人びとの暮らしを訪ねて』澁
谷利雄・高桑史子編著、段々社、2003年、『インド洋
の玉手箱』水口美知子、北海道新聞社出版局制作協
力、2007年。
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混沌の国
中国
China

■ 混沌の国

　中国について話をするとき、最初にきっかけとして
こんな質問をしてみる。
　「中国と聞いて、あなたは何を思い浮かべますか」。
　さまざまな答えが出る。餃子、中華料理、パンダ、
万里の長城、最近では北京オリンピックや、貧富の格
差、食の安全問題などのマイナスイメージも多い。と
はいえ、何も答えられないということはまずない。日
本人にとって、中国はそれだけ身近な国なのである。
しかし、日本人の中国に対するイメージは画一的にな
りがちだ。それはメディアが伝える中国のイメージで
あり、それを自分自身が獲得したイメージとしてしま
っていることも多い。中国はいろいろな面をもった国
だ。複雑で多様で、そして今、刻々と変化している。
そんな「混沌の国」中国をのぞいてみたい。

5000年の歴史をもち、今、もっとも勢いよく発展する国。

独自の文化をもつ56もの民族がひしめき、

その土地、その時々でさまざまな顔を見せる。

何もかもを飲み込んでうねる龍。

混沌の国、中国。

及　川　佳　織
　1959年東京生まれ。北海道文教大学大学院グローバルコミュニケーション研究科（中国語コミュニ
ケーション）卒。大学院時代に中国西安外国語大学に留学。2007年から㈶日本国際協力センターの中
国語研修監理員。

中国を代表する遺跡
「万里の長城」
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■ 中国の地理・民族

　中国の人口は13億、日本の約10倍。しかし面積は日
本の約26倍もある。ゆとりはあるはずなのに、中国と
いうと人ごみがイメージされる。なぜそんなに人が多
いのだろう。答えは簡単で、人が住める場所が少ない
から。西南には8000ｍ級の山が連なるヒマラヤ山脈、
西北にはシルクロードでおなじみのタクラマカン砂
漠、北にはモンゴルに連なる広々とした草原。しかも
内陸部は非常に雨が少ない。農業国でありながら農業
に適した土地は非常に少なく、耕地面積はわずか11％
にすぎない。そのわずかな土地に人々が密集している
というわけだ。

　ところで、中国は14の国と国境を接しているが、こ
の数は世界ナンバーワンであり、中国の民族の多様性
とも関わっている。いわゆる中国人といわれるのは漢
族という民族で人口の94％を占めるが、残りの６％は
55の民族から構成される。チワン族、満州族などのよ
うに漢族との同化が進んだ民族、チベットのロッパ
族、福建の高山族など、3,000人程しかいない民族、
イスラム教の回族、ウイグル族、チベット仏教のチベ

ット族など強い信仰でつながる民族、雲南省のミャオ
族、ナシ族、ヤオ族など独自の文化を観光資源として
経済発展を模索する民族など、実にさまざまだ。いず
れも国から少数民族として認定されており、少数民族
が多く住む地域には自治区・自治州などが置かれ、独
自の言語や文化を守る政策が採られている。
　中国へ行って空港で両替をしたら、まず紙幣を見て
みてほしい。人民元紙幣にはモンゴル語、ウイグル
語、チベット語、チワン語の表記があるし、５角・２
角・１角という少額紙幣には少数民族の姿が描かれて
いる。中国において、少数民族は決して小さな存在で
はない。

■ 中国語

　少数民族以外のいわゆる中国人（漢族）が話すの
は、漢語である。漢語には北方（北京や北方地域）、
呉（ゴ、江蘇・上海など）、湘（ショウ、湖南など）、
贛（カン、江西など）、客家（ハッカ、広東・広西・
福建などの一部）、粤（エツ、広東など）、閩（ビン、
福建・台湾など）の七大方言があるが、その方言差は
かなり大きい。
　特に音声の違いが大きく、例えば「日本人」の発音
を比較的近いカタカナで書けば、北方方言は「リーベ
ンレン」呉方言は「サッパニン」粤方言は「ヤップン
ヤン」閩方言は「ジップラン」となり、とても一つの
言語とは思えない。特に南方では方言が細かく分か
れ、「山を一つ越えて隣の村に行くと通じない」とい
う地域もあるほどだ。
　しかし逆に言うと、地方によってどんなに発音が違
っても、「日本人」は漢字で「日本人」と書かれる。
学校で普通話を学習するとはいっても、一生のほとん
どを生まれた地域で暮らす農民には、普通話の聞き取
りや会話が苦手な人も多い。しかし音声が聞き取れな
くても、漢字を見ればどの方言を話す人にも意味は通
じる。そこで、テレビドラマなどには必ず字幕がつ
く。漢字が漢族をつないでいるのだ。
　漢字は覚えてしまえば便利なところも多いが、さま
ざまな図形にそれぞれ読み方があり、書き方があり、
それを一つ一つ覚えなければならないというのはやは
り非常に大変。そのため、中国政府は異体字の整理や
字形の簡略化などを行い、漢字習得の利便性を高めて
きた。現在中国で使われている漢字（簡体字）は台湾
などで使われるもともとの漢字（繁体字）とも日本で
独自に省略された漢字とも違う。
　簡体字使用圏の人はもとの字体である繁体字の読み

搾油用菜種の収穫をする 

少数民族の美しい正装 
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に大きな問題はないが、繁体字使用圏の人は人工的に
作られた簡体字の読みは、まずできない。パソコンが
普及した今日では、これら３種類の漢字の文字コード
をどう扱うかも大きな問題になっている。漢字でつな
がり、漢字に救われている部分と、漢字のために苦労
せざるをえない部分が同居している。中国語はどこま
で行っても漢字とは離れられない言語だ。

■ 中華料理

　中国文化を語る上で、中華料理は欠かせない。中国
では地域によって料理の系統を八つに分ける（八大菜
系）のが普通だが、日本では簡略化した四大料理がよ
く取り上げられる。
　山東料理は香りがいいこと、塩辛く、見た目が繊細
である。透き通ったスープ（清湯）や香味料としてね
ぎがよく使われる。北京ダックなどの北京宮廷料理は
この系統だ。
　淮揚料理は江南地方の農産物や東シナ海の海産物を
ふんだんに使った、淡白な味が特長。上海ガニなどの
上海料理も含まれる。
　広東料理は海産物をはじめとして、ヘビや虫などい
わゆるゲテモノを食べることで有名だが、味つけは全
般に薄味。米を使った料理や飲茶なども有名である。
広東人は古くから外へ発展しようとする気質があった
ので、華僑のかなりの部分が広東人。そのため、世界
のチャイナタウンで提供される中華料理は広東料理が
多いと言われている。
　四川料理は乾燥した内陸の気候に合わせ、汗をかく
ために辛みをきかせている。唐辛子の辛さ（辣）と山椒
のしびれ（麻）の両方がなければ四川料理ではない。

　そして「中国といって思い浮かべるもの」という冒
頭の質問に対する答えのうち、これまででもっとも多
かったのが「餃子」である。もう日本の料理の一つと
いっていいほど入り込んでしまった餃子だが、中国で
は日本のように餃子をおかずにごはんを食べることは
ない。中国北部では降雨量が少なく、気温が低いこと
から主に小麦が栽培され、それを主食としていたのだ
が、餃子もその主食の一つなのだ。

　レストランや食堂で餃子を注文するときも、あくま
でも主食である小麦粉を食べるという意味で、小麦粉
の量で注文する。単位は昔ながらの斤（500ｇ）両
（50ｇ）を使い、最低３両（６～７個）くらいから受け
付けてくれる。これを知らない日本人は、ときに失敗
する。１人前注文するつもりで「１」といいながら指
を１本立てて注文してしまうのだ。店の人は、１両の
注文はありえないから１斤だと考え「１斤は多い、３
両か４両にしておきなさい」と親切に言ってくれてい
るのに、それがわからずに「３～４人前勧めている」
と勘違いして「１、１」と主張すると、大皿に山のよ
うに盛られた餃子が運ばれることになるというわけ。
　中華料理はやはり大勢で食べるのがおいしい。人数
が多ければ、豚肉、鶏肉、牛肉、羊肉、えび、ニラ、
白菜、しいたけ、セロリ、山菜…などさまざまな材料
から組み合わせて、何種類かの具を注文する。ニンニ
クは中には入れない。中国北部出身者は餃子を食べな
がら生ニンニクをかじるのが常識だ。

■ 公園ライフ

　テレビや雑誌では、中国では朝、公園で人々が太極
拳をやっている…というイメージがよく紹介される。
それは確かに本当なのだが、実は公園にいるのは太極
拳をやる人たちだけではない。朝といわず、昼といわ
ず、夜といわず、公園は市民でいっぱい。
　中国では「～ファン」のことを「～迷」と言うが、
その代表格は「棋迷（チーミー）」囲碁・将棋ファン。
公園に限らず、道端に人だかりがしていたら十中農家のおもてなし料理

一般的な水餃子 
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八九、将棋の勝負中。回りの人があまりにも熱心に顔
をつっこむので、誰と誰が勝負中なのかわからないこ
とも。

　特に北京の公園では「戯迷」京劇ファンをよく見か
ける。別名を「票友」チケット仲間。公園に集まって
仲間の奏でる二胡に合わせ、自慢ののどを披露する。
　中高年のダンスグループは、いまや伝統的な太極拳
を駆逐する勢いだ。フォークダンスあり、エアロビク
スあり、社交ダンスあり、扇子をもった伝統舞踊風の
ダンスあり。誰がもってくるのか、必ず各グループと
もカセットデッキ持参で、演歌風の中国歌謡曲をかけ
ている。
　気功は日本でも盛んになったが、中国はさすがに本
場。木陰で木の出すエネルギーをもらったり、後ろ向
きに歩いたり（これもちゃんとした気功らしい）、両
手をぶらぶら振ったり…、怪しげな動きで何をしてい
るんだろうと思ったら、たいては気功である。
　見事な水書道を見かけることもある。バケツと棒の
先にスポンジをつけただけの「筆」をぶらさげてやっ

てくると、筆に水を含ませ、公園の石畳にすらすらと
書いていく。時間がたてばもちろん字は消えていって
しまうが、それもよし、ではないか。
　それぞれが自分の趣味をもち、仲間たちを見つけて
一緒に楽しむ。何かを始めてみたいと思ったら、興味
のあるグループに混じって先輩に教えを請う。先輩は
新入りにあれこれ教えて、別にレッスン料をとるわけ
でもない。飽きたり疲れたりしたら、持参の水筒に入
れたお茶を飲みながら、おしゃべりに花を咲かせる。
定年後の燃え尽き症候群などありえない。これが中国
の公園ライフである。
　「混沌の国」中国には実にさまざまな顔がある。メ
ディアが一方的に伝えるのだけが中国ではない。ぜひ
とも自分の目で、自分自身の中国を見つけてみてほし
い。街角で将棋盤を囲む 

朝の公園で水書道 
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サハラ砂漠以南の
アフリカ諸国の中で
初の独立国
Ghana

木　村　健　太
　1978年茨城県鹿嶋市生まれ。日本大学生産工学部数理工学科卒。2002年から青年海外協力隊に参加
（ガーナ、理数科教師）後、民間旅行会社勤務を経て、2006年から㈶日本国際協力センターに勤務する。
現在は、プロジェクト開発部プロジェクト支援課所属でJICA日本センター事業の支援業務を行っている。

ガーナを訪れる人達は

“アクワバ”「おかえりなさい」という挨拶で迎えられます。

貴方を“アクワバ”とたくさんの笑顔が待つ国ガーナ。

■ ガーナと言えば

　ガーナは、ロッテの「ガーナミルクチョコレート」
の影響で、アフリカの中でも比較的多くの日本人に国
名を認知されている国なのではないかと思う。しか
し、ガーナと言われて「チョコレート」以外の単語を
思い浮かべることができる人は、それほど多くはない
かもしれない（そもそも、ガーナ国内では、チョコレ
ートは一般的なお菓子ではなく、ほとんどのカカオ豆
は国内で加工されることなく、そのまま海外へ輸出さ
れている）。
　スポーツの世界では、サッカーの強豪国として知ら
れており、ワールドカップの出場こそ前回2006年のド
イツ大会が初出場であったが、アフリカのチャンピオ
ンを決めるアフリカネーションズカップでは、過去４

回も優勝している。最近では、イングランドプレミア
リーグのチェルシーで活躍するマイケル・エッシェン
をはじめ、ヨーロッパのトップクラブでプレーする選
手を多く輩出している。
　そのほか、2008年まで国連事務総長を務めたコフィ
ー・アナン氏がガーナ出身であることや、日本の野口
英世が黄熱病の研究のために、1927年にガーナへ渡航
し、研究途上で自らも黄熱病で亡くなった地がガーナ
だということをご存じの方は、かなりのガーナ通と言
ってもよいかもしれない。

■ ガーナの概要

　アフリカ大陸の西部に位置するガーナは共和制の国
家で、東はトーゴ、北はブルキナファソ、西はコート
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ジボワールと国境を接し、南は太平洋に面している。
国土面積は、約24万㎢で、日本のおよそ３分の２。国
土のほぼ中央には、川をせき止めて造られた世界最大
の人造湖であるボルタ湖があり、ガーナ国民の貴重な
水資源となっている。人口はおよそ2380万人の多民族
国家である。
　2008年末に大統領選挙（国民の直接選挙）が行わ
れ、野党・国民民主会議のジョン・Ａ・ミルズが勝利
し、政権交代が行われた。アフリカ諸国の中には現在
でも、政治家の暗殺やクーデターなど、選挙のたびに
事件が頻発している国も少なくない中、この与党から
野党への政権移譲が平和裏に行われたことからも、ガ
ーナの政情が非常に安定していることを表している。
首都アクラはほぼ赤道直下に位置し、気候は熱帯気候
で、年間の平均気温は25度を超えている。四季はな
く、主に雨季と乾季に分かれている。乾季に入ると全
く雨が降らない期間が４カ月以上続き、雨季にはほぼ
毎日、夕方に数時間のスコールがあるが、一日中雨が
降り続くことはほとんどない。
　日本からガーナへ行く直行便はもちろんないが、ヨ
ーロッパ各国や、エジプト、UAE経由等、毎日多く
のフライトが各地から飛んでおり、ガーナへ向かうル
ートはいくつもある。国内の移動は、近距離でも遠距
離でもトロトロと呼ばれるバスが使われることが多い
が、一部の都市間では飛行機・鉄道を利用することも
できる。

■ ガーナの歴史

　現在のガーナが位置する地域には、15世紀ごろにポ
ルトガル人が到来し、海岸沿いの町ケープコーストな
どに城塞を築き、奴隷貿易の拠点として、多くのアフ
リカ人が船で南北アフリカ大陸に連れていかれた。ち
なみに、このケープコースト城は、現在は世界遺産に
登録されており、奴隷貿易時代の歴史を伝える資料館
として、多くの観光客が訪れている。先日、アメリカ
のオバマ大統領が、就任後初めてアフリカ訪問の地と
してガーナを訪れた際には、このケープコースト城に
も訪問していた。
　19世紀に入ると、ヨーロッパ各国によるアフリカの
植民地化が進み、1902年に、「英領ゴールド・コース
ト」としてイギリス帝国に編入された。その後、20世
紀の中ごろまでイギリスの植民地時代が続いたが、
1957年にガーナ共和国として、サハラ砂漠以南のアフ
リカの中で初の独立国となった。その後は、ご存じの
とおりアフリカ各国が次々に独立を果たすことになっ

たが、その先駆けとして最初の独立を果たしたこと
は、今でもガーナ人にとっての大きな誇りとなってい
る。ガーナの国旗の真ん中に印されている星は、サハ
ラ以南のアフリカで最初に独立した誇りと、アフリカ
の自由を表しているのである。

■ １日１ドルで暮らすことの意味

　サハラ砂漠以南のアフリカでは、２人に１人が１日
１ドル以下の生活費で暮らしていると言われている。
この事実が話題になる場合、だからアフリカの人々は
貧しい、可哀そうだ、と続くケースが多い。さらに、
アフリカの人々に援助の手を差し伸べよう、募金をし
てあげようと続く。
　１日１ドル以下の生活費で暮らす人々がアフリカに
は多くいることは事実であろうし、それは日本人や先
進国に住む人々の価値観では、「＝貧しい」と考えら
れるかもしれない。また、直ちに誰かが手を差し伸べ
てあげないと、明日生きられるかどうかもわからない
という人々が、アフリカ各国に存在していることも事
実であろう。
　しかし、価値観や貨幣価値が先進国とは異なるアフ
リカでは、「１日１ドルの生活費＝貧困」と単純に判
断することはできない。事実、私が２年半暮らしてい
たガーナの田舎町では、１ドルで３食たべることも十
分できるし、大多数の村人はそれ以下の生活費でも幸
せそうに暮らしていた。さらに、自給自足に近い生活
や物々交換等の文化の違いもあり、特に地方に行くほ
ど、現金をほとんど使わないという人々も、多く存在
するのである。

●ガーナでは1ドルで何が買えるか　
1ドル＝約10,000セディー（ガーナの通貨、2004年当時）

•バンクー（ガーナの主食）＝1,500セディー
•コーラ＝2,000セディー
•タクシー（初乗り）＝5,000セディー
•あめ（10個入り）＝500セディー
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　貧困か否は、１日の生活費だけでは、決して測るこ
とはできない。「１日１ドルの生活費」とは、決して
裕福で余裕のある生活とはいえないかもしれないが、
誰かの手助けがなくとも、多くのアフリカ人が幸せな
生活を送ることも可能な額なのである。
　アフリカでは多くの援助が必要とされていることも
事実であるが、だからといって安易に救いの手を差し
伸べてあげることが、最善の方法であるとは限らない。

■ 教育

　ガーナの教育体制は、日本と同じ「６－３－３－
４」制、つまり小学校６年間、中学校３年間、高校３
年間、大学４年間という教育体制になっている。ま
た、小・中学校が義務教育という点も、日本との共通
点である。しかし、小学校の就学率こそ80％を超えて
いるが、中学校64％、高校18％と、ステージが上がっ
ていくにつれて、就学率は減っていく点は、日本とは
大きく異なる。これは、親が子供を学校に通わせるよ
り家事や家業を手伝わせることを重視していたり、学
費を払えないといった経済的な理由が原因と言われて
いる。
　高校に進学することができたガーナ人の多くは、大
学への進学を目指す。しかし、ガーナ国内には総合大
学は５つしかなく、学生数は全体で４万人ほどと、非
常に狭き門となっている。大学への進学が叶わなかっ
た学生が次に目指すのが「ポリテクニック」と呼ばれ
る３年制の日本で言う短大のような教育機関で、ガー
ナ国内に10ある州の各州都に設置されている。他に
も、３年制の教員養成校などに進学するケースもある
が、高校卒業後に進学できる学生は、成績も優れ、経
済的にも恵まれている、一部の学生に限られているの
が実情である。

■ 言語

西アフリカには、フランス語を公用語としている国が
多く、ガーナと国境を接する周りの3カ国はすべてフ
ランス語が公用語となっている。ガーナは、旧宗主国
がイギリスだったことから、公用語は英語となってい
る。テレビや新聞、公館庁で使用されている言語も多
くは英語である。
しかし、ガーナ人が普段、家庭内や友人との会話で使
用する言語は、部族語と呼ばれる地域ごとの土着の言
語である。この部族語は、民族ごとに異なる言語を話
し、ガーナ国内でも50以上の言語が使われていると

言われている。その中には、日本国内の方言程度の違
いでお互い会話が成立する場合もあるが、逆に同じガ
ーナ国内で話されている言葉なのに、全く通じない場
合も多々ある。
　首都のアクラなど都市部では、さまざまな地方から
人が集まっているので、各自の部族語が異なり、そう
いう場では英語での会話が多くなる。よって都市部で
は、たいていの場所で英語が通じるが、地方に行く
と、逆に英語が全く通じず、その土地の言葉を話せな
いと不便を感じることが多くある。
学校では、小学校3年生まではその地域で話されてい
る部族語で授業が行われるので、地域ごとに異なる言
語で授業が行われているが、4年生以上になると全国
的に英語で授業が行われるようになる。そのため、大
抵のガーナ人は、大人になればある程度は英語の会話
や読み書きができるようになる。しかし、4年生以上
で学校の授業が英語で行われているとは言え、休み時
間に友達と会話するときや自宅で家族と会話する際
は、部族語が使われる事が多く、特に地方の田舎へ行
くほど、その傾向は顕著になる。よって、英語がガー
ナ人にとっての第一言語というわけではなく、公用語
である英語が不得意なガーナ人も多い。
　この英語で授業が行わること、あるいは何年生から
英語で授業を行ったらよいかということに関しては、
ガーナ国内でも様々な意見があるようである。国内に
多数の言語が存在しているので、公用語である英語の
読み書きや会話ができないと不便なことが多く、大き
なマイナスとなる。一方で、小学生低学年のうちから
「外国語」である英語で授業が行われることは、生徒
にとっては大きな負担になるであろう。英語が不得意
なために、授業についていくことができず、すべての
教科において学力低下を招き、小学校の段階で取り残
されてしまう、といった問題も指摘されている。

※ 本稿は2004年当時の事実を元に執筆されており、現
在の状況と異なる内容も含まれています。

参考文献　『ガーナ～混乱と希望の国』高根　務　ア
ジア経済研究所、『ガーナ初等教育における教授言語』 
横関　祐見子　国際教育協力論集
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■ タイの概要

　近年の政治：2001年以降、タクシン政権が安定的な
政権を担っていたが、2006年９月の同政権崩壊以降、
今日に至るまでタクシン派、反タクシン派の対立が続
いている（下図参照）。

　近年の経済：1997年の変動相場制移行に伴う通貨バ
ーツの大幅下落はアジア経済危機の発端となったが、

近年のタイの内政
•1992年以降、民主的な政権が定着
• 2001年1月、下院選挙でのタイ愛国党圧勝によりタクシン
政権成立

• 2006年9月、陸軍中心の政変によりタクシン政権（第2期）
崩壊、スラユット枢密院顧問官が首相に就任

•2008年１月、国民の力党サマック党首が首相に就任
•2008年8月、憲法改正を巡り反政府活動が活性化
•2008年9月、サマック首相失脚、ソムチャイ政権発足
• 2008年12月、反政府活動激化を経てソムチャイ首相失脚、ア
ピシット政権発足

•タクシン派、反タクシン派の対立がなお続く

微笑みの仏教国タイ
The Kingdom of 
Thailand 
経済成長目覚ましいタイ王国。

その北部山岳地帯には大小40もの少数民族が

生活していることはあまり知られていない。

櫻　井　貴　之
　1983年東京都生まれ。筑波大学第三学群国際総合学類卒業。在学中の2006年７月～９月、タイ北部
のNGOにボランティアとして従事しながら、山岳少数民族のフィールド調査を実施。2007年４月よ
り㈶日本国際協力センター勤務。東京の国際交流部企画管理課での勤務を経て、2008年10月より現所
属（北海道支所）。

タクシン政権が輸出主導に加えて内需拡大を図ったこ
とにより回復を遂げた。2007年の（名目）GDPは
2,450億ドル、１人当たりGDPは3,720ドルである。
　日本との関係：経済、観光、文化等の面で良好な関
係にある。対日輸出額は21,522億円、輸入額は30,514
億円にのぼり（2008年）、約1,300社の日本企業がタイ
に進出している。日本人のタイ渡航者数は約130万人
（2006年）、在留邦人は約4.2万人（2007年10月現在）、
在日タイ人も約4.2万人（2008年12月現在、外国人登
録者）にのぼる。2007年は日タイ修好120周年に当た
り、文化交流・青少年交流等の事業が１年を通じて活
発に行われた（以上外務省公表）。

■ 多文化国家としてのタイ

　タイ国民の多くは民族的にはタイ族、言語はタイ
語、宗教は仏教であり、日本と同様に「単一民族的」
国家としての様相を持つ。しかし、国内には数十もの
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少数民族が暮らし、言語や宗教も様々である（下表参
照）。

　タイの少数民族として代表的なものが２点挙げられ
る。第１にマレーシアと国境を接する南部に居住しイ
スラム教を信仰するマレー系住民、そして第２にミャ
ンマー及びラオスと国境を接する北部に多い山岳民族
である。

■ 山岳民族の概要

　山岳民族には大小40もの民族が数えられるが、うち
カレン族、モン族（メオ族）、ラフ族、アカ族、ミエ
ン族（ヤオ族）、リス族の６民族が代表的な山岳民族
とされている。多くがチェンマイ県、チェンライ県等
の北部各県に居住し、民族によってはミャンマー、ラ
オスおよび中国に民族分布が広がる。
　言語は民族毎に固有の言語を有し、一部を除き文字
を持たない。宗教も民族毎に精霊信仰等の土着の宗教
を有するが、近年ではキリスト教や仏教に改宗する者
も多い。

■ 歴史と生業の変化

　山岳民族の多くは中国南西部（現在の雲南省等）を
起源とする。19世紀以降、中華帝国による圧政から逃
れるべく南下を開始し、現在のミャンマーあるいはラ
オスを経て、政治的にも経済的にも比較的安定が見込
めるタイ領内に入った。

　彼らは伝統的には移動式焼畑やケシ栽培を中心とす
る自給自足の生業をとっていた。しかし1950年代以
降、中央政府による焼畑や麻薬に対する規制が強ま
り、1989年に森林伐採が法令で禁止された。新たに国
有地に指定された土地にそれまで居住していた山岳民
族は、行政の指定する区域への移動を余儀なくされ、
これ以降定住化となる。かつての生業は困難となり、
行政が推奨する換金作物（野菜等）栽培をはじめ、低
地での生業が主流となった。

■ 山岳民族を取り巻く現状と支援活動

（1）国籍
　正確な統計はないが、山岳民族の約３～４割が現在
も無国籍といわれている。タイ国民としての権利がな
ければ、①県外（人によっては郡外）への移動の禁
止、②保険・福祉サービスが受けられない、③学校教
育において卒業が認められない、④土地所有ができな
い、⑤参政権がない等の制限が課される。
　無国籍の背景として、第１に取得条件を満たしてい
ない点が挙げられる。奥地の集落内で出生したために
出生届がないことがその一例である。 第２に条件は満

民族 言語 宗教
•タイ族（約75％）• タイ語（北タイ語、

東北タイ語などの
方言も含む）

•仏教（約94％）
•中国系（華僑） •キリスト教
•インド系 •イスラム教
•マレー系 •中国語 • 精霊信仰など各民

族固有の宗教•山岳民族 •マレー語
•海洋民族 •各民族固有の言語

山岳民族の多くがこのエリアに居住する

山の中腹に位置するラフ族の集落を望む

アカ族の老人女性と
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たしているが、行政側の認定作業が遅れている点が挙
げられる。現在も続くタイ領内への山岳民族の流入
に、行政は対応し切れていない。他方、山岳民族への
差別・偏見ゆえに、認定がなされないとの証言もある。
　NGOによる出生情報収集等の国籍取得支援が行わ
れている。近年ではDNA鑑定も導入され、親子の
DNAの一致により、タイ国内での出生が判明したケ
ースもある。

（2）貧困と教育
　山岳民族の農業が市場向け作物栽培へと転換した現
在、新たな農法に不慣れのため十分な収穫を得られ
ず、結果として野菜・穀物を現金購入する世帯も増え
ている。また、現在の農法では農薬や肥料の現金購入
が伴う。生計維持のためには農業だけでは不十分とな
り、農業以外の職業に就く者も多い。チェンライ市な
どの近郊都市をはじめ、バンコク、ひいては海外（台
湾等）への出稼ぎ者も出ている。
　しかし、近年まで学校教育の機会に恵まれなかった
山岳民族は、低学歴ゆえに高い現金収入確保は望めな
い。貧困→低学歴→貧困の負のスパイラルが生じてい
るといえよう。
　山岳民族への職業面での支援としては、農業等の技
術指導をはじめ、村落内での現金収入確保のため、エ
コツアーのガイド育成やフェアトレード等による村人
の自立支援も挙げられる。
　教育面での支援としては第１に行政、学校やNGO
等による奨学金の贈与（または貸与）が挙げられる。
また、僻地の子どもを対象とした寮の運営や、村落内
でのノンフォーマル教育１の実施等も盛んに行われて
いる。

（3）人身売買・エイズ・麻薬
　タイ語能力が比較的低いことやタイ族からの差別・
偏見ゆえに、チェンライ市などで山岳民族がタイ族に
騙され、売春宿等で働かされるケースが多発してい
る。また、山岳民族の定住化や山岳地域の観光地化に
よる都市住民・外国人との接触の機会増加も影響し、
エイズが奥地の村にも広がっている。麻薬について
は、山岳民族の伝統的なケシ栽培は行政の取り締まり
によりほぼ壊滅したが、闇市場を媒介した麻薬取引が
近年増えている。

　こうした問題の未然予防のため、NGOによる村落
や学校における啓発活動等が行われている。

（4）伝統文化の衰退
　国家政府による仏教普及政策や、欧米のキリスト教
系団体による援助に付随した布教活動等により、かつ
ての精霊信仰等に代わりこれらの宗教が浸透してい
る。アカ族の集落から精霊門が、家屋から祭壇が消滅
する一方、集落内にカトリック教会が存在することは
その象徴である。
　伝統行事の継続への支障（現在は儀式に用いる動物
の現金購入が必要）や、都市文化・外国文化の流入
も、伝統文化の衰退の理由である。
　他方、集落によっては現在でも盛んに伝統行事を継
続している所もある。また、固有の言語を後世に残す
べく、アルファベット表記での記録を行う運動もみら
れる。行政やNGOも伝統行事への協力や山岳民族博
物館の運営等を通じ、こうした伝統文化継承・保存活
動を後押ししている。

■ 山岳民族の世界を疑似体験

　筆者は、北海道教育大学での講義において、 独自に
開発した教材を用いたワークショップを実施してい
る。全員が山岳民族であると仮定し、右下図のような
プロフィールが１人１枚
与えられる。時間の経過
とともに次頁図に示すよ
うな出来事が無作為に発
生し、各自を取り巻く状
況に変化が生じる。ゲー
ム感覚で山岳民族の生活
や抱える問題を体感でき
るものである。

アカ族の集落で行われた伝統行事の様子

現在の住所　：アパ集落
民族　　　　：アカ族
生まれた年　：1998年
生まれた場所：病院
親の国籍有無：父…あり
　　　　　　　母…なし
親の職業　　：父…日雇い
母…農業
バイクの有無：あり
乗用車の有無：なし

１ ノンフォーマル教育とは、全ての人の基礎教育ニーズを補完
的で柔軟なアプローチで満たそうとする活動である（「国際
協力用語集（第３版）」より引用）。タイ山岳民族に関しては、
僻地居住等の理由で正規教育を受けられない子どもや、かつ
て教育機会のなかった成人を主な対象として行われている。
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　学生から寄せられた感想を２点紹介する。
• 私は父も母も国籍が未取得、農家という一番環境が
悪いカードを引いた。やはり家に余裕がなければ学
校に通うことが困難だという実感と、私がこの国で
今まで無事に学校に通うことができた喜びを感じる
ことができた。（女性）

• 自分は特に何かが起こるわけでもなく、両親ともに
国籍を持ち、職もあり、バイクもあり、学校にも通
っていた。ゲームが終わった頃は特に何も感じなか
ったが、周りの人の結果を聞くと、自分のカードが
どれほど恵まれたものだったのかを知った。そうい
う視点で物事を見ていかなければならないと思っ
た。（男性）

•  NGOの取り計らいにより、国籍取得のチャンスが
訪れた。
• 連日の大雨によりジャレー集落とヤフ集落の間で
がけ崩れが発生し、道が寸断。２週間学校に通え
なくなる。
• 父親が麻薬取引で捕まり、刑務所入り。母親が農
業もしくは無職の場合、収入が不十分。学校を辞め、
働かなければならない。
• 数名が行政から奨学金の支援を受けられることに
なり、中学校に進学できる経済的余裕が生まれる。
ただし現在学校に通っていない場合と国籍未取得
の場合は対象外。
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■ ポルトガル支配の歴史

　ブラジルと言えば、「サッカー」、「カーニバル」、
「アマゾン」、「サンバ」と「ボサ・ノヴァ」というこ
とが最も聞かれる。最近では、「BRICSのひとつ」や
2008年の「移民100周年」のことを思い出すもいるで
あろうが、それも数少ない。ブラジルという国は日本
では知られているようであまり知られていない国であ
る。実はブラジルは歴史上数多くの特徴を持っている
国なのである。
　「ブラジル（Brasil）」国名の由来は「赤い木」を意
味する「パウ・ブラジル（Pau-brasil）」からだとされ
ている。（語源学者の間ではこの説は疑問視されてい
る。14世紀の地図に「Brasil島」という記録が残され

ているからである。）
　15世紀当時、「Brasil」木材は主に染料に使われる原
料であり、ヨーロッパで需用が多くポルトガル人がブ
ラジル領に来航した当初はこの木材が数多く自生して
いた。現在この木は「絶滅危惧植物」に指定されてい
る。
　ブラジルはポルトガルに「発見」される前から「ポ
ルトガル領」であると決定済みの領土であった。それ
は、1494年ヴァチカン承認のポルトガルとスペインの
間で交わされた「トルデジーリャス条約」で定められ
ていたからである。この条約により、大西洋に南北に
線を引き、東はポルトガル領、西はスペイン領と決め
られていたが「インドへの新回路」または「新大陸発
見」の可能性もあったためポルトガルがこの世界をふ

人種の坩堝、
多様性と未知なる
可能性を秘める国
Brasil

キムラ・カルロス・アルベルト・ヒロシ
　1965年ブラジルサンパウロ市生まれ。サンパウロ大学歯科医学部及びブラジリア大学国際関係学部卒業後、日本大学大学院国際関係
研究科修士課程を修了。1996年1月から㈶日本国際協力センター研修監理員（ポルトガル語）。近年はポルトガル語圏アフリカ地域へ
の調査団通訳として活動。

船で乗り込んできたポルトガル、奴隷としてアフリカから

連れてこられた黒人、先住民族のインディオ、イタリア、ドイツ、

アラブ、日本など世界中からやってきた移民、様々なルーツ

を持った人々が暮らす南米最大の国。
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たつに分ける線をブラジルの一部を含むように西へ移
動させたという経緯がある。
　南米の先住民は主にシベリアからベーリング海峡を
紀元前9000年に渡ってきたアジア系の子孫と言われて
いる。ブラジルの主な民族はトゥピー族とグァラニ族
で、この民族は、遊牧生活をしていた。そして1500
年、ポルトガル人ペードロ・アルヴァレス・カブラゥ
氏によってブラジルは「発見」された。
　当時のポルトガル開港戦略は商業主義を柱としてお
り、ポルトガルにとってある程度の「文明」社会が貿
易相手となる必要があった。また、スペイン領になっ
た地域と異なり、ブラジルでは当初鉱山発掘の保証も
なく、ブラジル領を入植・開拓するには無理があっ
た。そのため、「Pau-brasil」木材の事業開発・輸出が
植民地支配当初は中心であった。
　実際のブラジル植民地支配が行われるのは16世紀に
なってマデイラ諸島から移植されたサトウキビがブラ
ジルの土地に合い、栽培がはじまったため、安定的に
アフリカ領から黒人奴隷が導入されて以降である。先
住民の奴隷化政策も試されたが先住民の数が少ないこ
とと、ポルトガル人との接触による先住民の病死また
は抵抗もあり、アフリカ大陸（16世紀～18世紀は主に
現在の西アフリカ地域全体。18世紀以降には現在のギ
ニア湾からアフリカ南部にかけて。19世紀には奴隷不
足で現在のモザンビークからも）から奴隷を導入する
ことになった。
　政治的には1549年にフランスの侵攻に対処するた
め、ポルトガルは総監制度を定め、初代ブラジル総監
であったTomé de Sousa氏はブラジル初の主都
Salvadorを建設した。
　また、ブラジル内陸部の探検はSão Vicente（現在
のSão Paulo州）入植地から出発、São Pauloを拠点と
して活動した先住民の奴隷狩りと鉱山探検の「バンデ
イランテス（Bandeirantes）」（「旗持ち」）として17世
紀にはじまった。

　ブラジルにおけるもうひとつの特徴は、ポルトガル
の植民地支配への対抗は先住民だけではなく、黒人奴
隷からもあったことである。最も有名なのはZumbi氏
をリーダーとした「パルマレス奴隷逃亡コミュニティー
（キロンボ・ドス・パルマレス[Quilombo dos Palmares]）」
（1580年～）である。その結果、一部では先住民と黒
人の親交もあり、白人と黒人のハーフだけではなく、
先住民と黒人のハーフ社会も現れた。
　また、他のヨーロッパ諸国の侵攻もフランスに限ら
ず、北東部にはオランダ支配（1630年～1654年）もあ
り、ブラジル北東部ではポルトガル系以外にオランダ
系、フランス系の混血がある。
　その一方、18世紀にはブラジル東南（現在のミナ
ス・ジェンライ（Minas Gerais）州）に金鉱山が発見
されゴールド・ラッシュが始まる。その影響もあり、
ブラジルの中心が北東部から南西部に移動し、1763年
にリオ・デ・ジャネイロス（Rio de Janeiro）が植民
地の主都となった。同時期に17世紀終わりから19世紀
初頭にかけて宗国ポルトガルの対ブラジル領経済政策
に対する入植者の不満が勃発する。数多くの反乱（ミ
ナスの陰謀［Inconfidência Mineira］、バイアの陰謀
［Conjuração Baiana］等）が起こるが、すべて制圧さ
れる。この反乱と制圧が繰り返され、フランス革命や
アメリカ合衆国独立の影響も受けて、ブラジル領内で
は独立運動も高まっていく。
　ポルトガル側としてはブラジル領をめぐってスペイ
ンに対する敵対心もあり、1680年にポルトガルは「ト
ルデジーリャス条約」を無視してラ・プラタ川河口左
岸のブエノスアイレスの対岸にコロニア・ド・サクラ
メント入植地（Colônia do Sacramento）を建設。ブ
ラジル領の拡張を図る。現在でも特にサッカーで見ら
れるブラジルとアルゼンチンのライバル意識は、この
ポルトガルとスペインの歴史とも関係している。民族
的にはスペイン領へ侵攻することでスペイン人の影響
を受け、「ガウショ（Gaúcho）」と呼ばれる牧童の集
団が生まれる。現在のGaúchoは主にポルトガル系、
スペイン系、ドイツ系、スラブ系、イタリア系の血統
が多い。

■ ブラジル独立

　ブラジルの独立は南米スペイン語圏諸国独立とは大
きな違いがある。ことの始まりはナポレオン戦争によ
り1807年ジュノー元師に率いられたフランス軍のポル
トガル侵攻である。ポルトガルの親イギリス政策が、
ナポレオンを怒らせてしまったことが原因である。サンパウロ市（São Paulo）
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　ポルトガル本国をフランス軍に侵攻されたポルトガ
ル宮廷は、リズボンからRio de Janeiroに遷都するこ
とになる。これが、もう一つのブラジル史の特徴であ
る。ブラジルは一時的ではあるが1815年に世界史上唯
一、植民地が宗国（Rio de Janeiro市がPortugal, Brasil 
e Algarve連合王国首都に定められた）になった国で
ある。以降、リオの開発が進むと同時にブラジル史に
大きな影響をもたらした。
　ポルトガルは1820年にポルトガル王ジョアォン６世
の帰還により再度宗国に復帰するが、ポルトガル王家
ブラガンサ家王太子ペドロはブラジルに残留する。
　ブラジル独立は王太子の帰還をめぐって、ポルトガ
ル王太子がポルトガルに帰還せず、1822年９月７日に
ブラジル独立宣言を行う結果となった。このこともあ
り、ブラジルは南米唯一独立戦争といえる闘争がな
く、同時に独立当時他の南米諸国と違い共和制を導入
しなかった。
　しかし、ブラジル国内は平和であったとは言い難
い。
　ブラジル独立後の制度は立憲王制を導入し、ブラガ
ンサ家の皇帝の求心力もあってスペイン語圏とは異な
り単一国にまとまった。しかし、このことは植民地時
代のエリート層が独立後もそのまま権力を握り続ける
ことも意味した。
　帝政時代は当初から各地方の中央政府に対する反乱
や共和制運動が続いた。1831年、ブラジル王ペドロ１
世の退位から1840年まで数多くの反乱が勃発、ブラジ
ル南部リオ・グランデ・ド・スル（Rio Grande do Sul）
州は一時的に「ファロウピリャ（Farroupilha）」国を
建国する。
　1840年ペドロ２世の即位により国内の政治不安が治
まり、ブラジル帝政時代の最も安定した期間に入る。
経済面ではコーヒー事業が柱となり900％の成長率と
なる。また、国内鉄道事業、海軍拡大を実施する。奴
隷貿易は1850年に廃止されるが、経済体制維持のため
国内向けの奴隷制度廃止は段階的に行われる。国内奴
隷制度の全面的な廃止は1888年に行われた。しかし、
この国内奴隷制度の廃止によりペドロ２世は大農園主
からの支持を失い、翌1889年に「デオドロ・ダ・フォ
ンセカ（Deodoro da Fonseca）」元師のクーデターに
より、帝政は終わる。

■ 共和国時代

　1889年に共和制となったブラジルは「ブラジル合衆
国」と改名される。1889年から1930年まで政治は経済

力の最も高いSão Paulo州とMinas Gerais州勢力が権
力を握り、「カフェ・コン・レイテ（Café com Leite）」
（Caféはコーヒーを意味し、サンパウロ州。Leiteは牛
乳・牧畜の意味でMinas Gerais州）と呼ばれる相互に
大統領を選出する体制が生まれた。この期間ブラジル
は内政重視となり、第１次世界大戦参戦では連合軍側
に加わったが消極的であった。
　この政治体制に不満が高まり、1920年代に「テネン
チスモ（Tenentismo）（青年将校）運動が始まる。政
治は不安定となり、1930年に軍事政権が誕生する。ブ
ラジル南部出身の「ジェトゥリオ・ヴァルガス（Getúlio 
Vargas）」がこの軍事政権の主導権を握り、1932年に
São Paulo州で勃発した護憲革命をきっかけに反乱制
圧・ブラジル全領土支配権を確立した。1937年にイタ
リア・ファシズム思想の影響を受けたクーデターによ
りGetúlio Vargas大統領は「エスタド・ノヴォ（Estado 
Novo）」（直訳「新国家」）を確立した。
　この時代にナショナリズムを柱とした大学の整備及
び国家主導の工業化、移民の同化政策、中央集権体制
の確立が行われた。また、Vargas政権時代に「熱帯ポル
トガル文化（ルゾ・トロピカリズム［Lusotropicalismo］）・
文化相対主義」が確立された。「ルゾ・トロピカリズ
ム」によりブラジル社会は「人種的民主主義」思想を
柱として統一言語を持つ多民族国家を確立した。統一
言語政策にはラジオの役割が最も大きかった。「人種
混合」の重視はブラジル社会の特徴となる。
　Vargas政権の1945年失脚は、第２次世界大戦に連合
軍側で参戦したことが大きな理由とされている。
　1946年新憲法が制定された後、1950年にブラジル史
上初の民主的選挙によってジェトゥリオ・ヴァルガス
（Getúlio Vargas）は大統領に就任するが、1954年左派
ポプリズムと対立し内政不安の中、任期中に大統領公
邸内で自殺。
　政冶を安定させたのは1956年に就任した「ジュセリ

ブラジル共和制宣言
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ノ・クビチェック（Juscelino Kubitschek）」大統領で
あった。Juscelino大統領は「500年の進歩を５年で」
政策をあげて開発政策を進め、最も有名な政策が新首
都ブラジリアの建設である。1960年に首都はRio de 
Janeiro からBrasíliaへ遷都する。

　しかし、1961年に就任した「ジャニオ・クアドロス
（Jânio Quadros）」氏の辞任劇をきっかけに政治は再
度急速に不安定化し、冷戦構造の激化もあって1964年
にクーデターにより軍事独裁政権が誕生する。親米反
共政策と工業化政策の維新となった「ブラジルの奇
跡」と呼ばれる高度経済成長が実現するが、1973年の
オイルショックで経済成長は失速し、軍事政権による
人権侵害問題も深刻化する。
　70年代後半から80年代にかけて民政移管プロセスが
開始、同時に経済情勢が悪化する。1985年に民政移
管、1990年に大統領直接選挙が実現されるが「失われ
た10年」と言われた80年代はインフレ率上昇・経済低
迷の深刻化が特徴である。1992年には直接選挙で就任
した「フェルナンド・コロル（Fernando Collor）」大
統領が数々の汚職や奇行のため罷免される。
　経済状況が改善されるのは1995年に就任した「フェ
ルナンド・エンリッケ・カルドーゾ（Fernando Henrique 
Cardoso）」政権下であった。同時に社会福祉政策の
法整備が行われ、2003年に就任した現大統領「ルイ
ス・イナシオ・ルラ・ダ・スルヴァ（Luis Inácio Lula 
da Silva）」氏の就任後、世界経済の好調を受けてブラ
ジル経済は回復し「BRICS」のひとつとして知られる
ようになった。

■ 言語

　ブラジルの公用語はポルトガル語であり、国民のほ
とんどがポルトガル語を母国語としている南米唯一の
ポルトガル語国である。

ただ、ブラジルで話されるポルトガル語は部分的に他
のポルトガル語圏諸国と違う。そのため、現在ポルト
ガル語圏諸国間で繰り返し文法改正が行われている。
最新の文法改正は2008年度に行われている。ポルトガ
ルが主張する「旧宗国」の立場と、ブラジルが主張す
る「母国語をポルトガル語とする総人口」の立場が文
法改正の難点である。
　違いは主に音声、文法、代名詞使用方法にみられる
が、相互理解の支障にはならない。
　ブラジルにおけるポルトガル語の発音は、他のポル
トガル語諸国との違いに限らず、ブラジル国内でも地
域によって違いがみられるが、20世紀半ばVargas政権
時代以降中央政府のラジオ・テレビ放送政策の影響も
あり、Rio de Janeiroの言語、文化が普及しており日
本の方言ほど違いは大きくない。

■ 宗教

　ブラジル人の約73％はカトリック信者であるが諸教
混合（シンクレティズム）という特徴がある。
　また、近年プロテスタント信者の増加もみられ、ア
フリカ系宗教「カンドンブレ（Candomblé）」、「ウン
バンダ（Umbanda）」の影響力も増している。アフリ
カ系宗教は20世紀まで制圧（警察のとり締り）を受け
ていたが、特に90年代の民主化により一般的に受け入
れられやすい環境が確保されてきている。
　その一方、日系新興宗教（特に創価学会、希望の
家、霊友会、救世教等）、韓国系新興宗教（統一教会）
やエゾテリズム系信仰が増加している。
　イスラム教（アラブ系ブラジル人を中心としてい
る）とユダヤ教は、ともに、ポルトガルの歴史の影響
もあり、目立たない。

■ お祭り

　国土の広さと、先住民文化、アフリカ系文化、ヨー
ロッパ移民諸文化という多文化の影響により、統一し
た文化は存在しない。よって、地域によって様々なお
祭りがあり、多種多様である。
　お祭りのほとんどがポルトガル・カトリック系の影
響が色濃くあるが、宗教と同じように混合がみられ
る。
　ブラジルの代表的なお祭りは「カーニバル
（Carnaval）」ではあるが、ブラジル北東部で「カヴァ
リャーダ（Cavalhada）」、「フェスタ・ド・ディヴィーノ
（Festa do Divino）」、「フォリア・ドス・レイス（Folia 

ブラジル首都Brasília （ブラジリア）
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dos Reis）」等がある。全国的には６月には「６月祭
り（Festa Junina）」のお祭りが有名である（聖ペドロ
[São Pedro]、聖アントニオ［Santo Antônio］と聖ジ
ョアン［São João］のお祭り）。
　また、10月にはドイツ系移民の多い南部地域で、
「オクトーバー・フェスト（Oktoberfest）」がある。

■ 食事

　ブラジル料理はヨーロッパ系、先住民系、アフリカ
系料理の混合である。ブラジル人の主食は基本的にラ
イス、豆とされている。
　代表的な料理は「Feijoada à Brasileira（ブラジル風
フェイジョアダ（Feijoada）」であるが、食生活は地
域によって違いが大きい。
　Feijoada料理の元はイベリア半島へ渡ってきたアラ
ブ系モーロ族の豆の煮物である言われている。それが
「ポルトガル風」、「ブラジル風」と変化してきた。ブ
ラジル風は黒豆、豚の耳や足、尻尾、内臓等を煮込ん
だもので、ライスにかけて食する。
　北東部はアフリカ料理の影響が強く、デンデ油（ヤ
シ油）が料理によく使用され、魚介類も多く食べられ
る。最も有名な料理がムケカ（Muqueca）、ヴァタパ
（Vatapá）、カルル（Calulu）等である。

北部では先住民系料理の影響が強く、カッサバと川魚
がよく食べられる。川魚のピラルク（Pirarucu）は食
材であるとともに、骨や皮などを生活用品の材料とし
て使用する。
　南東部では様々な移民文化が影響し、ミナス・ジェ
ライス（Minas Gerais）州には豆類の料理（フェイジ
ョン・トロペイロ[Feijão Tropeiro]、アング[Angu]等）
が数多く、サンパウロ（São Paulo）州ではイタリア
系移民の影響でピッツァが有名。おつまみ感覚でよく
食べられるのはアラブ系料理（キベ[Quibe]、エスフ
ィーハ[Esfiha]、パステル[Pastel]等。挽肉が多く使わ
れる）、そしてブラジル風コロッケのコシニャ[Coxinha]
（鶏肉）がある。
　ブラジル南部ではイタリア料理（ポレンタ[Polenta]
等）やドイツ料理の影響が強い。主にドイツ系移民が
多い地域ではビール生産が盛んである。南部地域で有
名なもうひとつの飲み物はグアラニー族起源のマテ茶
であり、その習慣はGaúcho（ブラジル南部）の特徴
とされる。
　また、「シュハスコ」はブラジル南部の代表的な料
理である。（日本にもシュハスコレストランが増えた
ため、知られるようになった。）
　一般的に最も飲用される炭酸ジュースがGuaranáで
ある。また、果物も豊富で、オレンジ、パッションフル
ーツ、カシュー、ココナツ果汁を輸出している。また、
アマゾン地帯原産のアサイ（Açaí）、アセロラ（Acerola）、
グラビオラ（Graviola）、クプアス（Cupuaçu）等が輸
出し始められている。

リオのカーニバル

Oktoberfest Brasileira（ブラジル・オクトーバー・フェスト）

Feijoada Brasileira
（ブラジル風フェイ
ジョアダ）
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■ 歴史

　「アンゴラ」と言われてまず頭に浮かぶのは「アン
ゴラ兎」もしくは「内戦」というイメージであろう。
内戦の記憶が残る「アンゴラ」のアンゴラ共和国の正
式名称は「Angola」で、アンゴラは独立戦争（1961
年～1975年）に独立後内戦（1975年～2002年）が続
き、41年間戦争を経験した国である。アンゴラ独立後
の内戦はカンボジア、アフガニスタンと同様、冷戦時
代の代理戦争の一つと言われている。
　ちなみに、「アンゴラ兎」の「アンゴラ」は、スペ
ルは「Angorá」であり、「アンゴラヤギ」または「ア
ンゴラ兎」といったある種の猫、山羊、兎の長い毛並
みを指している。トルコのアンカラ市の旧称「アンゴ
ラ」は、ここで「アンゴラ・ヤギ」が売買されていた

ことに由来する。
　アンゴラ共和国はアフリカ南西部にあり、国土は日
本の約３倍である。
　植民地支配以前のアンゴラは北部が最も栄えてお
り、この地域の数多くの小規模王国を統治していた
「Kongo」（コンゴ）帝国とその南にコンゴ帝国に抵抗
する他の小規模な数々の王国に分かれていた。コンゴ
王国は東南アフリカで16世紀まで最も影響力があり、
東部アフリカと貿易を行っていたことが知られてい
る。
　アンゴラの国名はアフリカ南西部にポルトガル人商
業所が設けられだした16世紀当時、コンゴ帝国の「中
央銀行」の役割を果たしていた「Ndongo」王国を統治
していた君主の称号「N’gola」に由来する。Ndongo
王国がコンゴ帝国の「中央銀行」の役割を果たしてい

アフリカ最大の
ポルトガル語人口を
擁するアンゴラ
Angola

キムラ・カルロス・アルベルト・ヒロシ
前掲（P.41）の通り。

400年以上の長きに渡ってポルトガルに支配されていた国アンゴラ。

その文化は言語や宗教、サウダーデの感覚など、

ポルトガル文化の影響を非常に強く受けている。
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たのはNdongo領土で取られていた「貝殻」がコンゴ
帝国の通貨になっていたからである。

　アンゴラの首都「Luanda」は、日本語で「ルアン
ダ」市と書かれるが、東部アフリカの「ルワンダ共和
国」（英語ではRwanda）と間違えられることがある。
ちなみに「ルアンダ」市の市名はバントゥ系キンブン
ド語の単語「下、またはゴザ」に由来すると言われ
る。それは、ポルトガル人が現在のルアンダ市周辺に
初めて上陸したとき、住民にその地名を聞き出そうと
地面を指したため、住民は「下を指差す」行為から
「Luando（下）」と答えたのだという説がある。誤解
から始まった「地名」がそのまま「Luanda」という
地名になったというわけだ。
　アンゴラの先住民は非バントゥ系民族の「Khoisan」
（コイサン）族で、現在のアンゴラ国民の大半を占め
るバントゥ系民族がこの地域に移り住んだのは紀元前
から３世紀頃、現在のカメルーンからアフリカ大陸を
南下したとされている。

■ ポルトガル支配

　ポルトガル人がアンゴラに上陸し、交易がはじまっ
たのが15世紀である。1483年にポルトガルはコンゴ王
国と貿易協定を結び、コンゴ王国が統治する地域に商
業所を設けた。その商業所はヨーロッパとインド、東

南アジアを結ぶ重要な港となった。
　1575年、パウロ・ディアス・デ・ノヴァイス（Paulo 
Dias de Novais）氏が商業活動を管理するため入植者
100世帯、兵力400名の町「サン・パウロ・デ・ルアン
ダ（São Paulo de Loanda）」を創った。これが現在の
首都「Luanda」となる。現在のベンゲラ市等同じよ
うな町が数多く設けられ、アンゴラ沿岸を中心として
奴隷・原料貿易（材木、象牙等）を行った。特に奴隷
貿易は内陸進行へと繋がり、ヨーロッパ人やアフリカ
人仲介者によりアンゴラは北米、中米、南米、西イン
ド諸島への重要な黒人奴隷供給地となった。1576年か
ら1836年までの間に300万人から400万人の奴隷がアフ
リカ（奴隷供給）・南米（煙草、砂糖等供給）・ポルト
ガル（政策決定と税金回収）を結ぶ「大西洋三角貿
易」の一環としてアンゴラから北・中・南米へ連行さ
れた。
　ポルトガル本土でスペインからの独立回復戦争が起
きた1641年から1648年の間、アンゴラはオランダ人に
支配されたが、当時まだポルトガル領であったブラジ
ルからポルトガル系ブラジル人のサルヴァドル・コヘ
イア・デ・サ（Salvador Correia de Sá）氏が率いる
船15隻、2,000名の派兵によりポルトガル領として取
り返された。この時期から特にブラジルとの交流が深
まる。
　1885年「ベルリン会議」により国境が定められて以
降、アンゴラ内陸のポルトガルによる実際の開拓が始
まった。ポルトガルによる事実上の植民地支配は20世
紀前半にやっと実現し、ポルトガルの政治・経済力の
問題もありアンゴラの本格的な経済開発は50年代後半
以降にしか行われなかった。
　ポルトガルが本格的に植民地を開発したのは、第二
次世界大戦以降アフリカ大陸のイギリス及びフランス
領の独立に影響を受けて、アンゴラ領内でも独立思想
が1950年代に現れたことや、アメリカ外交への対策と
して、1951年にポルトガルがアンゴラを他のポルトガ
ル植民地同様、ポルトガルの「海外県」と位置づけて
からであった。
　1961年２月４日にアンゴラ市民のゲリラによるルア
ンダ刑務所襲撃事件が起こる。この事件を機に独立戦
争が開始されたと公の歴史ではみており、この日は現
在「独立戦争開始の日」として祝日となっている。ア
ンゴラ独立運動・戦争の主な組織は1956年に誕生した
MPLA（アンゴラ解放人民運動・Movimento Popular 
de Libertação de Angola）、1961年に誕生したFNLA
（アンゴラ解放民族戦線・Frente Nacional para a 
Libertação de Angola）と1966年に誕生したUNITA

コンゴ帝国ジンガ女王

アンゴラ首都ルアンダ（Luanda）市
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（アンゴラ全面独立民族同盟・União Nacional para a 
Total Independência de Angola）の３勢力である。
　ポルトガル植民地の独立戦争のひとつの特徴は、独
立運動軍にしてもポルトガル軍にしても現地又は他の
植民地出身の黒人兵が数多く採用されたことである。
この両軍の黒人兵が植民地を行き来したため、独立以
降、ポルトガル語圏全体の交流に繋がっている。
　その一方、ポルトガル本領では植民地戦争への不満
からポルトガル軍左派勢力による共産主義思想の「カ
ーネーション革命」が起こる。この革命後の新政権に
より各独立運動組織と和平協定が結ばれ、アンゴラは
1975年11月11日に独立した。

■ 独立、内戦と経済発展

　ポルトガル新政権は植民地解放を進めたが、その政
策が宗国ポルトガルに限らず解放された新しい国々に
混乱を招いた。ポルトガル本領には解放された植民地
からの100万以上ともいわれる引上げ難民（Retornados）
が帰国し、解放されたアンゴラでは独立後ポルトガル
側から提案された３勢力参加型政権の交渉に不備があ
り、政治空白が内戦を引き起こした。アンゴラ初代大
統領（MPLA勢力）の独立宣言演説は、独立戦争に参
加したMPLA、FNLA、UNITAの３勢力に加えて、ザ
イール軍、南アフリカ軍、キューバ軍が参戦する戦闘
下で行われた。

　ポルトガルが勧めた３勢力参加型政権が崩れ数カ月
後、アンゴラは３勢力に分断された。
　アンゴラ政治・軍事状況はアフリカ南部地域全体の
政治不安にも繋がると恐れられ、冷戦時代の代理戦争
にエスカレートした。政府MPLAをキューバ及びソ連
が支援し、反政府勢力FNLAとUNITAをアメリカ合衆
国と「アパルトヘイト政権」の南アフリカが支援した。
　1989年、冷戦終結に伴うロシアの外交政策転換の影
響により、アンゴラにおけるキューバ軍と南アフリカ

軍撤退が和平協定で定められ、ナミビア独立と南アフ
リカ民主化に繋がる。アンゴラにおいては1992年総選
挙により平和が期待され、冷戦の代理戦争の側面は終
結されるが、この選挙をきっかけに今度は原料（石油
とダイヤモンド）を資金源とした国内勢力（MPLAと
UNITA）の内戦が再発する。
　アンゴラ内戦が終わったのは2002年２月22日、
UNITA指導者ジョナス・サヴィンビ（Jonas Savimbi）
氏の戦死により和平交渉・内戦終結となった。
　内戦終結以降、アンゴラ経済は急発展している。
　経済発展の起動は石油が中心となり、現在サブ・サ
ハラ地域で石油生産量がナイジェリアに次いで２位で
ある。また、中国輸出入銀行の援助もあり、インフラ
設備修復を中心とした経済発展が加速している。2006
年にアンゴラはOPECに加入。2005年の成長率は18％、
2006年は26％、2007年の成長率は17.6％であった。ま
た、国内の安定化により国内難民400万人が帰還して
いると言われている。

■ 言語

　アンゴラの公用語はポルトガル語であり、公文書・
経済活動を中心に使われている。国民の約60％がポル
トガル語を母国語とし、20％の国民が第２言語として
いる。南部アフリカ地域で最もヨーロッパ系言語の普
及率が高く、その理由はポルトガルとブラジルの影響
が大きいと言われるが、皮肉にも長期内戦の影響もあ
るとみられる。
　その一方、公用語以外の「国語（Línguas Nacionais）」
ではバントゥ系諸語６言語（Kikongo語、Kimbundu語、
Tchokwe語、Umbumdu語、Cuanhama語、Ngangela語）
が主に話される。この言語の分布は、かつては各地域
各部族に分けられていたが、植民地支配及び内戦の影
響もあり、それぞれ全域で使われるようになった。
　今では、アンゴラ文化を取り戻すために義務教育で
も各言語を地域により採用・指導されることが検討さ
れている。それは、国民構成（37％がOvibundu族、
25％がKimbundu族、Bakongoが13％、ヨーロッパ人
とのハーフが２％、ヨーロッパ系が１％、その他の部
族が22％を占めている）が関係しており、各部族の各
バントゥ系諸語を母国語とする国民の就学や社会進出
に役立つとされているためである。
　その他、長い内戦を経験したこともあり、アンゴラ
は2007年時点で周辺諸国から難民12,100名、亡命者
2,900名を受け入れており、2008年にはコンゴ民主共
和国から40万人のゲスト・ワーカー、ポルトガル人

アンゴラ初代大統領Agostinho Neto独立宣言
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３万人と中国人２万人がアンゴラに在住しているとさ
れる。

■ 宗教

　国民の53％がキリスト教徒で、キリスト教徒のうち
72％がカトリック教であり、28％がプロテスタント教
である。47％の国民が現地宗教（特にアニミズム）を
信仰している。
　イスラム教徒は主にインド系ムスリムが中心である
が数は少ない。日系新興宗教も同様数少ないが、「マ
ヒカリ」と「救世教」教徒がいる。

■ 食事

　アンゴラにおける主食（フンジ・Funji）はトウモロ
コシ粉（Fuba）またはカッサバ粉（Farinha de Mandioca）
である。調味料として主にヤシ油（Óleo de Plama）
が使用され、その次にピーナツ油（Jinguba）が煮込
みに使用される。この油煮込みには葉物野菜（カッサ
バの葉、カボチャの葉、フェイジョン豆の葉等）や、
様々な野菜（オクラ、Jimboa、ジャガイモ、トマト、
Beldroega、Dibolocoto、Mundongo等）が入る。
　海岸地域では魚介類、内陸では野生動物の肉、川魚
が主に食される。
　食事は主に１日２回（マタビショ[Matabicho]とア
ウモソ・ジャンタル[Almoço-jantar]）である。
　Matabichoは名前通り（直訳すると「胃の虫を大人
しくさせる」）軽食であり、地方では農作業前午前７
時に朝食として前日の食事の残りを食べる。都市部の
朝食はポルトガルの習慣の影響もあり、コーヒー又は
紅茶とパンで簡単に済ませる。
　都市部では始業時間が早く、午前８時が普通であっ
たが、最近では経済発展のため朝５時から仕事へ通勤
する人もいる。朝食を食べる時間がないので、午前10
時から11時頃に「おやつ」をとる人が多い。この「お
やつ」もMatabichoと呼ぶ。
　Almoço-jantar（直訳、「昼食・夕食」）は、都市部
は午後５時～６時、地方では夕方の仕事の後となる。
家族全員そろって食事をすることが常である。但し、
Almoço-jantarが夜になる場合、午後２時～３時に軽
食（主にトウモロコシ、ピーナツ、カッサバ、サツマ
イモ、カボチャ等）を食べる。サツマイモは日本と同
じように焼き芋として食べる。
　果物類はデザートではなく、１日に時間と関係なく
食べる。特にマンゴとカシューがよく食べられる。

デザートは主に甘くしたピーナツやトウモロコシを焼
いたもの等である。
　アンゴラ南部では主食にトウモロコシ粉を食べ、首
都ルアンダではカッサバ粉を食べる。調理方法は粉を
お湯でペースト（餅のような弾力がある）になるまで
こねて、丸みをつけて煮込み類といっしょに食べる。
また、すべての食べ物にトウガラシ「Jindungo」（「ハ
ラペーニョ」に似ている）をつけて食べる。
　都市部ではなくなってきた習慣ではあるが、食事は
手で食べる。主食Funjiを丸くしてあまり噛まないで
飲み込む方法が普通である。金属類のスプーン・ナイ
フ等を使わないのは食べ物に酸味がつくからである。
バナナを使用した料理でその違いが最もわかる。
　都市部ではポルトガルの影響もあり、テーブルで皿
を使って食事をする人が増えたが、多くの人はタライ
のような大きな器を数人で囲んで座り、手で取って食
べる。家族は全員、友人・知人の場合は２、３人で器
を囲む。現地の人はこの食べ方がおいしいと言う。

フンジ（Funji）の調理
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光と影の国
カンボジア
Cambodia

■ カンボジアの概要

　カンボジアは東南アジアに位置し、ベトナム・ラオ
ス・タイに囲まれた国である。平均気温は27度で、年
中温暖な気候に恵まれている。首都プノンペンは緑に
囲まれ、川沿いにはしゃれたレストランが並ぶ。地方
都市の中にも、フランス植民地時代に建てられたフラ
ンス様式の建物が並ぶところもある。しかし、カンボ
ジアのほとんどの地は水田やヤシの木、森林などに覆
われている。カンボジアの人々の８割は農業（ほとん
どが稲作）をしている。トラクターなどの農業用機械
はなく、牛などを使用して土を耕している。田植え、
稲刈りなどは全て手作業で行われている。
　カンボジアの料理は日本と同様お米が主食で、野菜・
魚（川魚が多いが、海の魚も食べる）・肉（鶏肉、豚肉、
牛肉など）など、何でも食べられている。味付けはた

いてい甘さ・しょっぱさ・すっぱさが同時に味わえる
という絶妙なものである。たいていの料理は辛くない。
果物はマンゴー、パパイヤ、バナナ、ドラゴンフルー
ツ、ライチなど南国の果物があふれている。

カンボジアの農村風景

藤　原　幸　恵

　1971年千葉県生まれ。学習院大学文学部を卒業し、川鉄商事株式会社に入社。2年後に退社し、米
国コーネル大学大学院公共行政研究科に入学し、修士号取得。1999年から3年間ユニセフ・カンボジ
ア事務所に教育担当官として勤務。帰国後、㈶日本国際協力センター北海道支所研修監理員（英語）
として登録、現在に至る。その間2004年から2年間、JICA札幌に市民参加協力調整員として勤務。現在、
㈶日本ユニセフ協会北海道支部評議員。北海道医療大学、北星学園大学短期大学部非常勤講師。著書
に『ユニセフ・カンボジア事務所で働く』明石書店、『子どもの人身売買』リブリオ出版（共著）がある。

世界遺産アンコール・ワットを誇りとする国。

人々の心はあたたかく、子どもたちの笑顔は輝く。

今、カンボジアは戦争の続いた苦難の時代から

少しずつ立ち直ろうとしている。
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　しかし、カンボジアのほとんどの村では肉類は高級
品であり、めったに食することはできない。場所によ
っては毎日の食べ物にこと欠く地域もある。さらに、
ほとんどの村ではトイレ・水道・ゴミ捨て場はなく、
電気も通っていない。特に衛生上深刻なのは、都市部
郊外やタイとの国境付近の街などにあるスラム地域で
ある。かつてコレラが発生していたところもあり、現
在も多くの子ども達は皮膚病や下痢を患っている。ま
た、タイとの国境地域などでは、それらの問題に加え
て地雷が多く埋まっているところがある。地雷原の中
に民家があり、人々は地雷のすぐそばに住んでいると
いうのが現状である。

■ カンボジアの文化

　カンボジアの誇れる文化のひとつとして、踊りがあ
る。踊りには、伝統の踊りと庶民の踊りがある。伝統
舞踊には、もともとはインドでつくられた「ラーマー
ヤナ物語」が基盤となっているものがある。ラーマー
ヤナ物語は、英雄のサルが悪魔と戦い、誘拐されたお
姫様を救い出すという内容のお話である。また、伝統
舞踊には女性たちがアプサラとよばれる天女に扮して
踊る踊りもある。女性たちの手は、そればそるほど美
しいとされている。ココナッツダンスや、漁民の踊り
というものもある。庶民の踊りには、日本の盆踊りと
似ているものがある。皆で円になり、ゆっくりと手足
を動かす。それ以外にも、独特のステップをする踊り
など、幾種類もの庶民の踊りがある。カンボジアの人々
は踊ることを大変好み、お祝い事があると必ず皆で踊
り、笑顔を交わす。踊りはひとつのコミュニケーショ
ン手段なのである。民族衣装には金色が多く用いられ、
色合いも鮮やかである。

■ カンボジアの歴史

　現在の国旗に描かれ、世界遺産にも登録されている
アンコール・ワットが建立された12世紀頃がカンボジ
アの最盛期であった。しかし、その後年々国力が弱く
なり、18世紀には隣国であるタイやベトナムに攻めら
れるようになる。
　その後1887年から1953年までの70年近くの間、フラ
ンスの植民地となった。学校教育は当時フランス語で

行われたため、現在も高齢者の中にはフランス語の流
暢な人々もいる。また、街にはフランス様式の建造物
が残り、屋台ではフランスパンが売られている。
　1975年から1979年までの４年間はポル・ポト時代で
あった。人々が大量に虐殺された時代であり、この４
年間に全人口約800万人のうち100～200万人が亡くな
ったといわれている。超共産主義の下、特に知識人が
多く殺された。例えば、弁護士、医者、学校の先生、
仏教僧などが殺されたのである。めがねをかけている
だけで知識人とみなされ、殺されてしまったという。
伝統舞踊の踊り手や、手織物の職人などの技術を持つ
人々も殺されていったという。都市に住んでいた人々
は農地に強制移住させられ、地方に住んでいた人々も
別の地方へ強制移住させられた。ほぼ全ての人々が農
業やダム建設などの強制労働に従事させられ、過労死
する人々も続出した。食事は１日２食、水っぽいおか
ゆのみであった。仕事のノルマが達成できないと、そ
の少ない食事さえぬきになった。そのため、餓死する
人々も跡を絶たなかったという。
　ポル・ポト時代が終結した後も、カンボジアの苦難
は続いた。ベトナム軍がカンボジアに侵攻し、ポル・
ポト軍を倒し、政権を獲得したのである。このベトナ
ム軍事政権時代では、ベトナム軍とポル・ポト派の残
党がカンボジア国内で戦いあった。内戦の始まりであアプサラダンスを踊り終えた女性達

世界遺産アンコール・ワット
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る。この内戦時に多くの地雷がカンボジア国内に埋め
られた。いまだに約600万個の地雷が埋まっていると
いわれている。そのため、もうこの国にはいられない
と多くのカンボジア人が隣国タイやベトナムへ逃げて
いった。いわゆる「難民」の発生である。タイやベト
ナムなどを経由し、日本に難民として移住してきた
人々もいる。
　1990年代になり、ようやく国連が動き始めた。国連
により、国民が参加する初めての総選挙が1993年に行
われた。当時の投票率は90％近くに達したという。あ
いにくその後も政治はしばらく不安定であったが、
1998年の次の総選挙の後は、政治的にはだいぶ安定し
てきた。しかし、貧困・食糧不足という根本的な課題、
教育・保健などのソフト面、インフラなどのハード面
などにおいて多くの問題が山積しており、長年の戦争
の傷跡が今なお深く残っている。

■ カンボジアの言語と識字教室（※）

　カンボジアの人々の９割がカンボジア語（クメール
語ともいう）を母語としている。そのほか、ラオス語
を母語とする人々や、カンボジアの少数民族の中には
独自の言語を有する人々もいる。カンボジアの公用語
はカンボジア語である。カンボジア語の文字は表音文
字であり、子音文字が33個、母音記号が23個である。
常に横書きで、左から右に書く。

　カンボジアでは、小学１年生から５年生まで上がれ
る生徒は約半分である。残りの半分は貧困などの理由
で小学校へ通うことができず、落第し、退学する。カ
ンボジアの識字率（文字の読み書きのできる割合）を

示すものとしてさまざまな調査がなされているが、現
実的にみて文字の読み書きがきちんとできる成人（15
歳以上）は約３割といわれている。つまり、３人に１
人しか文字をきちんと読み書きすることができないの
である。カンボジア政府としては、少数民族の言語な
どももちろん認識しているが、現在のところは国民ひ
とりひとりがカンボジア語をしっかりと学び、識字率
を上げることを急務としている。
　そのため、さまざまな地域でカンボジア語の識字教
室が行われている。例えば、カンボジア教育省がユニ
セフと協力して支援している識字教室は、2000年の時
点で約700の村で合計約700の教室が展開していた。ユ
ニセフの支援している村では、毎年年末になると村の
人々全員が集まり、その村の次年度の年間行動計画に
ついて話し合う。その計画で次年度に識字教室を行う
ことが決定すると、そのための準備が始まる。識字教
室を行うために、村・教育省・ユニセフの３者が協力
し、役割分担をするのである。まず村では、改めて村
全体での話し合いの場を設け、識字教室の先生・生徒
を決定し、識字教室を行う場所を選定し提供する。識
字教室の先生は村の中から選ばれ（元学校教員などが
先生となる場合が多い）、識字教室の生徒はその村の
希望者がなる。希望すれば、子どもから大人まで生徒
として入学することができる。ひとつの教室の生徒数
は約20名である。希望者が殺到した場合はひとつの村
に２つ以上識字教室を開くことができる。しかし、現
実的にはひとつの村につきひとつの識字教室となる場
合がほとんどである。ひとつの村で２つ以上識字教室
を始めるのは、人材・時間・場所などの問題から困難
なのであろう。
　選ばれた識字教室の先生は、教育省とユニセフの支
援により約１ヶ月間の研修を受ける。
　その後、村で識字教室を開始する。このように村の
識字教室活動での教育省の役割は、先生の研修などの
講師として活動全体の実施を支援することである。そ
のほか、識字教室の教科書を村に必要部数分配布し、
村へのモニタリング（識字教室活動がきちんと行われ
ているか視察し確認）をすることである。ユニセフの
役割は、識字教室に必要な物資（黒板、チョーク、出
席簿、ノート、鉛筆など）や資金（研修を実施するた
めの費用など）を提供することである。そして、それ
らに加えて重要なのは教育省や村の人々とコミュニケ
ーションを取り合い、活動をよりよいものとするため
調整することである。
　識字教室は週５日、１日に２時間ほど行われている
（ほとんどが昼時）。だいたい半年から１年かけて学ぶ。

識字教室の基礎編の
教科書の１ページ。
まず文字を学ぶ

（※）学校へ行く機会のなかった人が文字の読み書きを学ぶ教室
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識字教室では、学ぶために教科書が使用されている。
識字教室の教科書はユニセフと教育省が共同で開発し
たもので、カンボジア語の文字の読み書きに加えて簡
単な四則演算、そして生活の知恵も得られるように工
夫されている。四則演算を習得することによって、ゆ
くゆくは自力でおつりなどのお金の計算ができるよう
にするものである。生活の知恵とは、例えば｢お水は
沸かして飲みましょう（村では水がめにためた雨水を
飲んで生活している）」、「家の中はきれいに掃除しま
しょう（不衛生にしていると病気が蔓延する）」、「赤
ちゃんには予防接種を受けさせましょう（多くの赤ち
ゃんが予防接種を受けていない）」、「規則正しい生活
を送りましょう」などのことである。このような基本
的な知恵を確実に得ることによって、文字の読み書き
だけでなく村の人々の生活向上もねらっているのであ
る。教科書は基礎編が１冊、応用編が３冊の計４冊あ
る。なお、識字教室は小学校教育を補うものとしても
位置づけられている。識字教室を修了した生徒は、小
学校３年生に編入することができるのである。

　識字教室の先生62名と生徒1,023名を対象にユニセ
フと教育省が2001年にアンケート調査を行ったとこ
ろ、次のことがみえてきた。識字教室の効果として、
多くの人々がカンボジア語の文字の読み書きをするこ
とができるようになったこと。生徒達の効果として、
読み書きができるようになり、自信がついてきたこと。
教科書の内容を理解することで、読み書きだけでなく、
健康面、衛生面について知識が高まったこと。一部農
業の生産も上がったこと。一部小学校に編入できたこ
と。一定の効果はみえてきているようである。少数民
族の使用する言語の文字を習得するための識字教室は
一部の地域で米国のNGOなどの支援により行われて

いる。このような動きもその民族の権利を尊重するた
めにも、非常に大切なことである。
　なお、カンボジアでのユニセフの活動等について詳
しく知りたい方は、ぜひ拙著「ユニセフ・カンボジア
事務所で働く－国連若手職員の３年間」（2006年、明
石書店）をお読みいただきたい。より多くの方々にカ
ンボジアの現状について知っていただけると、大変あ
りがたいと思う。
　一方、日本では日本語の読み書きのできることは当
たり前なのだろうか。日本にも識字教室はある。例え
ば、大阪府には200以上もの夜間中学校・識字学級・
日本語教室などがあり、5,000人以上が学んでいる。
大阪府だけでもおよそ５～６万人が読み書きに不自由
をしているといわれている（おおさか識字・日本語セ
ンター　http://www.call-jsl.jp/index.html)。札幌市で
も戦争のため、あるいは幼い頃から体に障がいがある
ため、学ぶ機会のなかった人々が大人になってから教
室に定期的に通い、日本語の読み書きを学んでいると
いう。なお、北海道では札幌、旭川、釧路、函館に自
主夜間中学校が存在する。文字の読み書きのできない
ことは遠い国の問題と捉えがちであるが、実は私たち
のごく身近にも存在する問題なのである。

識字教室の応用編の教
科書の１ページ。文字
をひととおり学んだ後、
生活の知恵について学
ぶ。次ページには「下
痢や赤痢、腸チフスな
どの病気にかからない
ためにも、お水は常に
沸かして飲みましょ
う。」などと文章が書か
れている

カンボジア北西部の村の識字教室で生徒達が 読み書きを学ぶ様子。
内戦は終結したが、 地雷はまだこの村に残っている
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太陽に愛された国
スペイン
Spain

■ 重要な歴史

　ヨーロッパのイベリア半島に位置する国スペイン。
“ピレーネー山脈を越えるとそこはアフリカだった”
とかのナポレオンが発したように、ヨーロッパであり
ながら他のヨーロッパ諸国とはかなり異なった地形、
歴史、文化を持つ国、それがスペインである。
　スペインという名前が世界史上に登場してくるの
は、紀元前３世紀にまで遡る。当時地中海の覇権をロ
ーマ共和国とアフリカの都市カルタゴ間で争っていた
（ポエニ戦争）。第二次ポエニ戦争でカルタゴの闘将ハ
ンニバルが象に乗りアルプスの山越えを行った際に、
スペインでその兵を徴集し軍勢を増やしローマに侵入
した時に始まる。その後ハンニバルはローマ進入には
成功したものの結局ローマの勝利に終わり、続く第三
次ポエニ戦争もローマの勝利となりカルタゴは歴史か
ら消滅した。
　その後４世紀フン族の大移動からゲルマン民族が移

動し、ローマ帝国に流れ込み東西に分裂、５世紀には
西ローマ帝国が滅亡、ビシゴート族がスペインを支配
するに至る。
　８世紀、正確には712年イスラム教徒モーロ人がア
フリカからスペインに侵略したのを契機に800年間も
の長い間、スペインはイスラム文化の大きな影響を受
け、キリスト教とイスラム文化が融合した極めてユニ
ークな文化が形成された。
　しかし、その後キリスト教徒のレコンキスタ運動
（失地回復）により、徐々にイスラム支配はスペイン
の地から消え行き、1479年カステージャ女王イサベル
一世とアラゴン王国フエルナンド２世が結婚、両国は
統合され、スペイン王国が誕生し、ついに1492年グラ
ナダ・アルハンブラ宮殿陥落により、イスラム教徒は
イベリア半島から追放されレコンキスタは終結するに
至った。

仮　谷　宣　昭
　1958年北海道三笠市生まれ。神奈川大学外国語学部スペイン語科卒。スペイン、南米に留学した後、
JICA北海道支部にて研修監理員として勤務する。
　1990年には㈶日本国際協力センターに嘱託研修監理員として勤務、現在に至る（現在北海道支所副
支所長）。帯広畜産大学非常勤講師（実用スペイン語）。

かつて絶対王政を誇り、新大陸を発見し、

ゆるぎない存在を世界に知らしめたスペイン。

恵まれた風土と自由な気質は、

エネルギー溢れる独自の文化を持つ。
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■ 大航海時代

　この1492年という年号
はスペインにとって重要
な意味を持つ。つまりジ
ェノバ人コロンブス（本
名／クリストファロ・コ
ロンボ）が、西回りアジ
ア行きの航海援助を、最
初ポルトガルに持ちかけ
たが断られ、次いでイサ
ベル女王に話を持ってい
ったところ、当初はレコンキスタ運動で国が疲弊して
おり資金が苦しいとやはり断られた。もはやこれまで
と思いコロンブスはフランスに向かおうとしてグラナ
ダを出発したところ、女王の使いが来て再考すると言
われた。この逆転劇の背後には、航海資金調達源とな
ったスペインのジェノバ人の力が大きかった（王国経
理官と商人）。もし、この時コロンブスがフランスに
行って、フランスの援助を受けていたならば今の南米
大陸はまた別の歴史をたどり、フランス語が公用語と
して南米で話されていたであろう。
　この世紀の発見となった新大陸発見事業は、教科書
的にはスペイン女王がパトロンになって行われたとな
っているが、その背景ではジェノバ人によって企画さ
れ、ジェノバ人によって成立された事業といえるであ
ろう。
　そしてついに1492年８月３日、カラベラ船サンタ・
マリア号と共に出帆し大航海時代の幕が切って落とさ
れたのである。コロンブスは計４回航海を実施してい
るが、いずれも現在のキューバ・メキシコ湾あたりを
東アジア（インド）にいると意識しその住民をインデ
ィオと命じた。
　結局コロンブスはアジアに抜ける海峡を見つけるこ
となく難船し、失意のうちにスペインに帰国、1506年
その生涯を閉じた。コロンブス以後多くの探検の末、
スペイン王室に仕えるポルトガル人のフェルナンデ
ス・マガジャイス（マゼラン）が1520年、遥か南のパ
タゴニア台地の果てに、現在彼の名で呼ばれる海峡を
発見したのである。
　また、コロンブスの航海に乗船していたフィレンツ
エ人アメリゴ・ヴェスプッチが新世界と唱えたため、
大陸はコロンビアではなくアメリカと呼ばれるように
なった、と一般的には言われているが、実際彼が未知
の大陸であることを喝破したのかは断定できないとこ
ろもあるのも事実である。

■ 言語

　スペインではスペイン語しか公用語として話されて
いないと考えている方が大半を占めると思うが、実は
公用語として四言語が憲法で容認され、実際に話され
ている。
① 「カスティージャ語」通常私達がスペイン語と呼ぶ
のがこの言語である。スペイン中央部カスティージ
ャ地方で生まれた言語で、いわゆる標準語、東京弁
みたいなものである。
② 「カタルーニャ語」東部バルセロナを中心とした地
中海沿岸地方で話されている言語で、地理的にフラ
ンス語の影響を強く受け、どちらかというとフラン
ス語に近い言語。
③ 「ガジェ語」スペイン大陸で唯一多雨多湿気候の北
西部では、ポルトガル語に非常に近い言葉が話され
ている。
④ 「バスク語」北部フランス国境に近い一帯では、①
～③言語が全てロマンス語系であるのに対し、当言
語は系統が全く異なり、謎の言語であると言われて
いて、インド・ヨーロッパ語族がヨーロッパに入っ
てくる以前の言葉とも考えられている。またの名を
エウスケーラ語とも呼ばれ、20世紀スペイン内戦の
フランシスコ・フランコ将軍の独裁政権時代には弾
圧を受け、その言語が使用禁止となった時代もあ
る。

■ お祭り

　底抜けの明るさや想像力豊かな表現力、それこそが
スペインのお祭りの醍醐味であると言える。大部分の
お祭りが宗教に関連していて郷土色豊かな行事が多い
のも特徴である。中でもスペイン三大祭りと呼ばれる
「バレンシア・ホセの火祭り」、「セビージャの春祭り」、
「パンプローナのサン・
フェルミン（牛追い
祭）祭」には世界中か
ら観光客が押し寄せ、
一度は見てみたいお祭
りである。
　他にも“トマト祭り”
というユニークなお祭
りもある。これは小さ
な町ブニョールで毎年
8月に開催される。約
140トンのトマトをト

クリストファロ・コロンボ 

トマトまみれのトマト祭り 
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ラックに山積みに用意して正午12時の号砲と共に一斉
に１時間もの間トマトを投げあうお祭りバトルであ
る。観光客も気がつけばトマトを掴み、立派な（？）
参加者になれるのである。

■ 食事

　スペイン人は日に５回食事をするといわれている。
朝食（７時）、おやつ（11時）。昼食（14時）おやつ
（17時）、夕食（22時）。
　若い女性はダイエットに気を遣っているが、年齢を
重ねるうちに気を遣わなくなるためスペイン女性は50
歳を超えると皆さん立派なお腹になっていくのもうな
ずける。メインの食事は昼食で、地方では１～２時間
かけてゆっくり食事をとり、その後、シエスタ（昼
寝）に入るのである。なにを隠そう、私も留学時代に
はこの習慣が非常に気に入っていた次第である。とか
く忙しい日本では考えられない習慣である。また、ス
ペイン人は他のヨーロッパ諸国の人と比較し非常によ
く魚介類を食べる。そしてお米も食べる。米料理の代
表ではパエジャ（サフラン入り炊き込みご飯）が日本
人には一番馴染みのあるスペイン料理ではあるが、こ
れも元々イスラム教モーロ人が稲作をスペインに伝播
したことによる。（1905年日本から４人の技術指導者
が招かれて指導したという記録もある）
　このパエジャはバレンシア地方のエル・パルマール
村で作られたものが本家本元であり、当地では鰻、
鴨、野鳥、兎の肉入り等、その種類は200種類にも及
ぶと言われている。
　一方、飲み物でスペインの食卓に欠かせないのがワ
インである。どんな小さな田舎のレストランに行って
も、その土地で作ったワインがあり、つぼ焼きの器に
入って出てくる。これがまた実に美味しい。スペイン
ではワインと言えば赤をさすが、夏には氷を入れて冷
やして飲んでもよい。（これにフルーツ類を入れると、
サングリアという飲み物になる）是非皆さんもスペイ
ンワインをお試しあれ！

■ 国営宿舎

　スペインに行ったら必ず宿泊して欲しいのがこのパ
ラドールである。スペイン国内に91ケ所あり、古城、
豪族の邸宅、修道院等を改造し国がホテルとして提供
しているものである。価格も通常のホテルよりは一般
的に安価で（場所にもよるが）中世の雰囲気を味わえ
る価値ある空間を有する。ご存知のようにスペインに

は世界遺産が37もあり、ひとつの国にある数としては
世界で一番と言われている。（二番目はイタリアの36）
この世界遺産を訪問する際にパラドールを利用すると
生涯忘れられない思い出となることは疑いの余地の無
いところである。
　但し、このパラドール予約はインターネットで可能
であるが、人気のある場所は一年以上も前から予約待
ちの状態の所もある。

国内に点在するパラドール 
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JICE講座一覧

講義日 講師名 内　容
4月14日 藤原　幸恵 導入
4月21日 藤原　幸恵 カンボジアの歴史と文化
4月28日 阿部　アイシン トルコの文化事情
5月19日 キムラ カルロス アルベルト ヒロシ ブラジルの文化事情
5月26日 キムラ カルロス アルベルト ヒロシ アンゴラの文化事情
6月2日 チャンタソン・インタヴォン ラオスの文化事情
6月9日 藤原　幸恵 前半のまとめ
6月16日 藤原　幸恵 国連・ユニセフについて
6月23日 藤原　幸恵 ユニセフによるカンボジア支援
6月30日 藤原　幸恵 ユニセフの農村開発の進め方
7月7日 藤原　幸恵 ワークショップ
7月14日 藤原　幸恵 留学生による自国紹介（ルーマニア）
7月21日 藤原　幸恵 ユニセフの識字教室
7月28日 藤原　幸恵 総括

平成16年度　前期「比較文化Ⅰ」
　講義回数：14回
　受講学生：19名

講義日 講師名 内　容
10月6日 井川　龍二郎 導入、ピジン英語
10月13日 仮谷　宣昭 スペイン語
10月20日 志賀　重仁 ルーマニア語
10月27日 キムラ カルロス アルベルト ヒロシ ポルトガル語
11月10日 藤原　幸恵 クメール語
11月17日 藤原　幸恵 クメール語
11月24日 山本　雄子 中国語
12月1日 阿部　アイシン トルコ語
12月8日 久山　宏一 ポーランド語
12月15日 久山　宏一 ポーランド語
12月22日 香取　潤　 ロシア語
1月12日 チャンタソン インタヴォン ラオス語
1月19日 大島　新人 タイ語
1月26日 ティプコーン アンチャリーポーン タイ語
2月2日 井川　龍二郎 総括

平成16年度　後期「対照言語学Ⅱ」
　講義回数：15回
　受講学生：33名

北海道教育大学「JICE講座 講義録」
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講義日 講師名 内　容
4月13日 井川　龍二郎・仮谷　宣昭 導入
4月20日 仮谷　宣昭 スペイン、ポルトガル文化事情
4月27日 藤原　幸恵 カンボジア文化事情
5月18日 藤原　幸恵 カンボジア文化事情
5月25日 仮谷　宣昭 スペイン文化事情
6月8日 仮谷　宣昭 南米諸国文化事情
6月15日 仮谷　宣昭 南米諸国文化事情
6月22日 山本　雄子 中国文化事情
6月29日 阿部　アイシン トルコ文化事情
7月6日 香取　潤　 中央アジア諸国文化事情
7月13日 香取　潤　 中央アジア諸国文化事情
7月20日 山本　雄子 中国文化事情
7月25日 仮谷　宣昭 南米諸国文化事情
7月27日 久山　宏一 東欧諸国文化事情
8月3日 井川　龍二郎・仮谷　宣昭 総括

平成17年度　前期「比較文化Ⅰ」
　講義回数：15回
　受講学生：47名

講義日 講師名 内　容
10月5日 井川　龍二郎 導入
10月12日 藤原　幸恵 カンボジア文化事情、JICA・ユニセフの活動
10月19日 藤原　幸恵 クメール語
10月26日 志賀　重仁 ルーマニア語
11月2日 山本　雄子 中国語
11月9日 ティプコーン アンチャリーポーン タイ文化事情
11月16日 大島　新人 タイ語
11月30日 仮谷　宣昭 スペイン語
12月7日 仮谷　宣昭 スペイン語、南米諸国の先住民族の言語
12月14日 阿部　アイシン トルコ語
12月21日 久山　宏一 ポーランド語
1月11日 香取　潤　 ロシア語、中央アジア諸国文化事情
1月25日 山崎　健二 アラビア語、アラブ文化事情
2月1日 井川　龍二郎 総括

平成17年度　後期「対照言語学Ⅱ」
　講義回数：14回
　受講学生：16名

第2章　異文化コミュニケーション論 JICE講座
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講義日 講師名 内　容
4月12日 岸本　昌子・井川　龍二郎・仮谷　宣昭 導入、ベトナムでの活動報告（JICA専門家）
4月19日 山崎　健二 アラブ諸国文化事情
4月26日 仮谷　宣昭 スペイン文化事情
5月17日 仮谷　宣昭 スペイン文化事情
5月24日 仮谷　宣昭 メキシコ文化事情
5月31日 仮谷　宣昭 パラグアイ文化事情
6月7日 仮谷　宣昭 ペルー文化事情
6月14日 仮谷　宣昭 アルゼンチン文化事情
6月21日 大島　新人 タイ文化事情
6月28日 阿部　アイシン トルコ文化事情
7月5日 香取　潤　 ロシア文化事情
7月12日 久山　宏一 ポーランド文化事情
7月19日 仮谷　宣昭 チリ文化事情
7月26日 井川　龍二郎      パプアニューギニア文化事情
7月31日 井川　龍二郎・仮谷　宣昭 総括

平成18年度　前期「比較文化Ⅰ」
　講義回数：15回 
　受講学生：46名

講義日 講師名 内　容
10月4日 井川　龍二郎・仮谷　宣昭 導入
10月11日 井川　龍二郎 ピジン英語
10月18日 内山　選良 スワヒリ語とその世界
10月25日 阿部　アイシン トルコ語
11月8日 志賀　重仁 ルーマニア語
11月15日 水口　美知子 スリランカ、シンハラ語
11月22日 クスワン ワヒュウ ムリアント インドネシアとその言語
11月29日 大島　新人 タイ語（言語と文化システム）
12月6日 ティプコーン アンチャリーポーン タイ語（挨拶と言語）
12月13日 仮谷　宣昭 スペインにおける4公用語
12月20日 久山　宏一 ポーランド言語事情
1月10日 香取　潤　 ロシア語、中央アジア諸国言語事情
1月17日 チャンタソン インタヴォン ラオス語と教育事情
1月24日 仮谷　宣昭 南米諸国のスペイン語
1月31日 井川　龍二郎・仮谷　宣昭 総括

平成18年度　後期「対照言語学Ⅱ」
　講義回数：15回
　受講学生：14名

北海道教育大学「JICE講座 講義録」

59



講義日 講師名 内　容
4月11日 井川　龍二郎・仮谷　宣昭 導入、ピジン英語
4月18日 内山　選良 スワヒリ語とその世界
4月25日 水口　美知子 スリランカ、シンハラ語
5月2日 香取　潤　 ロシア語、中央アジア諸国言語事情
5月9日 大島　新人 タイ語
5月16日 久山　宏一 ポーランド言語事情
5月23日 仮谷　宣昭 スペインにおける4公用語
5月30日 チャンタソン インタヴォン ラオス語と教育事情
6月6日 藤原　幸恵 カンボジア、クメール語
6月13日 志賀　重仁 ルーマニア語
6月20日 ティプコーン アンチャリーポーン タイ語（挨拶と言語）
6月27日 クスワン ワヒュウ ムリアント インドネシアと言語を知る
7月4日 及川　佳織 中国をとりまく諸事情
7月11日 阿部　アイシン 日本語とトルコ語対照分析
7月18日 井川　龍二郎・仮谷　宣昭 総括

平成19年度　前期「対照言語学Ⅰ」
　講義回数：15回
　受講学生：47名

講義日 講師名 内　容
10月10日 井川　龍二郎・仮谷　宣昭 導入、パプアニューギニア文化事情
10月17日 藤原　幸恵 カンボジア文化事情
10月18日 水口　美知子 スリランカ文化事情
10月31日 仮谷　宣昭 スペイン文化事情
11月7日 仮谷　宣昭 メキシコ文化事情
11月14日 内山　選良 タンザニア文化事情
11月21日 久山　宏一 ポーランド文化事情
11月28日 大島　新人 タイ文化事情
12月5日 及川　佳織 中国文化事情
12月12日 及川　佳織 中国文化事情
12月19日 利根川　佳子 エチオピア文化事情
1月9日 香取　潤　 中央アジア諸国文化事情
1月16日 仮谷　宣昭 アルゼンチン文化事情
1月23日 藤原　幸恵 カンボジア社会事情
1月31日 仮谷　宣昭                総括

　

平成19年度　後期「比較文化Ⅰ」
　講義回数：15回
　受講学生：97名
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講義日 講師名 内　容
4月11日 仮谷　宣昭                導入
4月18日 藤原　幸恵 カンボジア文化事情
4月25日 キムラ カルロス アルベルト ヒロシ アンゴラ文化事情
5月2日 水口　美知子 スリランカ文化事情
5月9日 藤原　幸恵 カンボジア社会事情
5月16日 香取　潤　 中央アジア諸国文化事情
5月23日 及川　佳織 中国文化事情
5月30日 大島　新人 タイ文化事情
6月6日 阿部　剛 ザンビア文化事情
6月13日 木村　健太 ガーナ文化事情
6月20日 仮谷　宣昭                スペイン文化事情
6月27日 久山　宏一 ポーランド文化事情
7月4日 仮谷　宣昭                グアテマラ文化事情
7月11日 仮谷　宣昭                ペルー文化事情
7月18日 仮谷　宣昭                総括

平成20年度　前期「異文化コミュニケーション論」
　講義回数：15回 
　受講学生：12名

講義日 講師名 内　容
10月3日 仮谷　宣昭                導入
10月17日 藤原　幸恵 カンボジア文化事情
10月24日 水口　美知子 スリランカ文化事情
10月31日 藤原　幸恵 カンボジア社会事情
11月7日 阿部　剛 アフリカ＆ザンビア文化事情
11月14日 阿部　剛 ザンビア教育事情
11月21日 櫻井　貴之 タイ文化事情、山岳民族
11月28日 櫻井　貴之 タイ（山岳民族）教育事情
12月5日 木村　健太 ガーナ文化事情
12月12日 及川　佳織 中国文化事情
12月19日 及川　佳織 中国文化事情
1月23日 野村　潤也 中央アジア諸国文化事情
1月30日 仮谷　宣昭 スペイン文化事情
2月6日 仮谷　宣昭                総括

　

平成20年度　後期「比較文化Ⅰ」
　講義回数：14回 
　受講学生：39名（2名聴講生含む）

北海道教育大学「JICE講座 講義録」

61



講義日 講師名 内容
4月17日 仮谷　宣昭                導入
4月24日 野村　潤也 中央アジア諸国文化事情
5月1日 野村　潤也 中央アジア諸国文化事情
5月8日 木村　健太 ガーナ文化事情
5月15日 キムラ カルロス アルベルト ヒロシ ブラジル他ポルトガル語圏文化事情
5月22日 大島　新人 タイ文化事情、コミュニケーション
5月29日 藤原　幸恵 異文化理解ワークショップ
6月5日 藤原　幸恵 カンボジア文化事情、識字教育
6月12日 及川　佳織 中国文化事情
6月19日 及川　佳織 中国社会事情（農村部）
6月26日 水口　美知子 スリランカ文化事情
7月3日 阿部　剛 アフリカ＆ザンビア教育事情
7月10日 櫻井　貴之 タイ文化事情、山岳民族
7月17日 仮谷　宣昭                スペイン文化事情
7月24日 仮谷　宣昭                総括

平成21年度　前期「異文化コミュニケーション論」
　講義回数：15回
　受講学生：19名（1名聴講生含む）

講義日 講師名 内容
10月2日 仮谷　宣昭                導入
10月16日 阿部　剛 アフリカ＆ザンビア文化事情
10月30日 阿部　剛 アフリカ＆ザンビア文化事情
11月6日 水口　美知子 スリランカ文化事情
11月13日 吉田　陽一 チュニジア文化事情
11月20日 及川　佳織 中国文化事情
11月27日 及川　佳織 中国文化事情
12月4日 木村　健太 ガーナ文化事情
12月11日 櫻井　貴之 タイ文化事情、山岳民族
12月18日 仮谷　宣昭 スペイン文化事情
1月8日 キムラ カルロス アルベルト ヒロシ アンゴラ文化事情
1月22日 藤原　幸恵 カンボジア文化・社会事情
1月29日 櫻井　貴之 タイ文化事情、山岳民族
2月8日 仮谷　宣昭                総括

平成21年度　後期「比較文化Ⅰ」
　講義回数：14回
　受講学生：32名

第2章　異文化コミュニケーション論 JICE講座
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第3章

JICE講座
講師と学生、それぞれの発見
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講師座談会
学生たちに伝えたいこと

■ 「アフリカ＝貧しい」を問う

仮谷●本日は、お忙しいところご出席いただきありが
とうございます。まず本講座開設にご尽力いただいた
佐藤教授より開設の主旨、経緯についてお話いただき
たいと思います。

佐藤●本来ならもっと早くに皆
さんにご挨拶すべきでしたが、
今日、こういう形が初めてにな
り、誠に申し訳ありません。私
の専門ではないのですが、大学
の授業で持っている社会言語学
の教科書には、世界中のいろい
ろな国が多言語社会であると書かれています。たとえ
ばある国では、学校や役所では公用語、市場では別の
言語、家に帰ると部族の言語を使っているとか。言語
によって起きた紛争をなだめるために公用語を４つも
認めているところもあります。こういう話を学生にす
ると知識として理解はできるのですが、実際に行かれ
た方の話を聞く方が迫力があり、実感も違ってきま
す。それが主な理由でJICEから講師を派遣していた
だくことになり、JICEとの事業締結もされることに
なりました。

仮谷●ただ今、佐藤教授からお話があったように、本
講座は多種多様なバックグランドを有するJICEの研
修監理員及び職員が交代で講師を務め、異文化理解や

多言語社会をテーマに講義を行ってきました。それで
は順に自己紹介を兼ねて、当講座を担当した年、授業の
内容、進め方についてお話いただきたいと思います。

木村●2008年からこれまでに
３回、授業をやってまいりまし
た。私は2002年から2004年ま
で青年海外協力隊でガーナの田
舎の高校で理数科教師として働
いておりました。おもにその時
の経験をお話しています。
　日本人が持っているアフリカイメージはすごく貧し
い等ネガティブなイメージが多く、実際そういうニュ
ースも多いと思うのですが、私が暮らしていた田舎の
町の人々がどういう生活をしていたかを話すことで、
実際はそうじゃないんだよというメッセージを学生に
は伝えたいと考えました。アフリカの半数の人は１日
１ドル以下の生活費で暮らしていると言われており、
それを聞いてかわいそうと思う人が多いですが、一概
には言えません。たとえば私が住んでいた村では、１
日分の主食が15円くらい、コーラが10円くらい、タ
クシー初乗り10円、飴玉５円くらい。ですから１日
１ドルでふつうに暮らしていける。
　１日１ドルでも、笑顔で楽しく暮らしていることを
伝えたかったのです。学生の反応を聞くとある程度伝
わったのかなと思います。よい機会を与えていただい
て感謝しています。

多様な国際協力の経験を有する講師が大学の教壇に立つ「JICE講座」。講師は、どのような問題意識に立ち、

学生たちに何を伝えたいと願っているのだろうか。一方、学生たちの反応はどうか。講座開設にあたった

北海道教育大学佐藤吉文教授を中心に、講師が語り合った。（敬称略）
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阿部●私も2004年から2006年
まで２年間、ザンビアで青年海
外協力隊の理数科教師の活動を
しておりました。私の任地は協
力隊でさえ珍しい、水も電気も
ガスもないところでした。そう
いう意味では一般の方が協力隊
に対して抱くイメージに最も近い場所だったかもしれ
ませんが（笑）。
　講義では、そこに住まないとわからない話、ローカ
ルな話をやっております。さらに、できるだけ学生に
アフリカをイメージしてもらいやすいように体験型の
講義にしています。具体的にはアフリカといえばチョ
コレートかなと思いますので、チョコレートを最初に
食べてもらって、これはどこから来たのか、どう加工
され誰が甘い汁を吸っているのか、自分たちが食べて
いるチョコレートのバックグラウンドを感じてもらっ
ています。もう一つのポイントは、視覚に訴えること
です。写真を使い、なるべく学生がイメージを膨らま
せやすいように工夫しています。私は日本で教員をや
っておりましたし、また学生の何人かは将来教員をめ
ざしていますので、教壇に立つ時に伝える工夫、テク
ニックもそこで学んでもらいたいと思ったのです。
　学生に一番伝えたいのは、ものの見方です。ひとつ
にこだわるのではなくいろんな方向から見てもらいた
いと。それが伝わるように授業を組み立てています。
振り返りシートにも私のポイント通りの答えが返って
くることもあり、うれしく思いました。講座を通して
私の大好きなザンビアに興味を持ってもらえるのはう
れしいし、今後もJICE講座でご協力できることがあ
ればさせていただきたいと思っています。

■ 教育、国籍…、日本の“当たり前”が
 ない社会

藤原●JICE講座の始まりまし
た５年前から、お話させていた
だいております。私は国連のユ
ニセフはカンボジア事務所で３
年間、識字教室（カンボジアの
場合、カンボジア語の読み書き
を学ぶ）の担当をしていまし
た。現地では識字教室の先生ではなく、700ヶ所の村
の識字教室を運営する仕事をしていました。具体的に
は、資金・物資の提供と、さまざまな問題の解決・調
整などをしていました。

　カンボジア政府の統計によると、カンボジアの国全
体の識字（文字の読み書きのできる）率は約７割とい
われています。しかし、私たちが実際にさまざまな地
域の村々へ赴き調査した結果では、識字率は３割くら
いでした。カンボジアでは内戦が長く続いたこともあ
り、学校へ満足に通うことのできる人々が限られてい
るのです。村の人々の教育を受けたいという思いは強
く、識字教室はなくてはならない存在です。ユニセフ
の識字教室を１年受ければ、ほとんどの人は文字の読
み書きができるようになります。文字の読み書きがで
きることによって、生徒は自信を持ち、さまざまな情
報を得ることができるのです。また、識字教室の教科
書には、「水は沸かして飲みましょう」、「予防接種を
受けましょう」、などの生活の知恵が書かれています。
教育を通じてそのような知恵を得ることは、病気を予
防し生活を向上するために大切なことなのです。
　カンボジアの公用語はカンボジア語で、国民の９割
はカンボジア語を話します。一方、山岳民族や隣国の
ラオス語を母語としている民族もいます。それらの民
族の住む地域では公用語であるカンボジア語ではコミ
ュニケーションがとれず、カンボジア語の識字率はま
たさらに低いのです。しかし、そのような地域でも国
の政策として学校ではカンボジア語を学ぶことになっ
ていて、それぞれの民族の言語を学校で学ぶことはま
だなされていないのです。ユニセフの支援する識字教
室もカンボジア教育省と協力して行われていますの
で、全ての地域においてカンボジア語で行っておりま
す。ラオス語圏の地域でも識字教室をカンボジア語で
行っているのです。先ほど「識字教室を１年受けれ
ば、ほとんどの人は文字の読み書きができるようにな
ります」と申し上げましたが、ラオス語圏の人々につ
いては、識字教室を１年受けてもカンボジア語の読み
書きはカンボジア語を母語としている人々ほどの上達
はみられませんでした。ふだんラオス語を話してお
り、カンボジア語と無縁の生活を送っているからだと
思います。そして、彼らはラオス語を話せるけれど
も、その多くはラオス語の読み書きはできないので
す。識字教室でラオス語の読み書きを学べば、習得は
もっと早かったのではないかと思っています。ラオス
語の読み書きをまた学ぶような機会に恵まれるといい
のではないかと思いました。このような経験を伝えた
いと思っていましたから、これまで講座でお話させて
いただいたことに感謝しておりますし、これからもぜ
ひ続けさせていただきたいと思っております。
　私がなぜ国際協力の仕事をしてきたか、という話も
学生さんたちにしていきたいです。私は大学時代から
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始めた山登りが大好きです。大学を卒業し、民間企業
に就職してから休みを利用してネパールへ行き、世界
最高峰のエベレストも含めて美しい山々を見てきまし
た。その時参加したネパール行きのツアーでは、山々
を見学する他に、難民キャンプや識字教室の視察があ
りました。識字教室では、大人がネパール語の読み書
きを一生懸命、炎天下で学んでいる様子に衝撃を受け
ました。私自身は小さい頃から本を読み、文字を通し
て知識を得てきましたから、文字のない生活は考えら
れませんでした。そのため、文字を学ぼうとする彼ら
の役に立つようなことをしたいと思ったのがきっかけ
なのです。このようなことを話すことで、学生さんも
視野を広げていただけたらいいなとも思っています。

櫻井●私は皆さんのように１年
も２年も海外に行った経験はな
いのですが、 学生時代にタイ、
ミャンマー、ラオスにまたがり
分布している山岳少数民族を研
究しており、フィールド調査を
現地で２か月ほど行った経験を
もとに授業をしています。 山岳民族の祖先は中国にあ
り、政治的な理由から南下した歴史があります。 もと
もとは自給自足の生活スタイルだったのが今は定住化
を強いられて、山岳民族でありながら平地で生活して
います。 これまで貨幣などなくても生活できたものが
今では現金収入がないと生活できない、 そのためには
学校へ行かなければならない。授業では山岳民族が抱
えているこうした問題をできるだけリアルに伝えてい
きたいと思いまして、写真などビジュアル媒体を用い
て伝えています。 
　もう一つ心がけているのは、一面的ではなく広い視
点でとらえることです。 山岳民族の問題は、貧困はじ
めキリがないのですが未来に向けていきいきと前向き
に生きている。それが彼らの姿です。 そして伝統文化
が徐々に失われながらも、伝統を守るためのコミュニ
ティレベルの伝統文化継承・保存活動があったり、 各
国のNGOや国際機関に支えられながら前向きに生き
ており、 暗い面と明るい面の両面を伝えることができ
たらと思います。 
　その際に私が取り入れているのは、独自に開発した
ゲーム形式の教材です。昨年、後期の授業で取り入れ
ました。 学生一人一人を山岳民族と仮定し、各自にそ
れぞれ異なるプロフィールが与えられます（国籍の有
無、両親の職業など）。 そして、時間とともに何らか
の出来事が発生し、それに応じて各自を取り巻く状況

に変化が生じるというものです。 例えば、タイは雨が
多いことに関し、学校から近いところに住む民族は比
較的影響が少ないのですが、 山の上のほうに住む民族
は、学校に通えなくなる。 また、兄弟が病気になった
りすると自分も農作業を手伝わなければならないとい
うケースもある。 でも悪いことばかりではなく、
NGOが仲介して国籍のなかった子が国籍を取得でき
るというケースも折り込んでいます。 ゲーム感覚で、
山岳民族の生活や抱える問題を体感することをねらい
としております。

■ 多民族・多言語国家の今を伝える

野村●私は平成20年度に中央
アジアについての講座を担当さ
せていただきました。私自身、
ロシア語を専攻し、留学先もロ
シアで、卒業後は通訳を経て
JICEの仕事をするようになり
ました。そもそもロシア自体が
100とも130以上とも言われる民族の数の多い地域で
すから、ロシア人以外の民族と知り合う機会もよくあ
りましたし、数年間、通訳でお付き合いした北方領土
や、サハリンなどの辺境的な場所にも仲よくしている
人が多いです。
　私が講義の中で気をつけていることは、必ずソ連邦
の話から入るということです。そうしないとわかりづ
らいことが多いのです。91年にソ連邦が崩壊して独
立したという共通部分から始めて、その後でそれぞれ
の国について話を進めるようにしています。ソ連邦崩
壊や中央アジア地域の歴史では経済の話が基調になり
ます。それには比較的多く時間をさいています。かつ
てはソ連邦の政治・経済の中心であった現在のロシア
との関わりなしには話せないと思います。その上で、
日本人に比較的近い文化を持ったアジア的な人である
ことや、イスラム教徒でありながらイスラム教につい
て厳しく戒律を守る人は比較的少ないことも特徴的で
す。ロシアでも中国でも東欧でもない地域なのです。
日本人が思っている以上に、中央アジアの人々は日本
人に敬意を持っています。国によっては日本人そっく
りの顔をした人たちもいます。中央アジア５カ国の名
前くらいは知っているけど人々の外見もよくわからな
いという地域なので、できるだけ映像を使って講義し
たいところですが、中央アジアがマスコミに取り上げ
られることは少なく、資料を探すのには苦労します。
自分が持っている写真を駆使して話をしています。
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及川●私は2007年から講座を
担当させていただき、今年で３
年目です。中国の武術、カンフ
ーや太極拳を20年以上、練習
しておりまして、中国と関わる
きっかけも武術からです。中国
の知識や印象は自分自身が体験
したものが骨格になっています。中国語を学ぶように
なってから、もっと体系だった勉強をしてみたいと大
学院で１年間、中国へ留学しました。
　中国は日本人にとってあまりにも身近で大きな存在
です。それで私は「あなたは中国についてどんなイメ
ージをもっているのですか」と先に聞くんです。そこ
で確認してもらうのは、中国について何も知らない人
はいない、みんな何かは知っているということです。
そのふつうの日本人が持っている中国のイメージ、知
識を検証する形で講義を進めていきます。たとえば日
本人にとって最もなじみの深い餃子も、日本では焼い
てお皿に載っているものですが、中国では必ず水餃子
であり、注文する時も「一人前」ではなく、「小麦粉
何ｇ」と言うのです。なぜなら中国では餃子は主食だ
からです。そういった身近なことから本当に私たちは
正しい中国を知っているのかと問いかけたいのです。
近年は、文化よりも社会問題、特に去年あたりから食
の安全問題に関心のある人が非常に多いです。文化を
楽しく語るだけでは満足していないんだなと思いまし
て、社会問題にも言及するようにしました。たとえば
「簡単に農薬を使ってしまう中国人が許せない」と学
生は言いますが、どうして中国人はそういうことをす
るかというと、社会的に貧富の差が大きく、どんな手
を使ってもお金を儲けたいということがあり、また、
農薬をかけたらどうなるか想像できない教育程度だと
いうことも伝えます。すると話はそう単純じゃないと
いうことがわかってもらえる。そうするうちに、メデ
ィアなり人から聞いた中国は正しいのか、自分の目で
確認してから判定を下してもいいんじゃないかという
ようになります。
　私は大学院で言語を専攻していましたので、言語に
ついては必ずお話します。中国は漢民族を含めて56
民族がいる多民族国家でそれぞれに言語をもっている
のですが、今の中国で問題になっているのは漢民族の
中での方言の差なんです。講義で、北京語（北方方
言）、上海語（上海方言）、福建語（福建方言）、広東
語（広東方言）の同じフレーズを聞かせると「振り返
りシート」に「こんなに違うとは思わなかった」と必
ず書いています。国として統一する場合にどう意思の

疎通をするか、そのためには漢字だという話をしてい
ます。共通語の普及をしていても実際には50％程度
だという話もあります。そんなふうに私自身の経験か
ら出発して、ご近所にもクラスメイトにもいる中国人
をどう理解したらいいかを自分自身で考えてもらいた
いというのが私の講義の中心的な考え方です。

■ 世界史的視点からのアプローチ

仮谷●それでは最後に私、仮谷
と申します。私は道産子で、生
まれたところが三笠という街で
す。神奈川大学でスペイン語を
専攻しました。JICE講座が始
まった平成16年度からスペイ
ン、あるいはスペイン語圏の言
語と文化を紹介しています。余談になりますが、私の
生まれた三笠市は、スペイン語で “ミ・カーサ”、マ
イハウスという意味になります（笑）。大学時代に１
年間休学してスペインに留学していました。卒業後は
東京のメキシコレストランでアルバイトしてお金をた
めて南米のチリ、アルゼンチン、ウルグアイ、ペル
ー、ボリビアを約１年かけて放浪の旅をしました。国
際協力の業界に入ったのは28歳のときで、当初、３
年間はJICAでスペイン語の研修監理員を勤めていま
した。それからJICEに籍が移って今日に至り、トー
タル22年間になります。この講座のほかにも帯広畜
産大学で、実用スペイン語を非常勤で、後期のみ隔週
で教えています。
　私は個人的に世界史が好きなので世界史的な観点か
らお話をしています。みなさんご存じの大航海時代、
コロンブスがスペインを出発して新大陸を発見しまし
た。実はコロンブスは最初ポルトガルの王様に資金援
助を求めたのですが断られ、次にスペインのイザベラ
女王にも断られました。そこで次にフランスの王様に
資金援助を求めるべく、とぼとぼ歩きフランスに向か
う途中、追いかけてきたイザベラ女王の家来に引きと
められ、再度交渉の末資金援助を得られたのです。も
しフランスの資金援助を基に新大陸が発見されていれ
ば、今、世界で約３億7000万人もの人々が公用語と
して使用されているスペイン語がフランス語になって
いたでしょう。それも歴史の偶然だと思います。
　さらにメキシコ以南の南米諸国の文化も紹介してい
ます。私もDVD、ビデオ等なるべく視聴覚教材を使
ったり、会話形式で学生たちの反応をみながら授業を
進めています。
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　この講座を通して私は学生たちに日本でスタンダー
ドな英語以外の言語にも興味をもってもらいたい、そ
して一度は日本という小さな島国を出て、自分の目で
見た他国との違いについて再認識し、自分の知見を広
めてもらえたらいいなと思っています。

佐藤●ありがとうございます。感動して聞いていました。
　言語が生き残るには、経済的な力と政治的な力、歴
史の偶然もあるんですが、民族の誇りというのも非常
に強い要因になっています。例えば、奇跡的に復活し
た例がイスラエルのヘブライ語です。聖書くらいでし
か見られなくなった古代ヘブライ語を1700年の時を
経てエリエゼル・ベン・イェフェルダーがほぼ独力で
話し言葉として復活させました。彼は、それを自分の
息子に家でイスラエル語しか使わせないでヘブライ語
を彼の母語にしてしまいました。その親子関係がどう
なったかにも興味がありますが、それで初めてヘブラ
イ語のネイティブができた。そこから現代ヘブライ語
は出発し、いまでは、イスラエルの公用語になってい
ます。ですから少数民族が民族のアイデンティティと
して守っている場合には残るのですが、それがなかっ
たり、書き言葉がない場合は死に絶えてしまうことが
多いのです。そういう話も実際に行かれている方が話
してくれると迫力あるなと思い、この５年間を感謝し
て振り返っています。

■ 学生にとっての「JICE講座」

仮谷●最近の学生は授業中、ほとんど質問がないので
すが、「振り返りシート」を読むとけっこう中身の濃
い質問が書かれています。皆さんの中で特に記憶に残
っている質問や振り返りシートの記述があれば教えて
もらえますか。

藤原●日系ブラジル人の学生さんから、札幌にも夜間
中学校があることを知らされました。札幌の夜間中学
校では、現在90名近くの生徒達が学んでいます。第
二次世界大戦の混乱で、学校で学ぶことのできなかっ
た高齢者の方々が主に学んでいます。若い障がいを持
つ生徒さんも学んでいます。夜間中学校では、文字の
読み書き、国語、数学、英語を生徒のレベルに合わせ
て学んでいます。日系ブラジル人の学生さんが振り返
りシートに「カンボジアの識字教室に共感しました。
私も夜間中学校で教えていて、ぜひ見に来てほしいで
す」と書いてくれました。その誘いがありましたの
で、私も２回ほど見学に行かせていただきました。興

味のある方は、どなたでも見学することができるそう
です。
　夜間中学校の場の雰囲気のあたたかさ、生徒さんの
学ぶことへの熱意は、カンボジアで見た識字教室の様
子と共通するものを感じました。このような場を日本
で身近に見ることができ、感激でした。私自身が学ぶ
ことが多かったです。このような夜間中学校があるこ
とを、大変ありがたいことと思いました。

阿部●私は２週講義がある場合は、まず最初に「ザン
ビアには73の言葉があって、民族がいて、横の人と
会話をするのも大変なんだよ」と言います。すると振
り返りシートには「言葉がたくさんあるのは大変なこ
となんだ」という考えが返ってきます。けれども２週
目に「だけどザンビアにはこれまで一度も内戦がない
んだよ。いろんな言葉、いろんな文化に接しているか
ら、生まれながらに多文化共生ができているんだよ」
という話をすると「あ、多言語もいいです」と。物事
をいろいろな角度で見られるようになったことをうれ
しく、また、頼もしく思います。

木村●貧しい人ばかりという、学生が持っているアフ
リカのイメージを変えたかったのですが、それはある
程度学生に伝わりました。さらに「ガーナの人々はこ
のまま援助をしていかなくてもいいのですね」という
意見もありました。日本のODAはじめ世界中からア
フリカにさまざま援助がされていますが、これは必要
です。では、どこの部分に援助が必要なのか、その見
極めが必要だということを学生には伝えたかったし、
学生にもそこまで考えてもらいたいと思ってやってき
ました。

櫻井●阿部さんがおっしゃったことで印象に残ってい
るのは、異なる物の見方を持つという点です。 私の授
業において実感したことを、紹介したい。先程お話し
た、ゲーム感覚でのワークショップの例です。 親も農
業で現金収入がない、一方は親も町で働いていて現金
収入がある。そういうバックグラウンドの違いが、 天
候ですとか、家族の問題などに影響され、学校をやめ
て町で働かなければならなくなるなど、どんどん分か
れていって、ゲームが終わったころにはそれぞれ結果
が異なっていく。 抜粋なのでそのまま読み上げます
が、ある男子学生から、このような感想をいただきま
した。 『ゲームの中で特に自分には何かが起こるわけ
でもなくて、もともと両親が国籍を持っていて、学校
にも通っている。 ゲームが終わった後もそれほど何も
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思わなかった。でも周りの人の結果を聞くと、自分の
カードがどれほど恵まれたものだったかを知った。 そ
ういう視点で物事を見ていかなければならないと思っ
た』 表面的な感想を寄せる学生が多い中、彼は異なる
物の見方を持つという点で、よく考えていると思いま
した。

仮谷●本講座は、将来の教育現場を担うであろう学生
たちにとって、多文化、異文化社会について学ぶのみ
ならず、世界と日本との違いを再認識するよい機会で
もあると思うのですが、その点に関してはどうでしょ
うか。

及川●教育大学ということで、中国の教育についてお
話することもありました。今年、私が個人的に視察に
行った農村の様子や、２～３年前に大きな話題になっ
た代用教員の問題です。貧しい農村には先生のなり手
がないために教育が行き届かないのです。すると学生
は非常に怒るんです。「中国はオリンピックができる
国力がありながら、子供の教育をないがしろにしてい
るのはいけない」とか「貧しい人のことも見るべき
だ」と。それを読むと、若い人は理想が高いなと感じ
ます。そういう純粋な気持ちをぜひ持ち続けてほしい
なと思うんですね。ただ、他の国と関わっていく時に
は、理不尽な話に単純にカッとなるだけでなく、いろ
いろな事情を知って、その中でなおかつ理想を持って
いていただけたらいいなあと感じました。

阿部●教育大学ではザンビアと大学協定を結んでいる
と思うのですが、大津先生のゼミで９月に学生を連れ
てザンビアに行きました。そのザンビアに行った学生
の友達が受講してまして、「友達にザンビアのことを
話してもらい、すごく興味をもった」というんです。
私たちの講義を聞いてカンボジアとか中国とか中央ア
ジアとかに興味を持ち、実際に行けたらもっと幅が広
がるのかなとも思います。

仮谷●北海道教育大学はザンビアの他、ベトナム、ラ
オスとの関係・交流が実施されていますが、佐藤先
生、いかがでしょうか。

佐藤●今回、感じたことを述べさせていただきます
と、僕は講義で文化絶対主義と文化相対主義という考
え方を教えています。文化絶対主義とはどの文化がよ
くてどの文化が劣っているかという考え方ですが、相
対主義はお互いにいいところもあるし悪いところもあ

る、という当たり前の考え方をするんですね。つま
り、文化を比べるなということです。前から抵抗を感
じているのは「開発途上国」という言葉です。「途上」
国は悪いことなのか、と。先ほどアフリカの話をされ
ていましたが、ベトナムで開かれた日越学長会議の中
である大学の先生が「ベトナムの学生は非常に熱心で
勉強熱心だ。日本人が忘れたものをまだ持っている」
という言い方をしました。これは決してほめ言葉では
ないと私は思いました。その先生の言葉には、日本が
ベトナムの上にあって、ベトナムはそこに向かってい
るんだという印象しか受けなかったんです。「日本が
忘れたものをベトナムが持っている」のではなく、
「もともとベトナムが持っているものを持っている」
わけですよ。私たち一行は、ホンダのスーパードリー
ムが行き交っているところに大型バスを２台連ねて移
動しようとしたがために、大渋滞を起こしてしまった
ことがありました。ある異なった要素を入れることに
よって生活が変わっていくことのいい例です。そのま
まですごく幸せに暮らしている民族があるところに、
いたずら何かをするのは、自分の文化と照らし合わせ
て「いいことをしてやる」などと考えるのは傲慢であ
り、自分たちの身勝手さからくるのではないかとベト
ナムへ行って感じました。

及川●私は、中国の農村地区の視察直後の講座で、農
村地区の生活を紹介したんですね。都市部に比べたら
貧しいけれども、貧しいなりに農村の楽しい活動もあ
り、私はとてもいい暮らしだなあと思ったので、「北
京・上海みたいにあくせくしたくないのかもしれない
ですね」と言ったんです。その時、日系ブラジル人の
方が、「私は日本からみれば貧しいブラジルから来た
けれど、『貧しいなりに楽しい、それで幸せだ』とい
う考え方を聞いたのは今日が初めてです」と言われた
んです。今、佐藤先生がおっしゃったことと通じるよ
うな気がします。

仮谷●貧しさの定義、基準は日本とは随分違うのでし
ょうね。南米大陸の国においても、現実の話として仕
事はなくても食べていけます。飢死はしない。そして
楽しく踊ったりして過ごしていければいいなと私も個
人的には思いますが、なかなか日本ではそうはいかな
いです（笑）。ところで、学生の反応や何らかの関係が
続いているとか、そういうお話があればお願いします。

藤原●４、５年前に教えた学生さん２人と今も連絡を
とっています。２人とも偶然ですが、今年９月より同
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じ英国の開発学で有名な大学院の修士課程に進むこと
になりました。久しぶりに連絡をいただいたのは今年
６月で、その月に札幌市内のタイ人女性が経営してい
るタイ・レストランでお話しました。２人の友人であ
る札幌在住のインドネシア人も急遽加わり、４人で楽
しくお話することができました。私はネパールで識字
教室を見た後、一念発起して会社をやめアメリカの大
学院でネパールの教育政策について学ぶことにしまし
た。卒業後、JICE東京本部で働きながら、外務省の
行っている国連への試験を受けました。合格し、
JICEでの契約が終わった後ユニセフ・カンボジア事
務所に勤めました。
　その経験から、２人の学生さんからはアメリカの大
学院でのこと、国連の試験、JICEやJICA、ユニセフ
で実際に働いたことについてさまざまな視点から聞か
れました。将来は、国連で働くことも視野に入れて大
学院へ進むこととしたようです。
　個人的には、全ての学生さんが国際協力で働くこと
を目指してほしいというより、学生さんがどんなお仕
事をするにしても世界について視野をひろげ、関心を
持ち続けてほしいと思っております。

仮谷●私の場合は2005年、メキシコ文化の講義をし
た時の学生が、アメリカへ留学しました。私もメキシ
コへ遊びに行こうと思っていた時でしたので、彼はア
メリカから、私は日本からメキシコに向かい、現地で
合流することにしました。彼も私も空港でお互いを３
時間くらい探し回って、ようやく会えました。メキシ
コシティはじめ、グアダラハラという２番目に大きい
都市、それからテキーラを作っているテキーラ村など
一緒に10日余り旅行しました。最後の日、首都メキ
シコシティ近郊にあるティオティワカンというピラミ
ッドのような遺跡があるのですが、ちょうど行く朝私
はホテルのミネラルウォーターで突如下痢になりダウ
ンしましたが、スペイン語のできない彼が一人で行
き、無事に帰ってきました。そんなこんなアクシデン
トもありましたが、一緒に旅行できて非常によかった
と思っています。彼もこの講座で先生と知り合えたお
かげだと言ってくれました。

阿部●私の場合、教員をしていて、今は国際協力をし
ているということで、講義の後、学生さんには、教員
採用試験や日本の教育現場について聞く人と、国際協
力の仕事にどうしたら就けるかを質問する人と両方い
ます。

櫻井●JICEに入りたいがどうしたら入れるかという
質問のメールもありました。それから、青年海外協力
隊への関心は非常に高いです。

佐藤●以前、北海道は青年海外協力隊の希望者が多い
地域でしたが、今はどうですか？

仮谷●今は全国で５番目くらいです。シニアで行く方
の数が伸びていますね。

佐藤●この講座が始まった平成16年あたりは海外に
出る学生は多かったんですが、開発途上国といわれる
ところだけじゃなくて、ここ２～３年は交換留学も行
きたがらない傾向があり、なぜかなと思っています。
教えていてそんなことを感じますか？

仮谷●学生の話を聞いていると、アメリカよりカナダ
を希望する人が多いですよね。

佐藤●最初に申し上げましたが、自分の手に余る部分
を正直な形で先生がたにお願いして、それが功を奏し
たといいますか、けっこう評判がいい。平成16年は
国際理解教育課程というのがあって、学生のニーズに
も合った部分がありました。その後、視点を少し変え
て、民族や開発ではなく、言語に視点を持っていって
くれと言ったものですから、どうなるのかなと思って
いましたが、大成功でした。うちのゼミに所属してい
る学生もとってもおもしろかったと言ってくれていま
す。とてもありがたいと思っております。学生には、
もっと世界を見る機会を持ってほしいと思っています。

仮谷●それでは、皆様本日はお忙しいなか、長時間に
わたり活発な話し合いをありがとうございました。
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■ ザンビア

•アフリカは植民地にされたり、フェアではない関係
を考えると複雑な気持ちになった。また、英語やフラ
ンス語は便利だが固有の文化が失われる気がした。
•青年海外協力隊の活躍ぶりに興味。エイズ撲滅キャ
ンペーンのビデオに感激した。海外で見聞を広め、
幅広い見識を持った教師になりたい。
•協力隊は日本で学べない言語をどう覚えたのか？
•平均寿命38歳、乳幼児の死亡率の高さから小さな命
が失われている。講座を受けていると国際協力って
いいなあと思うが現地に行く勇気はない。この気持
ちを忘れず、自分にできることをしたい。
•ザンビアには内戦がないことに驚いた。英語教育に
も興味を持った。
•飽きさせない授業の進め方は、さすが、教員の経験
が活かされている。参考にしたい。
•青年海外協力隊は家政、稲作、柔道など得意なこと
で協力できるのだと知り自信がついた。

■ 中央アジア

•イスラム教徒が多いと思ったが飲酒もするのは不思
議。イスラム教、仏教、ユダヤ教という多宗教の状
態を想像することは難しい。
•外見が日本人にそっくりで親近感を覚えた。壁を作
ることが異文化理解を邪魔していたのかも。
•言語によって民族の顔、形が変わってくるのは非常
に興味深い。語学を早く身につける方法はないか。
•80年近くソ連邦の下にありながら宗教を復活したパ
ワーに驚いた。
•日本が金銭だけでなく政治、保健、医療、教育、環

境など多方面の援助を行っていることを知った。
•モノカルチャー経済についてわかった。
•政治と宗教をしっかり分離できているのは、イスラ
ム教の国では意外な気がした。
•きれいな空とイスラム的な色遣いの対比を写真で見
て、心をしぼられるような感触を感じた。
•自分にはソ連邦の記憶がないが、母は「何を考えて
いるかわからない国」というイメージだったとい
う。ロシアに対してもマイナスイメージを持ってい
る人が多いのではないか。隣国を知る必要がある。

■ スリランカ

•目上の人への尊敬は日本にも昔はあったが宗教とと
もに薄くも濃くもなるのだろうか。
•紅茶文化の話はおもしろかった。
•イギリスの影響からクリケットが行われているそう
だが、自分たちを支配していた国のスポーツに抵抗
はないのか。植民地時代の文化や習慣が独立後も国
の特色として残るのことに対して複雑に思う。
•僧侶が優先される社会で宗教色の強さを思ったが、
ムスリムもいるなど、互いに寛容なのだと感じた。
•映画を中断してのお茶には笑ってしまった。
•宗教がスリランカ人の性格形成に果たす役割は大き
い。日本人が忘れがちな家族や地域社会との交流、
他者へのいたわりの気持ちや慈悲の気持ちがある。
•２％の人しか行けない大学はエリートのためのもの
なのだと実感した。公用語がシンハラ語のみという
ことへの反感はわかる。タミル人を排除する法律は
納得できないはずだ。

JICE講座では、聴講した学生たちに、毎回「振り返りシート」を記入してもらっている。現場を知る講師

たちからじかに話を聞いて、学生たちは世界の「今」をどう感じ取っただろうか。振り返りシートには、

多言語社会への驚きや、日本とは異なる環境で生きる人々への感動が、みずみずしい言葉で綴られている。

世界を舞台に活動した講師たちの具体的な話を通して、学生たちが、日本を客観的に見る視座を獲得した

こともわかる。さらに、将来への夢をふくらませたり、職業人としてどう生きるかのヒントも得ているよ

うだ。シートには講師への質問も記入でき、後日、講師から返答を得られる仕組みにもなっている。
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■ 中国

•回族、ミャオ族、ウイグル族などのリアルな話が聞
けて教科書の枠から抜け出せたように感じた。
•餃子が主食であること、弁髪、チャイナドレスが満
州族に由来しているのは興味深い。
•トンパ文字が印象に残った。中国イコール漢字だけ
ではない。中国は学び甲斐がある。
•2005年の反日運動にとても驚いた。中国人自身も、
たくさんいすぎて、どの人がいい人か悪い人かわか
らないよと言っていた。
•食品安全法がうまく運用され、安心しておいしい中
国の食べ物が食べられるようになればいいと思っ
た。
•チベット仏教の祈りは、宗教のない自分にとって想
像しがたい価値観だ。
•改めて中国語の難しさを感じた。発音が全く違う。
広大な中国だからこそ変化が出ているのだろう。
•講義でものすごいカルチャーショックを受けた。少
数民族、方言、漢字についてもっと知りたい。
•副業が生活防衛の手段になっている農村の厳しさを
知った。教育格差の問題も出てきそうだ。
•義務教育の無償化はいいことだ。教育の質を高めて
いくことこそが国の力が上がることにつながる。
•農村戸籍、非農村戸籍による差別に驚いた。都市の
発達につれて差別が生まれる歴史の変遷を感じた。

■ ガーナ

•小学校就学率80％など、生活水準が低いわけではな
いことがわかった。一方で多言語と英語の指導に難
しさがある。現地語をなくすべきではないと思う。
•伝統宗教よりキリスト教信者が多いのは植民地時代
の影響か。サハラ以南、最初の独立を示す星はとて
も誇らしいことなのだと感じた。女性の就学率50％
には驚いた。
•1ドルでも十分生活できること、平均寿命は短くて
もお年寄りは多いことなど、貧しくてかわいそうと
いうイメージだけを持つのは間違っている。
•アフリカはマイナスイメージが強かったが、日本と
は生活の仕方が違うから決めつけない方がいい。自
分が狭い視野しか持っていなかったことを実感し
た。
•小４から英語で授業を行うのはいいことなのか。
•ラスターカラーの意味は興味深かった。

■ タイ

•山岳民族はタイ固有の民族だと思っていたが、中国
から来た人であることを初めて知った。
•伝統文化継承に固有の文字がないのは厳しいだろ
う。
•山岳民族の間にもキリスト教が入っていて驚いた。
•観光地化は、伝統文化継承に役立つのか知りたい。
•タイの政治が不安定なことについて勉強したい。
•自然と共生したライフスタイルはうらやましい。
•アメリカから来た男子高校生と交流した際、モン語
を話し兄弟は11人と言われて驚いたが、モン族が一
夫多妻制とわかって納得した。
•高校の地理の授業も今日のようだったらいいのにと
思った。実際に現地に行った人とそうでない人の差
は大きいと感じた。
•ブランコ祭りはおもしろかった。どうやって乗るの
か。高さで勇気を試す意味合いはあるのか。
•多くの民族が対立せずうまくやっているのは素敵な
ことだ。民族差別から伝統が失われるのは悲しい。
民族の伝統に誇りを持てる社会を。
•山奥にもアメリカや日本の文化が広がっていること
に驚いた。山岳民族の３～４割が無国籍とは深刻
だ。

■ ブラジル、アンゴラ

•移民のあった国では、根深い人種問題が常につきま
とうのだということがわかった。
•日本とは根本的なスタンスが異なる、明るく陽気な
国だと思った。日系○世の意味が初めてわかった。
•ブラジル人の性格がプリントに書かれていたが、仲
良くなれそうだ。日系ブラジル人や中国人の就職、
就学問題は解決してほしい。
•識字率の低いアンゴラなどの教育はキューバモデル
だそうだが、教員訓練を受けている人といない人で
はかなり違うのだとわかった。教師の数が少ないた
めにやむなく訓練を受けていない人も教えるのだろ
うか。
•日本の滞在においてまで日本語能力検定を強制する
のは疑問だ。知らないところで差別が起きている。
•派遣切りブラジル人への対策を聞けてよかった。
•日本は無宗教と思っていたが、それは生活の中で密
接につながっているので宗教ととらえられないだけ
で、無宗教ではないという考えに感動を覚えた。
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■ カンボジア

•自文化の基準で他文化を評価してしまいがちだが他
文化に歩み寄る姿勢が必要だと感じた。
•ロールプレイで移民間問題を共感的に考えることが
できた。
•ディベートで自分の考えと異なる立場に振る舞う事
で違った部分が見えてきた。
•違う文化を持つ人間が一緒に生きるには我慢も覚悟
しなければ。財政面など総合的な視点も必要だ。
•札幌遠友塾自主夜間中学で英語を教えている。ここ
で異文化理解にロールプレイを取り入れてみたい。
•子どもたちには差別の存在を知らせ、考える機会を
持たせることが必要だ。
•日本のメディアが「かわいそう」と強調して伝える
ことに疑問をもった。
•現実を受け止め懸命に生きる人々の支えになりた
い。
•地雷が600万個も埋まっているとは。識字教育は小
学校に編入という、公教育との連携がすごい。
•子供たちが刃物や注射器などの危険なゴミの山を靴
をはかず歩きまわっているのに驚いた。
•日本は平和ボケしている。
•先進国は物質面だけではなく、教育など人間の内部
に対しても支援すべきと思った。

■ スペイン

•コロンブスが最初からスペインから出発したわけで
はないことがわかり、今の世界は昔の人たちのいろ
いろな行動の積み重ねによってできているものなの
だと実感できた。一人の人生、周りの人とのかかわ
りが歴史や文化をつくってきたのだと認識できる。
高校の世界史では全く触れられなかった。こんな授
業が学校現場でも行われるといいと思った。
•イスラーム文化とヨーロッパ文化が融合している建
築物が多く、見物するのに楽しそうだ。英語を話せ
なくてもスペイン語を話せるようになるのだろうか。
•バルセロナ五輪までスペインが他国と経済格差があ
ったことは知らなかった。パラドールに泊まりたい。
•シエスタなど日本との違いが大きく、比較するとお
もしろい。スペインに魅力を感じたので行ってみた
い。
•スペイン語の他に３つの言語が話されていると聞
き、驚いた。ETAやテロの話は怖い。日本人が平和
ボケのまま行ったら危ないと思った。

•ゴヤ、ピカソ、エル・グレコ、ベラスケスなどがス
ペインの画家だと思い出し、プラド美術館へ行って
みたくなった。
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第4章

21世紀東アジア青少年
大交流計画（JENESYS）
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国際交流報告

　第２回東アジア首脳会議における表明に基づき、東
アジアサミット参加国の青少年を今後５年間にわった
って、年間６千人規模で日本に招待する「21世紀東ア
ジア青少年大交流計画」がスタートしました。同計画
は、高校生等を中心とした青少年を招聘し、域内での
青少年交流を通じた相互理解の促進を図ることによ
り、東アジアで良好な対日感情の醸成をはかる目的で
実施されるものです。このような趣旨のもと、本年度
は、本学国際交流協力センターがベトナムからの高校
生約20名を招き、本学岩見沢校にて日本文化研修セミ
ナーを実施しました。

　2008年11月４日、晩秋の岩見沢にベトナムの高校生
がやってきました。
　この日は、岩見沢市内に、この冬初めての雪が降っ
た日でした。ベトナムといえばインドシナ半島の東に
位置する国、南北に長い土地を持つベトナムは日本と

同じく、豊かでバラエティに富んだ自然を有する国と
して有名ですが、熱帯モンスーン気候に属する土地
柄、市街において普段、降雪を目にすることはありま
せん。（ハノイの北西のサパという山岳地方では、ま
れに雪が降ることもあるそうです。）
　高校生たちは、恐らく初めての風景にすっかり大は
しゃぎでした。彼らの訪問に合わせたかのような初雪
は、はからずも、本セミナーの印象に一つのアクセン
トを残すことになったのではないでしょうか。

■ 日本舞踊体験

　さて、本校が用意したセミナーの内容として、まず
午前の部は、非常勤講師の花柳先生をお招きして日本
舞踊を体験していただきました。踊りに際して、男女
１名ずつの計２名の高校生が代表として和服の着付け
にチャレンジしましたが、和服の着用のチャンスを逃し
た女子高校生の残念そうな顔がとても印象的でした。
　日本舞踊は、ほとんど高校生にとってはじめての体
験で、はじめは不慣れな動作に四苦八苦する場面もあ
りましたが、稽古での飲み込みも早く、楽しく体を動
かしながらいつの間にか日本舞踊の雰囲気に溶け込ん
でいきました。最後に日本を代表する童謡「さくらさ
くら」のメロディを、師匠の模範演技に合わせて全員
で踊りましたが、春の優雅な味わいを醸し出しながら

国際交流委員長　杉　山　喜　一

ベトナム高校生の来校
北海道教育大学岩見沢校 ◆「国際交流」通信 2009年 第17号より

国際交流委員　倉　重　哲　二

研修を受けるベトナムの高校生

和服の着付けをするベトナム高校生
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どことなく恥ずかしげに踊る高校生達の姿もまた印象
的でした。

■ アニメーション体験

　午後からは、わたし（倉重）が担当となり簡単なア
ニメーションの体験をしてもらうことになりました。
ベトナムでも日本のTVアニメはよく見られているよ
うで、高校生に尋ねてみるといくつか有名なキャラク
ターの名前が返って来ました。私も以前ハノイを訪れ
たことがあるのですが、街の中で日本のキャラクター
のイラストを見かけたことがあり不思議な気持ちにな
ったことがあります。
　さて、短い時間で簡単にそして効果的にアニメーシ
ョンの体験をしてもらう為に、今回は、砂を使ったア
ニメーションの制作をしてもらうことにしました。

■ サンド・アニメーション

　日本でアニメーションというと、一般によく見られ
るTVアニメを思い描く方が多いのではないかと思い
ますが、実際には、多種多様な素材や表現方法のアニ
メーションが存在します。その中でも砂を使ったアニ
メーションは比較的有名な技法で、いろんな方がこの
方法で作品を制作されています。
　サンド・アニメーションは、文字通り砂で絵を描い
たものを少しずつ変化させながら１コマずつ撮影して
アニメーションを作っていくのですが、砂を半透明の

硝子盤の上において、下から照明を当てることによっ
て、単純に砂のマテリアルというより、微妙な表情を
持つ印象的なモノクロのイメージを得ることが出来る
のです。厚く砂を盛れば下からの光をさえぎり、また
薄く盛ればかすかな光を透過する、その砂の微妙な加
減を使って多様な陰影をつけることが出来ます。もと
もとは、カナダの作家キャロライン・リーフがこの手法
をつかって作品を発表したのが最初ですが、最近では
多くの作家さんがこの方法で作品を制作されています。
　さて、ベトナムの高校生ですが、砂のアニメーショ
ンについて目の前で実演しながら説明をした後、実際
に体験してもらうことにしました。本校のアニメーシ
ョン研究室の学生が撮影を担当してコミュニケーショ
ンをとりながら制作してもらいました。機材の関係で
５人程度のグループに分かれて作業をしてもらいまし
た。日本の学生にグループの作業をやってもらうと、
手を動かす前に内容についての話し合いがはじまり、
作業に取り掛かるまでに時間がかかるのですが、ベト
ナムの学生たちは作業開始と共に手を動かし、わいわ
いやりながらにぎやかに作業をされていて、そのこと
が大変印象的でした。
　短時間のセミナーで、作品が完成するには至らない
かなと思っていましたが、本校の学生との連携もうま
くいき、作品が出来上がるばかりでなく各チームの作
品を互いに鑑賞する時間まで取れました。一日を通し
てベトナムの学生たちは、積極的に楽しみながら私た
ちのセミナーを受けてくれたようにおもいます。ベト
ナムの高校生の元気な姿が印象的な一日でした。

日本舞踊「さくら」を演じるベトナムの高校生

みんなの作品を鑑賞中

ベトナムの高校生が制作した作品

砂絵アニメーション制作中
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　「21世紀東アジア青少年大交流計画」（通称：
JENESYSプログラム）とは外務省が所管する事業で、
平成19年から５年間、毎年6,000人程度の青少年を東
アジア首脳会議参加国（中国、韓国、ASEAN諸国等）
から招聘する計画である。目的は２つあり、１つ目は
地域共有の将来ビジョン作り、ひいては安倍元首相の
外交目標の１つである「アジアの強固な連帯」にしっ
かりとした土台を与えること、２つ目は域内での青少
年交流に通じた相互理解の促進を図ることにより、ア
ジアでの良好な対日感情の形成を促進することであ
る。中国との交流事業は以前から行われており、「日
中21世紀交流事業」として、JENESYSプログラムの
一環となり継続されている。財団法人日本国際協力セ
ンター（JICE）では毎年3,000名ほどの短期招聘
JENESYS事業を受け入れている。
　2009年７月中国青年代表団第1陣の500名が来日し、
そのうち教育関係者100名が北海道を訪問し、北海道
教育大学札幌校にて交流プログラムを行った。全体日
程は７月27日（月）～８月３日（月）であったが、そ
のうち７月30日（木）～８月２日（日）の４日間北海
道に滞在した。
　今回の中国青年代表団第１陣教育関係者分団のメン
バー構成は小学校教員が40名、中学・高校教員が33
名、大学関係者が14名、その他教育行政関係者８名、
通訳が３名であった。
　北海道教育大学札幌校では３つのプログラムを行っ
た。１つ目は渡部英昭教授による「日本の教員養成と
北海道教育大学」の講演、２つ目は附属小学校・中学

校の校舎内の見学、３つ目は５グループに分かれて意
見交換である。あいにく夏休み中で学生が実際に授業
を受ける様子を見ることはできなかったが、実際に教
壇に立つ身としては教室の隅々まで興味があったよう
だ。意見交換でも実際の教育現場で日々感じている疑
問などをぶつけ合った。中国側にとって日本の教育現
場を知る良い機会となり、多くを学ぶことができたと
の声があった。
　その他、北海道教育庁や札幌市議会の訪問、経済関係
者との懇談や企業訪問を通じて、教育に関わる日本社
会の様々な要素の理解につながったのではと思われる。
　10月に開かれた日ASEAN首脳会議議長声明におい
ても、「人的交流の重要性を強調。『21世紀東アジア青
少年大交流計画』の下、青少年交流が拡大しているこ
とを歓迎」とのコメントがあったように、今後もこの
ような交流事業が拡大していく方向にあると推測され
る。今後もより質の高い交流プログラムを実施するた
めに、北海道教育大学のような教育関連機関からの協
力を得ることが必要である。

JENESYS
中国青年代表団（教育関係者）の
北海道教育大学での受入について

小学校の教室にて附属小学校の概要説明

北海道教育大学教授との意見交換会

㈶日本国際協力センター北海道支所

飯　塚　友　佳　里
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